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　　　１




　高校入学直前の、春休みのことだった。

　長かった中学時代にも別れを告げ、もう間もなく新しい生活が始まるという、期待と不安の混まざった気持ちで過すごす、そんな春の日の昼下がり。

　自室のベッドに寝ね転ころがりながら、お気に入りのコミックスを読みふけっていると、

「やあ、忍しのぶ！」

　なんの前まえ触ぶれもなくドアが開かれ、その瞬しゆん間かん、僕の全身に緊きん張ちようが走った。

　快かい活かつな声と共に、篠しの宮みや詩し乃のはズカズカと部屋へ入ってきて、こちらに笑顔を向ける。

　肩かたまで伸のびたストレートの髪かみを揺ゆらしながら、彼女は言った。

「今、話せる？」

　質しつ問もんではなく、同意を求める、といったその口調と表ひよう情じようを見て、僕は眉まゆをひそめて、ベッドから身体からだを起こす。

「……なんだよ」

「ちょっと頼たのみたいことがあるんだけど、引き受けてもらえないかな？」

　詩乃の言葉に、僕は警けい戒かいの念を強くした。

　なぜなら、『ちょっと』では済すまないという、確かく信しんがあったからだ。







　──生まれついてのトラブルメーカー。

　息を吐はくように騒そう動どうを巻まき起こし、周囲に迷めい惑わくと損そん害がいを与あたえる。

　そんな人間が、この世には存そん在ざいする。

　僕の妹、篠宮詩乃のことだ。

　正せい確かくに言えば、双ふた子ごの妹、である。







　篠宮詩乃はこの世に生を受けてから現在まで、つまりは中学を卒業するまでの十五年間を、様々なトラブルと共に歩んできた。

　たとえば小学四年生のときの、プールサイド破は壊かい事じ件けん。

　たとえば中学二年生のときの、家庭科室炎えん上じよう事じ件けん。

　その他、放送室乗っ取り事件、文化祭でのポロリ事件等々、例を挙げればキリがない。

　その一番の被ひ害がい者しやが、この僕だ。

　僕は詩乃の双子の兄であり、最も身近にいる家族なわけで、そういった立場上、どうしても彼女が起こした事じ件けんの尻しり拭ぬぐいをさせられることが多かったんだ。

　もちろん僕自身は常つねに平和で平へい穏おんな日にち常じよう生せい活かつを送ろうと努めているつもりなんだけど、こっちの都合なんてお構かまいなしに、詩し乃のは騒そう動どうを起こし、そのたびに、巻まき込こまれ、被ひ害がいを受ける。

　挙あげ句くの果てには共きよう犯はん者しや扱あつかいされたりもする。僕の人生は、その繰くり返しである。

　だからこそ、今回もまた『ただならぬ事じ態たい』が起きたのだろうと、容よう易いに想そう像ぞうが出来るわけで、僕は小さく頭を振ふり、ため息をついた。

「……まず、用件を言ってくれ」

　そんな返事をするのも、もう何度目だろう。

　僕らにとっては、もはやお決まりのやり取りみたいなもので、詩乃は悪びれもせずに言葉を続ける。

「うん。実はね、会ってもらいたい人がいるんだ」

「会ってもらいたい、人？」

「そう。ある人と、ね」

　そう言って詩乃は、事の経けい緯いを話し始めた。

　なんでも、その『ある人』とやらは、同い年の女の子で、インターネットで知り合った、とのこと。

　それで、どうやらその人が明日、僕たちの住むこの街にやってくるらしいんだ。

　春休み中の旅行の一いつ環かんとして立ち寄よるらしく、そのことを知った詩乃が、

『わたしの家、この近く』

　と教えて、それならせっかくだから会ってみよう、ということになったみたいなんだ。

「──どういう状じよう況きようなのかは、把は握あくできたよ」

　話を聞き終えた僕は、静かにうなずく。

　そして、当然の疑ぎ問もんを口にした。

「で、なぜ僕が、詩乃の代わりに、その人と会わなきゃいけないんだ？」

　知り合いが近くまで来るから、会う約束をした？

　だったら自分が会いに行けばいいだけの話だろうに。

　僕の視し線せんを受けると、詩乃は両りよう腕うでを胸むねの前で組み、柔やわらかな笑みを浮うかべた。

「それがさー、その日から数日間、旅行の予定が入ってるんだよ」

「は？　旅行？」

「そう、旅行。恋こい人びとと二人っきりで出かける、卒業旅行だよ」

　……あー、『恋人』か。そういえば何日か前に、そんな話をしていたような気がするな。

　我わが家の両親は放ほう任にん主しゆ義ぎなところがあるけれど、二人っきりの旅行をよくもまあ、許ゆるしたものだと、妙みように感心したことを覚えているよ。

　そっか、あの旅行って、明日からだったんだ。

「えっと、じゃあ、なんだ？　詩し乃のは明日、旅行の予定があることを忘わすれて、その、ネットで知り合った人と、会う約束をしたってこと？」

「まあ、そういうことだね」

「で、自分は行けないから、代わりに僕が、その人と会う、と？」

「その通り。理り解かいしてくれて助かるよ」

「いやいや、まるっきり理解できてないんだけど。予定がかぶったのなら、断ことわるしかないだろ？」

「確たしかに、忍しのぶの言う通りだ。断るのが道理だってことは分かってるんだ。でもさ、その子って、この街からかなり遠いところに住んでるんだよ」

　そう言って詩乃は、その人の住んでいる場所を口にする。

「……遠いな」

「だろ？」

　なるほどね、そういうことか。

「詩乃とその人が、直ちよく接せつ会う機会なんて、今後あるかどうかも分からない。だから明日、どうしても会いたい、と」

「その通り、その通り。ようやく分かってくれたね」

　詩乃は何度もうなずくと、にっこりと笑う。

　その笑顔を見て、僕は大きなため息をついた。

「……事じ情じようは分かった。よーく分かったよ。だけどさ、それでもやっぱり、その『お願い』は聞けないよ」

「えっ、どうして？」

「どうしても何もないよ。だってその人は、詩乃と会う約束をしたんだろ？　僕が会ってどうするんだよ」

　あまりにも当たり前すぎる疑ぎ問もんを投げかけると、

「そう。そこだよ、問題は」

　その言葉を待っていた、とばかりに、彼女は両手を腰こしに当てる。

「だから忍には、『篠しの宮みや詩乃』として、その子に会ってもらいたいんだ」

「篠宮詩乃として？」

　首を傾かしげると、詩乃は僕に指を突つきつけた。

「忍が、わたしに、変へん装そうするんだ」

「…………はぁ？」

　少しの間を置いて、僕は短く息を吐はいた。

　詩乃の発した言葉の意味が、頭の中に入ってこなかった。

　今、こいつ、なんて言った？

　呆ぼう然ぜんとする僕の前で、彼女はさらに続ける。

「変へん装そうだよ、変装。忍しのぶが、わたしの格かつ好こうをして、わたしのフリをして、明日、その子に会いに行くってことだよ」

　そこまで言われて、僕はようやく、意図を理り解かいした。

「つまり、なんだ。女装しろ、と？」

「それ以外に何があるのさ？」

「却きやつ下かだ」

　尋たずね返してくる詩し乃のに向かって、僕は即そく答とう。

　真しん剣けんに話を聞いた、こっちがバカだった。

「あのな、詩乃。お前、ホント、ムチャクチャだぞ」

「ん？　何が？」

「何もかもだ。僕が詩乃の格好をして、ネットで知り合った女の子に会う？　なんだ、それは。どこから突つっ込こめばいいんだ？」

「それがベストな選せん択たくだと思うんだけど？」

「何が、どう、ベストな選択なんだ。いくらお前の頼たのみだからって、それだけは無理だ」

「えー、どうしてさ？　可か愛わいい双ふた子ごの妹である、このわたしのために、女装くらいしてくれたっていいでしょ？　この程てい度どの『お願い』をし合う兄妹なんて、どこにでもいるでしょ」

「兄に女装を強要する妹がどこにいるんだ！」

「ここにいるぞ！」

「いばって言うことじゃない！」

　思わず声を荒あららげるが、詩乃は平然としたままだ。

　まったく、こいつは何を考えてるんだか。

「というかだな、それ以前の問題なんだよ。僕が詩乃の格好をしたところで、すぐにバレるに決まってるだろ」

「なんでさ。わたしと忍って、そっくりじゃん」

　あっけらかんとした口調の詩乃を見て、僕は軽く頭を振ふる。

　確たしかに彼女の言う通り、僕たちは双子なだけあって、その見た目はとてもよく似にている。

　身長は二人とも同じで、１６５センチ。共にスレンダーな体型をしており、髪かみは詩乃の方が少し長いけど、それ以外はほとんど同じ。

　顔立ちにもあまり差さ異いはなく、『ぱっと見ただけでは違ちがいが分からない』みたいなことは、昔からよく言われてるんだ。

　つまり、どちらも中ちゆう性せい的てきな外見をしているわけで、詩乃が何を言いたいのかは、僕だって理解できているつもりではある。

「で、でも、詩乃は女で、僕は男なんだぞ？　バレない方がおかしいだろ」

「そっかなあ。そんなの、試してみないと分からないと思うんだけど。実じつ際さい、わたしは男の子に間ま違ちがわれることがよくあるし、忍しのぶだって、そうでしょ？」

「うっ、そ、それは、そうだけど……」

　詩し乃のの言葉に、僕は声を詰つまらせる。

　そう、なんだよな。

　詩乃が男の子に間違われるのと同様、僕も女の子に間違われることが、よくあるんだ。

　最近は減へってきたけど、小学生くらいまではかなり多かったなあ。

　特に後ろ姿すがただけだと、本当に『どっちなのか』が分からないらしくって、そのことでクラスメイトにからかわれたりして、僕の心には結けつ構こうな傷きず跡あとが残っていたりするんだよ。

　だからこそ、詩乃の『お願い』を聞きたくなかったりするわけで。

「前から思ってたんだよね。忍が女じよ装そうしたら、似に合あうんじゃないかなって」

　こちらの心しん情じようなんて気に留とめず、詩乃は怪あやしい光を宿らせた目で、僕を見つめる。

「な、何をどう言われようと、嫌いやだからな。女装なんて、真っ平ゴメンだ」

　そんな彼女の視し線せんから逃のがれるように、僕は顔を背そむけて拒きよ絶ぜつの意を表す。

「……ふーん。どうしても、嫌なんだ？」

　そんな僕を眺ながめながら、詩乃は一歩、こちらに近づく。

「ああ、どうしてもだ」

「その言葉、これを見ても、言えるのかな？」

「えっ？」

　と、誘さそわれるようにして向けた視線の先にある、『それ』を見て、僕は言葉を失った。

　詩乃は、自分の携けい帯たいの画面に、ある物を表ひよう示じしていたんだ。

　おそらく、付ふ属ぞくのカメラで撮さつ影えいしたのだろう。

　それは、一本のゲームソフトだった。

　携帯にはそのゲームのパッケージが、大きく映うつし出されている。

　それは本来なら、テレビゲームなんかに興きよう味みのない彼かの女じよが、持っているはずがないソフトであり、さらに言えば、僕はそのゲームに、見覚えがあったんだ。

　なぜなら、それは僕にとって『秘ひ蔵ぞう』の一品だったからだ。

「──っ！」

　僕は慌あわてて机つくえに目を向け、懐ふところから一本の鍵かぎを取りだし、鍵付きの引き出しに手をかけた。

　そして、引き出しを開けるなり、

「──どこだ？」

「言えるわけないじゃん」

　短い問いに、詩乃も同じく、短い答えを返す。

「……はぁ」

　その返事を聞いて、僕の口から、大きなため息が漏もれた。

　やっぱり、か。

　詩し乃のが何をしたのか、そして何を言いたいのかが、完かん全ぜんに理り解かいできたよ。

　彼かの女じよの携けい帯たいに表ひよう示じされているゲームソフトは、僕がこの引き出しに入れておいた物なんだ。

　それをこいつは、どうやったのかは知らないけど、勝手に持ち出して、どことも知れぬ場所へと隠かくしたってわけだ。

　なぜこんなにも大たい層そうな扱あつかいをしていたかっていうと、このゲームが、いわゆる『レア物』だからだ。

『レジェンドオブダークネス』という名のその作品は、一部のマニアからはきわめて高い評ひよう価かを受けながらも、万ばん人にん受けしなかったせいで営えい業ぎよう不ふ振しんに陥おちいり、やがて制せい作さく会がい社しやは倒とう産さん。

　以後、再さい生せい産さんの見み込こみもないまま今に至いたる、というわけだ。

　出しゆつ荷か数すうが少なかったせいで、オークションなんかでは、なかなかの高たか値ねで取引されることもあるとか、ないとか。

　だけど、これだけは言いたい。

　僕は、ただ希き少しよう価か値ちが高いから、このゲームを持っておいたわけじゃない。

　決してメジャーな作品ではないけれど、僕にとってこのゲームは、青春の一ページなんだ。

　世界中の誰だれもが、このゲームを『つまらない』と思っていたとしても、僕は心から楽しめたんだ。

　だからこそ、鍵かぎ付つきの引き出しで大切に保ほ管かんしていたわけで、そんな一品を、詩乃は僕から奪うばい、監かん禁きんしている、ということなんだよな。

「このゲームの無事を願うなら、従したがえ。詩乃は、そう言いたいんだな？」

「ま、そういうことさ。もしも、わたしの『お願い』を拒きよ否ひするのなら、このゲームソフトはもう二度と、忍しのぶの元には戻もどってこない、と思っておいた方がいいかもしれないね」

　詩乃はとびっきりの笑顔で、物ぶつ騒そうなことを口にする。

　──もうすでに、お願いじゃなくて、脅おどしになってるってこと、分かってるのかなあ。

　と、そんなことを思いつつも口には出せず、僕はただ、ため息を漏もらすばかり。

　まあ、確たしかに、抗あらがいがたい状じよう況きようではある。

　けれど、それでもやっぱり、僕の結けつ論ろんは変わらないんだ。

　僕は詩乃をまっすぐに見て、口を開く。

「仮かりに、僕が詩乃の格かつ好こうをしたとしよう。だけど、お前の格好をした僕が、その子に会うってことは、その子を騙だますってことだろ？　そんなの、ダメだろ」

　結局は、そこなんだよな。

　僕が、詩乃の『お願い』を受け入れられない理由は。

　その子は、何よりも誰だれよりも、詩乃に会いたいと思っているはずなんだ。

　だから、僕が会うわけにはいかない。

　そんなのは筋すじ違ちがいで、論ろん外がいなんだよ。

「……ふむ」

　僕の言葉を聞いて、詩し乃のはしばし、考える素そ振ぶりを見せたが、

「確たしかに余所よそ様さまからすれば、わたしはその子を騙だましているように見えるかもしれない。だけどさ、その結果、彼かの女じよが『篠しの宮みや詩乃との思い出』を作ることができれば、きっとその子だって、満足できるんじゃないかな？　少なくとも、『会えずに、失意のまま帰き路ろに就つく』という結末を迎むかえるよりは、ずっといいと思うんだけど、そこのところは、どう？」

　あくまで真面目まじめな表ひよう情じようで、詩乃は言葉を紡つむぐ。

　言い訳わけ、じゃないんだろうな、多分。

　おそらく、こいつは本気で、そうすることがベストだと考えているんだ。

　実じつ際さい、詩乃の言い分は、筋すじが通ってると言えなくもないけど、しかし……。

「それにさ、その子が『本当に女の子かどうか』なんて、まだ分からないわけだし」

「は？」

　不意に紡がれた言葉に、僕は思わず、高い声を出す。

　本当に女の子かどうか、分からない？

「だって、実際に会うのは初めてだもん。もしかしたら待ち合わせ場所には、屈くつ強きようでガチムチな男の人が現あらわれるかもしれないわけでしょ？」

　……なるほど。向こうもウソをついている、という可か能のう性せいは、まあ、あるよな。

「もしもそういった、『ちょっとピンチかも？』な状じよう況きように陥おちいった場合でも、男である忍しのぶならば、なんとか切り抜ぬけられると思うんだよね」

「う、うん……？　えっと、それはもしかして、僕はお前の、身み代がわりってことか？」

「いやー、最近はだんだん暖あたたかくなってきたねー、あっはっはー」

「露ろ骨こつにごまかすんじゃない！」

「あっはっはー」

　乾かわいた笑いと共に、頭をかく詩乃を見て、僕は肩かたをすくめる。

　しかし、『その可能性』を指し摘てきされたら、僕としても考えを改めるしかないな。

　こんな奴やつでも、僕にとってはたった一人の、双ふた子ごの妹なんだ。

　万が一にでも、その身に危き険けんが及およぶかもしれないのなら、兄として、出来ることをやるしかないだろう。

　たとえ、見知らぬ誰だれかを騙だますことになったとしても、だ。

「……今回だけだぞ」

　このセリフだって、何度言ったのか覚えてないけれど、とにかくその一言で、詩乃の表情は、太陽のように光り輝かがやいた。

「ありがとう、忍しのぶ！　さすが、持つべきものは双ふた子ごの兄だ！　愛してるぜ！」

「はいはい。それじゃ、さっさと部屋から出ていってくれ。用よう件けんは済すんだだろ？」

　もう興きよう味みがない、とでも言うように、僕は小さく手を振ふる。

　すると詩し乃のは口元を緩ゆるめて、僕の顔を覗のぞき込こんだ。

「何言ってんのさ。そうと決まれば、早さつ速そく衣い装しよう合あわせをしなきゃ」

「は？　衣装合わせ？」

「明日着ていく服を決めなきゃいけないでしょ？　わたしの部屋で、今から色々試してみようよ」

「い、今からかよ」

「そう、今から。他にも、女の子としての仕し草ぐさ、言こと葉ば遣づかいや発声練習とか、覚えてもらいたいことはいっぱいあるんだからね」

　一人で盛もり上がる詩乃を見て、僕は言いようのない不安にかられる。

　なんだか、言われるがままに踊おどらされているような気がするなあ。

　でも、とりあえず今は、詩乃の言葉に従したがっておくしかないか。

　やると決めた以上は、やってみるしかないんだから。

「よし、分かった！　衣装合わせでも、発声練習でも、なんでもドンと来い！」

「おっ、乗ってきたね！　今日は一日がかりのハードスケジュールになるかも！　ワクワクしてきたよ！」

　こうして、半なかば開き直った気持ちで、僕は詩乃と共に、『猛もう特とつ訓くん』な一日を過すごすのだった。




　　　２




「はあ……」

　玄げん関かんの前で、大きなため息を吐つく。

　あれから一夜明けた正午過ぎ、僕の心は憂ゆう鬱うつな気持ちに満たされていた。

　昨日は勢いきおいだけで色々とやってみて、それなりに手て応ごたえも感じていたんだ。

　だけど、いざ本番となると、躊躇ためらう気持ちが大きくなってくる、とでも言えばいいのだろうか。

「ン、ン！　アー、アー、アー」

　声の調子を整えていると、じっと見つめる視し線せんに気が付き、そちらに目をやる。

「いよいよだね、忍」

　詩乃はそんな言葉を口にすると、柔やわらかな笑みを浮うかべる。

　一いつ見けんすると無む邪じや気きに思える表ひよう情じようだが、腹はらの中で何を考えているのかは分からない。

　詩乃の服ふく装そうは、赤のスカートと紺こんのセーターという組み合わせで、旅行用のカバンを肩かたから提さげている。『恋こい人びと』との卒業旅行を、全力で楽しむつもりなのだろう。

　一方、僕は青のワンピースに紫むらさき色いろのストールを巻まいた、なんだかとっても女の子らしい格かつ好こうだ。

　頭には詩し乃のと同じ髪かみ型がたをしたウィッグを付けていて、傍はたから見れば、どっちがどっちなのか分からないだろうな、とは思う。

「似に合あってるよ、その格好。まるで鏡かがみの前に立ってるみたいな気になってくるよ」

　僕の身体からだをジロジロと眺ながめ回しながら、詩乃は小さくうなずく。その視し線せんが、なんだか無む性しように、むず痒がゆい。

「……やっぱり、僕、着き替がえてきていいかな？　さすがにスカートは、難なん易い度どが高いんだけど」

「ダメダメ、約束の時間に遅おくれちゃうよ。覚かく悟ご決めなって」

　こちらの心しん情じようなんてお構かまいなしに、詩乃は親指を突つき出し、ニッコリと笑う。

　まったく、いい気なもんだよ。こっちは今から、一世一代の大勝負に挑いどもうとしてるっていうのに。

「じゃ、よろしくね！　夜にまた連れん絡らくするから！」

　そう言って詩乃は、返事も聞かずに背せを向けると、軽けい快かいな足取りで遠ざかっていく。

　その後ろ姿すがたを見送りながら、僕は小さく息を吐はいた。

　なんだか今となっては、上手うまいこと言いくるめられたような気もしてくるんだよなあ。

　でもまあ、今いま更さら引き返せることでもないんだ。

　僕は軽く頭を振ふって、気持ちを引き締しめる。

　中ちゆう途と半はん端ぱな心こころ構がまえじゃ、上手うまくいくはずがない。頰ほおを軽く叩たたいてから、小さくうなずき、足を進める。

　幸か不幸か、僕の声は男子にしては高い方だ。だから、普ふ段だんよりも高い音を出すように意い識しきすれば、女の子の声に聞こえなくもない、ということは、昨日のうちに確かく認にんできている。

　そこに加えて、詩乃の『特訓』のおかげで、『声』に関しては問題ない、と考えているんだ、今のところは。

　気になるのは、その、衣い装しように関すること、なんだけど。

　僕は今、待ち合わせの場所に向かって歩き続けている。

　春休みなだけあってか、すれ違ちがう人はそれなりに多いんだけど、今のところは誰だれも、僕の姿を不ふ審しんに思う人はいないみたいだった。

　僕の女じよ装そうには違い和わ感かんがなく、自然に振る舞まえている、というわけだ。

　それはそれでなんだか複ふく雑ざつな思いがするんだけど、まあ、上手くいってるのなら別に構わないさ。どうせ一日だけの辛しん抱ぼうなんだから。

　それにしても、あいつ、色んな服を持ってたなあ。

　昨日と今朝けさに見た、詩乃の部屋のクローゼットの中身を、僕は思い浮うかべる。

　あいつがどんな服を持っているかなんて、どうでもいいことではあるんだけど、あんな奴やつでも一いち応おうは女の子ってことなんだよな。

　……しかし、女じよ装そう、か。

　普ふ通つうの人なら、いくら妹に頼たのまれたからって、女装なんてしないんだろう。

　だけど、僕はする。してしまう。

　多分それは、心のどこかで、『バレてもいい』と感じているからなのかもしれない。

　人生に対してヤケクソ気味になってる、とでも言えばいいのだろうか。

　トラブルメーカーな双ふた子ごの妹と、ずっと一いつ緒しよに育ってきたせいもあってか、僕の中の『常じよう識しき的てきな感覚』というやつは、きっと、かなり麻ま痺ひしているのだろう。そのことを否ひ定ていするつもりはない。

　もちろん、上手うまくいくに越こしたことはないんだけど、失敗したら失敗したで、どうにでもなる、むしろ、どうにでもなれ、と思っていたりはするんだよな。

　──てなことを考えているうちに、僕は目的の場所へと到とう着ちやくした。

　自じ宅たくから徒歩10分ほどのところにある、駅前の広場。

　いよいよ、『決戦』の瞬しゆん間かんが近づこうとしている。

　ネット上での詩し乃のの振ふる舞まい、言動なんかは、昨日のうちに一通りチェックしてある。詩乃から徹てつ底てい的てきに、頭の中に叩たたき込こまれたからね。

　これから出会う相手の情じよう報ほうだって同様だ。

　それに相手の人だって、『篠しの宮みや詩乃』と実じつ際さいに会うのは初めてなんだ。

　だから、詩乃らしく振る舞うことは、決して不ふ可か能のうではないはず、だと思う……。

　落ち着け、呼こ吸きゆうを整えろ。

　昨日、散々練習しただろ。あのときのことを思い出せ。

　大きく息を吐はいてから、携けい帯たいに表ひよう示じされている時計を見ると、時じ刻こくは12時28分だった。

　約束していたはずの時間の２分前だけど、相手の人はもう来ているだろうか。

　僕は携帯を操あやつり、『その人』宛あてのメールの文面を打ち込んでいく。

　この携帯は詩乃の物なんだけど、僕が持っていた方がなにかと都合がいいってことで、あいつから預あずかっているんだ。

　だから当然、『その人』のメールアドレスも登録されているし、こっちからメールを送れば、『篠宮詩乃からのメール』だと相手も気付いてくれるはずなんだよな、当然のことだけど。

『着きました。今、どこにいますか？』

　僕は簡かん潔けつに書いたメールを送信した。

　するとすぐ近くで、大きな着信音が鳴り響ひびく。

「うひゃう！」

　同時に、悲鳴じみた高い声も、同じ場所から聞こえてきた。

　何なに気げなく目をやると、慌あわてた様子で携帯をいじる、女の子の姿すがたが飛び込んできた。

　視し線せんに気付いたのか、彼かの女じよもこちらへ顔を向ける。

「っ！」

　途と端たん、胸むねの鼓こ動どうが跳はね上がった。

「…………」

　言葉が出てこなかった。

　息をするのも忘わすれ、目をそらすこともできず、僕はただじっと、その子を見つめる。

　──純じゆん白ぱくの天使。

　そんなくさいセリフが、頭の中に自然と浮うかんだ。

　白のセーターとロングスカートを身にまとった、僕と同い年くらいの女の子。

　背せは僕よりも低く、１５０センチあるかないかといったところ。ほっそりとした身体からだつきをしており、腰こしまで伸のびた髪かみは一束にまとめられている。

　そしてその大きな瞳ひとみは、見ているこっちが吸すい込こまれそうなくらい、透すき通った輝かがやきを放っていたんだ。

　しばし呆ぼう然ぜんとしていると、彼女は僕に声をかけてくる。

「もしかして、シノシノさん、ですか？」
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　その言葉に、僕は肩かたを震ふるわせる。

『シノシノ』というのは、詩し乃のがネット上で名乗っている名前だ。

　そのことを知ってるってことは、やっぱり──。

「あなたが、沢渡さわたりさん？」

　かすれた声で、そう尋たずね返す。

　声の調子を整える余よ裕ゆうなんてなかった。

　でも、相手は特に何も思わなかったみたいで、こちらからの問いに、ますます表ひよう情じようを輝かがやかせる。

「はい、やっと会えましたね！　とっても嬉うれしいです！」

　そう言って彼かの女じよは、まっすぐに僕を見つめた。

『沢渡さん』という名は、『シノシノ』と同様、目の前の女の子にとっての通つう称しようだ。

　そっか。この子が、沢渡さんなんだ。

　と、僕がぼんやりそんなことを考えていると、彼女は口元を緩ゆるめて、さらに言葉を続けた。

「改めて、ご挨あい拶さつさせていただきます」

　軽く一礼してから、沢渡さんは微び笑しようをたたえたまま、頭を下げる。

「沢渡カレンです。よろしくお願いします」

「あっ、はい、よろしくお願いします」

　その丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいに、つられて僕も軽い会え釈しやくをした。

　そしてすぐに、頰ほおの筋きん肉にくを引きつらせる。

　もしかして、この子、本ほん名みようを名乗った？

　ネットでの交流があるとはいえ、実じつ際さいに会うのは初めての相手に？

　なんだよ、その律りち儀ぎさは。そんなことをされたら、こっちも名乗るしかないじゃないか。

　それが、こういう場での礼儀というもの、なのかもしれないし。

　いや、もちろん頭の片かた隅すみでは、『そんなことする必要はない』って分かってはいるんだけど、覚かく悟ごを決めた僕は、軽く息を吸すい込こむと、口を開いた。

「えっと、僕は篠しの宮みやしの──」

　言いかけて、言葉を詰つまらせる。

　待て、ちょっと待て。

『僕』はまずいだろう、『僕』は。

　だって、『篠宮忍しのぶ』は今、『シノシノさん』として、ここに立っているんだから。

　気が抜ぬけていたとはいえ、こんなにあっさりとボロが出るだなんて、なんというヘマをやらかしたんだ。

　出会って早そう々そう、あっけなく失しつ言げんしたことに、血の気が引いて身体からだが強こわ張ばる。

　そんな僕の前で、

「もしかして、シノシノさんって『ボクっ子』なんですか!?」

　……だけど沢渡さわたりさんは、なぜか目をキラキラとさせていた。

　なんだか興こう奮ふんした様子の彼かの女じよを見て、僕は少しだけ、冷静さを取り戻もどす。

「え、ああ、その、うん」

　相あい槌づちを打つと、沢渡さんの瞳ひとみは更さらに輝かがやきを増ました。

「それ、アリですね！　会う前にイメージしていた『シノシノさん』の姿すがたと全ぜん然ぜん違ちがって、そのギャップに、萌もえます！　グッドです！」

　むやみやたらに興こう奮ふんする彼女を見て、僕はわずかに背せをのけ反ぞらせる。

　沢渡さんって、結けつ構こう、変わった子だったりするのかな？

　まあ、でも、そのおかげで僕の正体がバレなかったみたいだし、少なくともこちらにとっては都合のいい状じよう況きようではあるのだろう。

「え、えっと、じゃあ、立ち話もなんだし、とりあえず、その、どこかで、お茶でも飲む？」

「はい、そうしましょう！」

　尋たずねると、彼女はにっこりと笑い、同意してくれた。

　その表ひよう情じようのまぶしさに、僕の鼓こ動どうはますます高鳴り、表情を作ることすら困こん難なんな状じよう態たいに陥おちいる。

「そ、それじゃあ、その、えっと、えっと、あ、案内、するよ」

　しかし、なんとか無理やり笑みを浮うかべて、言葉を連ね、ギクシャクと足を動かす。

　そんな僕を、まったく不ふ審しんに思っていないかのように、彼女は躊躇ためらいもせずに付いてくる。

　こうして、落ち着かない心を抱かかえたまま、僕と沢渡さんは、並ならんで歩ほを進めるのだった。







「へえ、それじゃあやっぱり、あれはシノシノさんの仕し業わざだったんですね！」

「あ、ああ、うん、そうなんだ」

　近くのファストフード店へと入った僕らは、適てき当とうな飲み物を頼たのむと、窓まど際ぎわの席で向かい合って座すわり、他た愛わいもないおしゃべりに興きようじていた。

　そのほとんどが、ネット上での、詩し乃のと沢渡さんとのやり取りについてだ。

「じゃあ、そのことを公言してないということは、シノシノさんにとって、あれはどうでもいい些さ末まつな出来事だったということですか？」

「ま、まあ、そうなるのかな、ははは」

　軽く頭をかき、僕は愛想笑いを浮かべる。

　会話の内ない容ようが、全く頭の中に入ってこなかった。

　さっきからずっと、喋しやべってるのは沢渡さんばかりで、僕はといえば、「ああ」とか、「うん」とか相槌を打つことはあっても、こちらから話題を振ふることはなく、ただ話を合わせるだけで精せいいっぱい。

　それもこれも、全ては目の前にいる彼かの女じよのせいだ。

　沢渡さわたりさんがあまりにもまぶしすぎるせいで、僕はずっと翻ほん弄ろうされっぱなし。何がなんだかよく分からないけど、とにかく心しん臓ぞうがドキドキして、まともな思考が働かないんだ。

　これでは計画も何もあったものじゃない。事前に立てておいたプランなんて、全て破は棄きだ。

　と、そんな僕を見て、さすがに不ふ審しんに思ったのだろう。

「あの、どうかしましたか？」

「は、はいっ？」

　沢渡さんに顔を覗のぞき込こまれ、僕は身体からだを強こわ張ばらせた。

「顔色が良くないようですけど」

「あっ、いや、なんでも！　なんでもないんだ、うん！」

「……」

　手をパタパタと振ふると、彼女は少し寂さびしそうな目でこちらを見つめる。

「……やっぱり、迷めい惑わくでしたか？」

「えっ？」

「いきなり、会いたいだなんて言って、無理なお願いをしたんじゃないかなって、ずっと思ってたんです。わがままなこと、言ってるなって」

「そ、そんなことないよ！」

　その言葉に、僕は思わず大きな声を上げた。

「ぼ、僕も会いたかったし、会えてよかったと思ってるんだ！」

　そして、感かん情じようの赴おもむくままに言葉を連ねる。

「だ、だって、沢渡さん、かわいいし！」

「──えっ」

「……あっ」

　沢渡さんが口を開くのと、僕が声を漏もらしたのは、ほとんど同時だった。

　僕、今、なんて言った？

　動どう揺ようする僕の前で、次し第だいに彼女の頰ほおは赤く染そまっていき、その顔をわずかにうつむかせる。

「シ、シノシノさん、からかわないでくださいよ。恥はずかしいじゃないですか……」

　上うわ目め遣づかいに見つめられ、そんな彼女の表情が視し界かいに入った途と端たん、

「あ、あは、あはははは……」

　僕の思考はプッツリと途と切ぎれ、乾かわいた笑みがこぼれてきた。

　そう。そうなんだ。

　今の僕は、『シノシノさん』であり、つまり、篠しの宮みや詩し乃のなんだよ。

　だったら、何を怖気おじけづくことがあるっていうんだ。

　たとえ何をどう間ま違ちがって、何かをやらかしたとしても、そのツケを払はらうのは詩乃であり、僕じゃない。

　だいたい、詩し乃のが僕に無理な『お願い』をしたからこそ、今のこの、現げん状じようがあるんだ。

　後ろめたさを感じる必要なんて、どこにもない。そんなもの、知ったことか。

　もう、どうでもいいや。なるようになれ。

　そんなことを思いながら、僕は自分の中での篠しの宮みや詩乃を、強くイメージする。

　生まれついてのトラブルメーカーにして、校内で一番の人気者。

　常つねに騒そう動どうの中心人物だったけど、だからこそ誰だれよりも目立っていたし、注目もされていた。

　先生はみんな手を焼いていたけれども、少なくとも生徒の間では、男女を問わずに好かれていたはず。

　そんな人じん物ぶつ像ぞうを、頭の中に思い描えがき、顔を上げる。

　ある程てい度ど、開き直ったおかげか、気持ちも落ち着いてきたような気がする。

　晴れやかな心で、僕は沢渡さわたりさんに声をかけた。

「別に、からかってなんかないさ。沢渡さん、本当にかわいいもん」

「そ、そう、ですか。ありがとうございます……」

　ますます顔を赤らめる沢渡さんを見て、僕は口元に笑みを浮うかべ、立ち上がる。

「じゃあ、そろそろ出よっか？　ちょっとそのへんを歩き回ってみようよ」

「あっ、はい。案内、してくれますか？」

「もちろん！　じゃあ、行こうか！」

　軽くウインクすると、彼かの女じよは小さくうなずき、席を立つ。

　──うん、大だい丈じよう夫ぶ。いける。

　少なくとも、今日一日だけなら、なんとかなる。

　自分で自分に言い聞かせるように決意を固め、僕は沢渡さんと共に、ファストフード店を後にするのであった。







　それからの僕は、もう、必死だった。

『きっと、詩乃ならこうするだろう』

　そんな想そう像ぞうを頼たよりに、近所の娯ご楽らく施し設せつや、ちょっとした観光名所なんかを、沢渡さんと一いつ緒しよに歩き回るので精せいいっぱい。

　幸さいわいにも沢渡さんは機き嫌げんを損そこねることがなく、それどころか終始笑顔だったのが印象に残っている。

　そうして時間はどんどん過すぎてゆき、気がついたときには、日が暮くれようとしている時じ刻こくだった。

「今日は楽しかったです」

　そう言って沢渡さわたりさんは、にこやかな笑顔を見せる。

　さすがにもう帰らなきゃいけないということで、僕たちは出会った場所、つまり駅前の広場に戻もどってきていた。

「シノシノさんに会えて、本当によかった」

「それはこっちのセリフ、すっごく楽しかった！　もう、ベリベリーグッドだよ！」

　親指を立て、僕は軽けい快かいに答える。

　さすがに一日中、詩し乃のを演えんじ続けていれば、だんだん慣なれてくるもので、もはや恥はじらいも何もなく、ごく自然に振ふる舞まえていることに自分でも驚おどろく。

　しかしその集中力も、ほとんど途と切ぎれかけていた。

　あと少しで終わる。

　そんな思いで頭がいっぱいになり、気が抜ぬけていたことは事実だ。

　だからこそ、そんな僕を見て、沢渡さんが顔を赤らめていても、何かおかしいと感じたりしなかったのだろう。

「あの……」

　彼かの女じよは組み合わせた両手をモジモジさせ、チラチラとこちらに視し線せんを送ってくる。

「ん、どうかしたの？」

　そんな沢渡さんに、僕もまた、目を向けた。

「あの、あのですね、その、えっと……」

「うん？」

　言葉を濁にごらせる彼女の顔を、僕が覗のぞき込こむと、

「あの、私、私と……」

　意を決した表ひよう情じようを作り、沢渡さんは真正面から、僕を見つめる。

　そして、

「私と、付き合ってください！」

　──突とつ然ぜんの言葉に、僕の身体からだは石のように固まった。

　えっと、沢渡さんは今、なんて言ったんだ？

　確たしか、付き合ってください、なんてセリフが聞こえた気がするんだけど。

　それって、つまり、そういうこと？

　硬こう直ちよくした身体とは反対に、頭の中はフルスピードで回転し、無む我が夢む中ちゆうに情じよう報ほうを整理する。

　そうして、長い時間のような一いつ瞬しゆんが過すぎ去り、やがて僕は本ほん能のうのままに口を開き、

「はい」

　そう答えていた。

「っ！」

　途と端たん、沢渡さんは大きく目を見開く。

「そんな、本当に!?　うそ、信じられない……」

　驚おどろきの表ひよう情じようを見せる彼かの女じよに、僕は呆ぼう然ぜんとしたまま、言葉を続ける。

「あ、あの、沢渡さわたり、さん？」

「やだ、ダメ……」

　すると沢渡さんは、首を横に振ふると、

「うそ、うそうそうそ！　キャ───────ッ！」

　僕に背せを向け、一いち目もく散さんに走り去っていった。

「……えーっと」

　思考が追い付かないまま、小さな声を漏もらす。

　そして、彼女の姿すがたが見えなくなってから、僕はようやく、発言の意味に思い至いたった。

『付き合ってください』と言われて、『はい』と答えた？

「もしかして、とんでもない状じよう況きように陥おちいったんじゃないか？」

　誰だれに聞かせるでもなくつぶやいた言葉に、応こたえてくれる人なんているわけがなかった。
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『自じ業ごう自じ得とくだろう』

　電話越ごしに話し終えるなり、詩し乃のはバッサリと、そう言いきった。

　時じ刻こくは午後９時を回ろうかという頃ころ。

　今日一日の経けい緯いを詩乃に報ほう告こくしていた僕は、あまりにも真っ当な返事に、言葉を失った。

　そう。全ては自業自得だ。そのことを否ひ定ていするつもりはない。

　けれど、詩乃にだけは指し摘てきされたくないし、どうしても反はん論ろんしたくなるんだよな。

「それはそうかもしれないけどさ、そもそも、お前のせいで、こうなったんだろ？」

『確たしかに、原げん因いんはわたしだね』

「だったら、詩乃がなんとかしてくれよ。もう、僕の手には負えないよ」

『へえ。それはつまり、わたしに「貸かし」を作るということだね？』

「はあ？　いや、だから、元々は──」

『忍しのぶが自分の意思で、わたしの「お願い」を引き受けたというのも、また事実でしょ？』

「そ、それは、まあ、そうだけどさ」

『それに、最後のことに関しては、どう考えてもわたしの責せき任にんじゃないわけだし。だって忍は、「篠しの宮みや詩乃」として答えたわけじゃないんだから、ね？』

「うっ」

　その指摘に、僕は何も反論できなかった。

　図ず星ぼしだったからだ。

　思わず口から出てきた言葉とはいえ、あの返事に偽いつわりの気持ちはなかった。

　そうだ、もう認みとめるしかない。

　僕は沢渡さわたりさんに、一ひと目め惚ぼれしたんだ。

　だからこそ、無む意い識しきのうちに『はい』と答えていたんだと思う。

　けれど当然、僕と沢渡さんのお付き合いが始まる、なんてことにはならない。

　だって彼かの女じよは、僕じゃなく、篠しの宮みや詩し乃のに告白したのだから。

　つまり沢渡さんは、女の子が好き、ということになるんだよな。

　もし、そうだとしたら、僕にはまるでチャンスなんて無いということにもなる。

『まあまあ、そう落ち込こまないでよ』

　落らく胆たんする僕の心しん情じようを察したのか、詩乃が声をかけてくる。

『むしろ、踏ふん切りがついてよかったんじゃない？　気持ちを切り替かえて、問題の解かい決けつに当たろうよ』

「……うん」

　詩乃に言われて、僕は小さくうなずく。

　そう、なんだ。

　僕自身の気持ちはともかく、誤ご解かいは解とかなきゃいけないんだよな。

　おそらく沢渡さんは、『詩乃からオッケーの返事を貰もらった』と思っているだろうし、このまま放置するわけにはいかない。なんらかの対たい応おうをする必要はあるんだ。

　──けれど、これがもし、誤解じゃなかったら？

「詩乃は、どう思ってるんだ？　沢渡さんのこと」

『ん？　どう思ってるって？』

「だから、その、『はい』って答えたのは僕だけどさ、詩乃自身の気持ちを知りたいんだよ」

　つまり、僕じゃなく詩乃本人が、沢渡さんと付き合ってもいいと思ってるのなら、何も問題はないんだよな。

『なるほど』

　こちらの意図が読めたのか、詩乃は電話の向こうで小さくうなずいたようだ。

　しかし、

『無理だね』

　返ってきた答えは、無む慈じ悲ひなものだった。

『少なくとも、今の時点では、なんとも言えないよ。だってわたしは、ネット上での沢渡さんしか知らないんだから。今日、忍しのぶが出会った彼かの女じよが、実じつ際さいにはどんな人なのか、わたし自身も直ちよく接せつ会ってみないと、判はん断だんしようがないでしょ？』

　正せい論ろんだった。

『それに、忘わすれてもらったら困こまるんだけど、わたしは今、恋こい人びとと旅行中なんだよ？　忍は双ふた子ごの妹に、二ふた股またをしろとでも言うのかい？』

「……そう、だったな。すまん」

　気が動転しているせいか、肝かん心じんなことが頭からすっぽり抜ぬけ落ちていたみたいだ。そもそも僕が今日、こうして一日巻まき込こまれているのは、そのことが原げん因いんだったわけだし。

　軽く頭を振ふりつつ、僕は手に持った詩し乃のの携けい帯たいを、じっと見つめる。

　この携帯には、沢渡さわたりさんの携帯の、電話番号が登録さている。詩乃も沢渡さんも、メアドはお互たがいに知っていたみたいなんだけど、今日のうちに、電話番号も交こう換かんしておいたんだよな。沢渡さんの携帯は爽さわやかな青色をしていて、彼女に似に合あってたなあ、なんてことを改めて思い出したりする。

　それでまあ、番号を知った以上は、こちらから電話をかけることだって出来るわけで、だったらこっちから電話して、『ごめんなさい』と言うのが、筋すじの通った断ことわり方、なのかもしれないわけで。

　ちなみに、僕は今、自分の携帯で、詩乃と電話をしている。

　一方の詩乃はというと、旅行先から『恋こい人びと』の携帯を使って通話している、とのことだ。

「そうだ、写真だけでも、見てみる？」

　と、不意に僕は思い出し、詩乃に尋たずねてみた。

『写真？』

「沢渡さんの写真。詩乃も沢渡さんの姿すがたを確かく認にんしておいた方がいいかなって」

　一いち応おう、記念にってことで、沢渡さんだけが写ってるものや、僕とのツーショット写真なんかを、何なん枚まいか撮さつ影えいさせてもらったんだよな。

　もちろん僕だけが写ってる写真も、沢渡さんの携帯には収おさめられているはずだ。

『そうだね。じゃあ後で、写メで送っておいてよ』

「ん、分かった。それじゃ、もうそろそろ──」

　電話を切るぞ、と言いかけた、そのとき、

「──えっ？」

　僕のではなく、詩乃の携帯から、着信音が鳴り響ひびいた。

　その画面に表ひよう示じされている、『沢渡さん』という文字を見て、鼓こ動どうが高鳴る。

「ごめん、詩乃。沢渡さんからの電話」

『わたしにも聞かせて』

「えっ？　ああ、うん」

　そう言われて、僕は詩乃の携帯を耳元に当て、その一方で、通話中である自分の携帯をそのすぐ側まで近付けてから、電話に出た。

「……も、もしもし？」

『あ、あの、シノシノさん、ですか？』

「う、うん、そうだけど」

　答えると、彼かの女じよは躊躇ためらうような声で、言葉を続けた。

『えっと、さっきのこと、なんですけど』

　……やっぱり、その話か。

　そりゃあ、そうだよな。それしか、ないよな。

　だったらもう、腹はらをくくるしかない。

　覚かく悟ごを決めた僕は、目をつぶりながら、口を開いた。

「ご、ごめんなさい！」

『──えっ？』

「さっきはその、緊きん張ちようしたり、動どう揺ようしたりしていたせいで、つい、オッケーしちゃったけど、でも、その……」

『そう、ですか……』

　僕の返事を聞いた沢渡さわたりさんは、明らかに気持ちが沈しずんだようだった。

　その重い空気がこっちまで伝わってきて、僕の胸むねに鋭するどい痛いたみが走る。

　しかし、

『ご都合が悪いのでしたら、仕方ありませんね』

「へっ？」

　やけにあっさりとした様子で続けた彼女の言葉に、僕は素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　なんだか、ずいぶんと気持ちの切り替かえが早いな。

　というか、都合が悪いって、何？

　まあ確たしかに、都合が悪いから、断ことわるしかないんだけど、でも、どうやら彼女が言いたいのは、そういうことじゃないみたいだし。

「えっと、どういう意味？」

　素す直なおに聞き返すと、沢渡さんはさらに言葉を続ける。

『ですから、明日は都合が悪いから、付き合えない、ということですよね？』

　……うん？

　おかしいな。なんだか、話がかみ合ってないような気がするぞ。

「あの、ごめん。確かく認にんなんだけど、別れ際ぎわに、なんて言ったのかな？　もしかしたら、ちゃんと聞き取れてなかったかもしれない」

『ああ、はい。明日も、私と、付き合ってくださいって、そう言ったんですけど』

「……」

　その言葉に、僕は携けい帯たいから顔を離はなし、ゆっくりと息を吐はいた。

　なんだ、そういうことだったのか。

　つまり、僕が沢渡さんのセリフを、聞き逃のがしていただけなんだ。

　あのとき、彼かの女じよがあれだけ大はしゃぎしていたのは、明日もまた、詩し乃のと遊べることになったからっていう、それだけのことなのだろう、きっと。

　なんだか拍ひよう子し抜ぬけしたけれど、事ことの真相が分かって、ちょっと安心したよ。

　……あれ？　明日？

「沢渡さわたりさんって、旅行でこっちに来てたんだよね？」

『はい、そうですよ』

　じゃあ、明日も何もないような気がするんだけど。

　明日はもう、帰るんじゃないの？

　こちらの疑ぎ問もんが伝わったのか、彼女はさらに続ける。

『言ってませんでしたっけ？　一週間ほど、この街に滞たい在ざいするって』

　な、なんだよ、それは。聞いてないよ、そんなの。

　ということは、なんだ。

　詩乃が卒業旅行から帰ってきて、それから沢渡さんに会うっていうことも、可か能のうだったかもしれないってことか。

　つまり、僕が今日、女じよ装そうしてまで、あいつの代わりに会う必要なんて、まるでなかった、と。

　本当に、なんなんだよ、それは。

　僕は今日一日のことを、どう考えればいいんだ？

　心が乱みだれたせいで何も言えなくなった僕に、

『シノシノさん？』

　沢渡さんが声をかけてくる。

『もしかして、明日、会えるんですか？』

「えっ!?」

　慌あわてながらも、僕は無理やり思考を繫つなぎ、会話を続ける。

「いや、あの、えっと、やっぱり明日は、頭の中を整理したいので」

『頭の中？』

「えっ、あ、いや、じゃなくて！　そ、そうなんだ、ちょっと明日は、都合が悪いんだ。でも、明後日あさつてなら、なんとか行けると思う」

『そうだったんですか。それじゃあ明後日もまた、ご一いつ緒しよできるということで、いいんですか？』

「う、うん、オッケー。一緒に遊ぼう！」

『はい！　嬉うれしいです！』

「じゃ、じゃあ、明後日に、また」

『はい、また。それではもう遅おそいので、今日のところはこのあたりで』

「う、うん。おやすみー」

『はい、おやすみなさい』

　就しゆう寝しんの挨あい拶さつを交わし、電話を切った後、

「はあっ…………」

　僕は大きなため息をつき、ベッドの上に身を預あずけた。

　なんだか、一気に疲つかれが押おし寄よせてきた気がする。

　ちょっと、会話の内ない容ようを整理してみよう。

　沢渡さわたりさんは一週間ほど、この街に滞たい在ざいする？

　で、『付き合ってください』は、『明日も一いつ緒しよに遊んでください』だった？

　ということは、彼かの女じよは詩し乃のに告白したわけではなく、つまりは女の子が好きというわけでもなく、だとするなら、もしかして、僕にもまだ、チャンスはある？

　いや、待て待て、そうじゃないだろ。

　そもそも沢渡さんは僕のことなんて、つまり『篠しの宮みや忍しのぶ』のことなんて知らないんだから。

　だから、付き合うかどうかなんて、そんなことを考える段だん階かいにすらないんだよな、結局。

『いやー、なんだか面白いことになってきたね』

　横から話を聞いていた詩乃が、明るい声で語りかけてくる。

　まったく、どうしてお前は、そんな他人ひと事ごとのように笑えるんだよ。

　軽い苛いら立だちを覚えつつも、なんとか心を落ち着け、会話を続ける。

「詩乃、確かく認にんだけど、お前、いつ帰ってくるんだ？」

『三日後の予定だね。沢渡さんとの再さいデートには、ギリギリ間に合わないかな』

「そうか」

『次のデートはわたしが代わりに、なんて考えてた？　悪いが、それはやめておいた方がいい。だって、もうすでに彼女は、「女じよ装そうした篠宮忍」を、「シノシノさん」として認にん識しきしてるんだから。今いま更さらわたしが会ったところで、そっちの方が怪あやしまれるだろうね、きっと』

「……分かってるって。一いち応おう、確認しただけだよ」

　頭の中を覗のぞかれた気がして、少し言葉に詰つまる。

　でもまあ、確たしかに詩乃の言う通りだ。いずれにせよ、次のデートも僕が行くしかない。

『嫌いやだったら、いいよ』

「えっ？」

『さっき忍に言われたように、確かに元々は、わたしと沢渡さんの問題だからね。今からでも約束を断ことわってくれて構かまわないよ。後でわたしが、謝あやまっておくからさ』

「なんだよ、急に」

『もちろん、忍がもう沢渡さんには会いたくないんだったら、だけどね』

「……電話、切るぞ」

『あっ、そうそう。わたしの部屋、勝手に入っていいからさ、着ていく服をちゃんと吟ぎん味みしておいてね。決まったら、写メで送ってよ。チェックするから』

「分かった、分かった。それじゃあな」

　返事も聞かず、通話を終えて、軽く頭を振ふる。

　さすがは双ふた子ごの妹、といったところか。

　こっちの考えてることなんて、何もかもお見通しだ。

　僕はあいつが何を考えてるのかなんて、さっぱり分からないけどな、うん。

　まあ、どうせ、今の状じよう況きようを楽しんでるだけなんだろうけど。

　──沢渡さわたりさんとの約束を、僕は断ことわるつもりなんてなかった。

　今、抱いだいている気持ちが、屈くつ折せつしているという自覚はある。

　けれど、それでも僕は、思ったんだ。

　また、彼かの女じよに会いたい、と。

　たとえ女じよ装そうした姿すがたであっても、だ。

　もう一度、沢渡さんに会うため、僕は再ふたたび、篠しの宮みや詩し乃のを演えんじてみせる。

　そんな決意を胸むねに、『出会い』の一日は過すぎていくのだった。
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　中学最後の、文化祭でのことだ。

『ファッションコンテスト』という企き画かくがあった。

　男女を問わず、在ざい校こう生せいなら誰だれもが参加できる大会で、自じ慢まんの衣い装しようを披ひ露ろうする、みたいな内ない容ようだったと思う。

　そこに詩し乃のが参加して、あっさり優ゆう勝しようした。

　あいつはなんだかんだで人気のある奴やつだったし、そのとき着ていた衣装もド派は手でで見み栄ばえが良くって、一番目立っていたから、当然と言えば当然な結果ではあったんだ。

　ただし、それだけでは終わらないのが、篠しの宮みや詩乃である。

　あいつは絶ぜつ対たいに、何かをやらかす。

　そう思っていた僕は、その動向を観客席から注意深く見守っていた。

　だから、気付けたんだ。

　優勝のメダルを授じゆ与よする瞬しゆん間かん、詩乃が自分の胸むな元もとに、そっと指をかけたことに。

　その衣装には、ちょっとした仕し掛かけが施ほどこされていたらしい。

　詩乃が指をかけた胸元には、細い紐ひもがわずかに顔をのぞかせていて、あいつはそれを、さりげない動作で引っ張ぱったんだ。

　刹せつ那な、彼かの女じよの衣装は弾はじけるように分ぶん解かい、その場に舞まい落ちる。

　残されたのは、下着だけになった、詩乃の姿すがただった。

　突とつ然ぜんの出来事に、大おお勢ぜいの生徒たちが無言で見守る中、あいつは仁に王おう立だちのまま周囲を見回し、

「さすが忍しのぶ！　よくこんな仕掛けを思いついたね、あっはっはっ！」

　平然と、そんなセリフを言い放ったんだ。

　双ふた子ごの兄である僕には、瞬時に理り解かいできた。

　それが、あいつなりに身体からだを張はった悪戯いたずらだったんだってことが。

　そのことが分かるからこそ、何も言えず、全身から力が抜ぬけていったんだ。

　またか。またなのか。

　お前が何をしようと構かまわない。

　だけど、せめて僕を、巻まき込こまないでくれ。

　真っ白になっていく意識の中で、そんな思いが、ぐるぐると頭の中を駆かけ巡めぐっていた。







　目覚めの気分は最悪だった。

「……」

　ベッドから身体からだを起こした僕は、軽く頭を振ふって、無理やり記き憶おくを振り払はらう。

　あの日のことを夢ゆめに見るのは、もう何度目かな。

　僕にとっては暗黒の中学時代。その中でも特に思い出したくない出来事だったから、脳のう裏りに焼き付いているんだろう。

　結局、あの事じ件けんは『僕の仕し業わざ』ってことになったんだよな。

　先生たちには必死に弁べん解かいしたけど、なぜか僕のズボンのポケットに、

『衣い装しようの仕し掛かけの設せつ計けい図ず』

　が入っていたのが、決定打となったんだ。

　明らかに、どう考えても、詩し乃のの仕業なんだけど、いつ、そんな物を仕し込こまれたのかは、今でも分からないんだよな。

「はあ……」

　自然とため息が漏もれる。

　壁かべ掛かけの時計に目をやると、お昼ちょっと前だった。

　少し、気き分ぶん転てん換かんでもするか。

　そう思った僕は、大きく伸のびをしてから、手早く寝ね間ま着きを着き替がえる。







　遅おそめの朝食を軽くつまんでから、僕は当てもなく、近所をぶらついていた。

　まだ少し肌はだ寒ざむい季節だけど、考え事をするにはこれくらいの気温の方がいいような気はする。

　──沢渡さわたりさんとの出会いから一夜が明けて、心の中には、迷まよいが生じていた。

　昨さく夜やのうちは、そのときの勢いきおいや興こう奮ふんもあって、『やってやるぜ！』という気持ちになっていたんだけど、一ひと晩ばん寝ねて冷静になってみると、なんだかとっても危き険けんなことに、足を踏ふみ入れているような気がしてきたんだ。

　女じよ装そうがバレたときのリスクや、沢渡さんを騙だましているという罪ざい悪あく感かん。そういった様々な思いが、どんどん大きくなってきている。

　今ならまだ、引き返せる。

　当日になってからのドタキャンは、さすがにまずいけど、考えを改める時間は、まだあると思う。

　タイムリミットは、今夜沢渡さんと、翌よく日じつの詳しよう細さいを話し合うとき。

　そのときまでに、僕は答えを出さなきゃいけない。

　行くべきか、断ことわるべきか。

　どちらを選んでも厳きびしい現げん実じつ、辛つらい結果が待っているだろうことを思うと、気分はますます落ち込んでくる。

　さあ、どうしたものかな。

　と、天を仰あおぎ、考え事をしながら歩いていたせいだろう。

　僕は地面にあったちょっとした窪くぼみに気付かず、足を引っ掛かけ、バランスを崩くずした。

「っと」

　そして、それはちょうど曲がり角に差し掛かかったときで、

「きゃっ！」

「うわっ！」

　角の向こう側を歩いていた人物と、僕は盛せい大だいにぶつかる。

　見知らぬ誰だれかともつれ合い、二人してその場に倒たおれ込こんだ。

「いたたたた……」

　ヒザを強く打ったのか、鈍にぶい痛いたみが伝わってきて、僕は声を漏もらす。

　でも、地面に倒れたはずなのに、痛いのはヒザだけで、そのことがなんだか不思議に思えてくるなあ。

　たとえば顔面には温かで柔やわらかい感かん触しよくがあり、両手なんかはマシュマロに包まれたような、ふんわりとした優やさしさを感じたんだ。

　いったいなんだろう、と疑ぎ問もんを抱いだきつつ、身体からだを起こす。

「っ！」

　その瞬しゆん間かん、僕は大きく目を見開いた。

　見知らぬ誰かは、僕と同い年くらいの女の子だった。黒いジャンパースカートの上に緋ひ色いろのカーディガンを着て、長い髪かみを一束にまとめている。

　そんな彼女の上へと、僕は転んだ拍ひよう子しに、覆おおいかぶさっていたんだ。

　しかもその両手は、その子の胸むな元もとを、しっかりと握にぎっている。

　そのことを理り解かいした瞬しゆん間かん、僕の顔は真っ青さおになり、何も考えられなくなった。
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　だけど、その頭を強引に覚かく醒せいさせ、両手を離はなすと、自分の身体を無理やり起き上がらせる。

「ご、ごめんなさい！」

　言葉と同時に、深々と頭を下げる。

　弁べん解かいの余よ地ちなんてなかった。

「悪わる気ぎはなかったんです！　本当にごめんなさい！」

　固く目をつむり、僕は謝しや罪ざいの意を示しめすばかりだ。

　どう考えても、非ひはこちらにある。

　ただひたすら、謝あやまるしかない。

　許ゆるしてもらえることではないと思うけど、それでも、謝る以外に僕ができることなんてない。

　問答無用で殴なぐられても仕方がない出来事なんだから。

「……」

　頭を下げる僕の前で、その人は身体を起こし、小さく息を吐はく。

「いいわよ、もう」

　そして、こちらに向かって気けだるそうに口を開いた。

「私も、ちゃんと前見てなかったし。お互たがい様ってことで、許ゆるしてあげる」

「ほ、本当に!?　あ、ありがとう！」

　あまりにも寛かん大だいな処しよ遇ぐうに、僕の口からは感かん謝しやの言葉が漏もれる。

　全身に広がっていた緊きん張ちようが解とけ、安あん堵どのため息と共に、僕は顔を上げた。

「えっ」

　だが、その身体からだは再ふたたび強こわ張ばる。

　目の前の女の子から目が離はなせず、口を開けたまま、マジマジと彼かの女じよを見つめる。

　その顔に、見覚えがあったからだ。

「さ、沢渡さわたりさん……？」

　そう。そこにいたのは、昨日、僕が出会った、あの沢渡さんだったんだ。

　なぜ、彼女がここに？

　いや、しばらくこのあたりに滞たい在ざいするって言っていたんだから、ここにいること自体は別におかしなことじゃないんだけど、それにしても昨日の今日で、また会うなんて。

　混こん乱らんしたまま、僕は沢渡さんを見つめる。

「……」

　そんな僕の態たい度どに、沢渡さわたりさんはなぜか、表ひよう情じようを険けわしくした。

「……どうして？」

「へっ？」

　警けい戒かいの眼まな差ざしを向けられ、僕は戸と惑まどいの声を漏もらすが、

「あんた、どうして私の名前を知ってるのよ？」

「……あっ」

　その言葉で、ようやく彼かの女じよの心しん境きようを理り解かいした。

　そうか。そりゃあ、そうだよな。

　だって僕は今、『篠しの宮みや忍しのぶ』なんだから。

　昨日、沢渡さんが会ったのは、シノシノこと、篠宮詩し乃のであり、僕じゃない。

　つまり、彼女にとって今の僕は、初対面の相手なんだ。

　そんな人が、自分の名前を知っていたら、警戒して当たり前だよ。

　……それにしても、沢渡さんは僕を、『初対面の相手』だと思ってるのか。

　ということは、昨日のあの女じよ装そう、バレてなかったってことなんだよな。

　そのことを喜んでいいのかどうか、複ふく雑ざつな気分ではあるんだけど──って、今はそんなことを考えてる場合じゃない！

　えーっと、彼女にはなんて説明すればいいんだろう？

　どうして名前を知ってるのか、と聞かれても、

『昨日、会ったから』

　なんて答えられるはずもないし、かといって、上手うまい言い訳わけも思いつかない。

　こうして口をつぐんでいる間も、沢渡さんの表情は険しくなるばかりだし、迷まよってる暇ひまなんてないぞ。

　ええい、仕方がない！

　僕は覚かく悟ごを決めて、彼女を真正面から見つめた。

「あの、僕、篠宮詩乃の兄なんだ！」

「……えっ？」

「正せい確かくに言えば、双ふた子ごの兄、だけどね」

　驚おどろく沢渡さんの前で、僕は補ほ足そくするように続ける。

　下手へたに言い逃のがれるよりも、正直に答えた方がいい。

　そう思った僕は、自みずからの素す性じようを彼女に明かした。

　篠宮詩乃の、双子の兄。そのことは事実だからね。

　ただし、全部は話さない。

「沢渡カレンさん、だよね？　昨日、詩乃と会ったっていう」

「……」

　尋たずねるが、彼かの女じよは何も答えず、こちらの真意を探さぐるかのように見つめるだけだ。

「ん、つまり、詩し乃のから君のことを、聞いたんだよ。昨日の夜に、ね。写真も見せてもらったんだ。だから、その、知ってる顔を見かけたから、つい、名前を呼よんだっていう、それだけのことなんだよ、うん」

　自分でも苦しい言い訳わけのように聞こえるけど、なんとかこれで押おし通すしかない。

　無理やり作った笑顔を、沢渡さわたりさんは値ね踏ぶみするような目でにらんでくるが、

「ふーん、あんたが、あの……」

　小さくつぶやくと、表ひよう情じようを緩ゆるめた。

「シノシノさんから話だけは聞いていたけど、なるほどね」

　危き機きは脱だつしたらしい、という空気を感じて、僕はわずかに、気持ちを弛し緩かんさせる。

　そういえば昨日、沢渡さんと『篠宮忍しのぶ』についての話をしたんだよな。

　確たしか、ネット上でのやり取りで、僕のことが話題になったことがあるらしくて、

『双ふた子ごのお兄さんのことを教えて』

　と聞かれたんだ。

　あのときは無む我が夢む中ちゆうだったから、何を話したのかは詳くわしく覚えてないけど、ともあれ、どうにか怪あやしまれずに済すんだようだ。

　まあでも、安心するのはまだ早いか。

　沢渡さんは眉まゆをひそめてこちらを見ており、その表情からすると、完全に警けい戒かいを解といたわけじゃないみたいだし。

　彼女の態たい度どや雰ふん囲い気きは、昨日とはずいぶん違ちがうけれど、それも当然と言えば当然だ。

『シノシノさん』は沢渡さんにとって親しい相手であり、一方の僕は、事じ故ことはいえ、あんなことをやっちゃった不ふ審しん人じん物ぶつなのだから。

　僕は沢渡さんの動向を注意深く見守っていたが、

「ちょうどいいわ」

　やがて彼女は肩かたをすくめ、口を開いた。

「今、時間ある？」

「へっ？　時間？」

　唐とう突とつな問いに、僕は思わず聞き返す。

「暇ひまなのかって聞いてるの」

「えっ、あ、ああ、うん、まあ、暇だけど、どうして？」

「じゃあ、ちょっと付き合いなさい」

　そう言うなり、沢渡さんは僕に背せを向け、さっさと歩いていく。

　呆ぼう然ぜんとその背中を見送っていると、

「早く来なさいよ！」

　思いっきり怒ど鳴なられ、きつい目でにらまれた。

　うーん、なんだかよく分からないけど、付いていくしかないか。負おい目がある以上、逃にげるわけにもいかないし。

　得え体たいの知れない思いを抱いだきつつも、僕は黙だまって、彼かの女じよの後を追いかけるのだった。




　　　２




「……」

「……」

　近所のカフェへとやって来た僕たちは、向かい合わせに座すわり、無言のままお互たがいの顔を見つめ合っていた。

　もうどれくらいの間、こうしているだろうか。

　席に座ってからずっと、沢渡さわたりさんは僕の顔を、ジロジロと眺ながめ回してる。

　いったい、なんだろう？

　こっちから何かを言えるような雰ふん囲い気きじゃないし、僕はただ、彼女の視し線せんを受けるがままになるしかない。

　そうして、重い空気に押おし潰つぶされそうになったとき、

「ねえ、あんた」

　沢渡さんが、口を開いた。

「応おう援えんする気、ある？」

「えっ？」

「私とシノシノさんのこと、応援する気はあるのかって聞いてるの」

　胸むねの前で両りよう腕うでを組み、彼女はこちらをにらむように見てくる。

「お、応援って？」

「応援は応援よ。シノシノさんと、もっと仲良くなりたいの。分かるでしょ？」

　詩し乃のと、もっと仲良くなりたい？

「話は聞いてるんでしょ？　明日また、私はシノシノさんと会う約束をしてるのよ。そのときに、その、ちゃんとやりたいというか、お互たがいに楽しく過すごしたいわけよ。昨日はなんだか、上手うまくいかなかったみたいだし」

「は、はあ……」

　上手くいかなかった、か。

　まあ、最初の方はぎこちない会話が続いたからなあ。沢渡さんとしては、昨日以上に楽しい一日を過ごしたい、ということなのかもしれない。

「だから、シノシノさんの情じよう報ほうが、もっと欲ほしいのよ。あの人のことを、もっと知りたいの」

　そう言って彼かの女じよは、さらに言葉を続ける。

「あんた、シノシノさんの双ふた子ごの兄なんでしょ。だったらさ、あんたしか知らないような情じよう報ほうとか、あるんじゃないの？　たとえば、趣しゆ味みとか、好きな物とか」

「そりゃあ、まあ、僕だからこそ知ってることって、あるかもしれないけど、だけど、そんなの沢渡さわたりさんが直ちよく接せつ聞けばいいんじゃない？　多分、詩し乃のは教えてくれると思うし」

「そんなこと、できるわけないでしょ」

「どうして？」

「だって、恥はずかしいじゃない」

　恥ずかしい、ときましたか。

「それに、『実は同じ物が好きだった』の方が、ドラマチックでしょ？　だから、シノシノさんには気付かれないようにしたいのよ」

　なるほど、ね。言いたいことは理り解かいできるよ。

　つまり、沢渡さんは詩乃に、『いいところ』を見せたいわけだ。

　詩乃に自分の存そん在ざいをアピールしたい。だから、僕に協力して欲ほしいと、そういうことなのだろう、きっと。

　それはまあ、分かったんだけど、彼女の提てい案あんを承しよう諾だくするかどうかは、また別の話だ。

「その話、引き受けたとして、僕に何かメリットあるの？」

　尋たずねると、沢渡さんは目を細めて小さく息を吐はいた。

「あんた、さっきのこともう忘わすれたの？　痴ち漢かんだって騒さわいでもいいのよ？」

「すみません勘かん弁べんしてください」

　彼女の言葉に、僕は即そく座ざに頭を下げる。

　そういえばそうだった。最初からこちらに、選せん択たくの余よ地ちなんてなかったんだった。

「それが嫌いやなら、シノシノさんのこと──」

「分かった、分かったって。詩乃のこと、教えるよ。別に隠かくすようなことでもないし」

　交こう渉しよう成せい立りつだった。

「えっと、それじゃあ、何から話そうかな」

　ぽつぽつと、途と切ぎれがちながら、僕は沢渡さんに、詩乃のことを話した。

　好きな食べ物だとか、得意な教科とか、知る限かぎりのことを、取り留とめもなく口にしていく。

　好物は甘あまい物で、タケノコよりも、キノコが好き。得意科目、というか、あいつには苦手な科目なんてないんだけど、特に体育が好きだって言ってたっけ。好みのタイプも『自分よりも足が速い人』とか、なんとか。なんだそりゃって感じだけど。

　しかし、こうして並ならべてみると、僕自身とは正反対の物ばっかりが好きなんだな、詩乃って。

　僕は運動が苦手だし、足だって遅おそい。甘い物よりもスナック菓が子しの方が好きだし、キノコとタケノコの戦争にも興きよう味みはない。ただしポテチよりもチプスタ派はだということだけは強く主しゆ張ちようしておきたい。

「ふーん。なるほど、なるほど」

　沢渡さわたりさんは僕の言葉にじっと耳を傾かたむけていたが、やがて懐ふところからメモ帳とペンを取り出すと、熱心に書き記しるしていく。

「メモ帳、持ってるんだ？」

「ん、まあね。今日はこのあたりのこと、一通り調べてみるつもりだったし」

「調べる？」

「シノシノさんが住んでる街のことを、もっと知っておきたいなあって」

　なるほど。そういう用よう件けんで、このあたりに来ていたのか。

　それはまた、几き帳ちよう面めんというかなんというか、昨日、詩し乃のに会えたことがよっぽど嬉うれしかったんだろうな。

　実じつ際さいのところ、彼かの女じよが会ったのは、詩乃を演えんじた僕、なんだけどね。

『騙だましている』という事実を思うと、胸むねの奥おくがチクリと痛いたむ。

　その痛みを追い払はらうように、頭を振ふり、深しん呼こ吸きゆうしてから、何なに気げなく沢渡さんを眺ながめる。

「……何？」

　すると、こちらの視し線せんに気付いたのか、彼女はじっとりとした目を向けてきた。

「また、エッチなことでも想そう像ぞうしてたんでしょ？」

「は、はい!?　いや、違ちがう、違うよ！　というか、『また』ってなんだよ！　あれは、事じ故こなんだってば！」

　軽けい蔑べつの眼まな差ざしを受け、僕は必死に弁べん解かいするが、沢渡さんはこちらの言い分なんてまるで信じてくれそうにない。

　やっぱり、第一印象って大事だよなあ。

　落らく胆たんした僕は、顔をうつむかせ、大きなため息をつく。

　そんな僕を見て、沢渡さんの心しん境きようには変化が生じたのだろうか、

「ねえ、あんた」

　眉まゆをひそめながらも、彼女は声をかけてきた。

「名前、なんていったっけ？」

「えっ？　ああ、うん、忍しのぶだよ。篠しの宮みや忍」

「ふーん。篠宮忍、ね」

　軽くうなずくと、沢渡さんはスカートのポケットから、携けい帯たい電でん話わを取り出した。

「一いち応おう、あんたのメアドを教えてくれる？　何かあったとき、連れん絡らくしたいし」

「何かあったとき？」

「明日のことで、想定外のことが起きたときとか、色々あるでしょ」

「は、はあ」

　彼かの女じよのセリフに、僕は曖あい昧まいな言葉を返す。

　えっと、これって、もしかして、メアド交こう換かんの流れ？

　詩し乃のじゃなくて、僕と沢渡さわたりさんが？

「でも、いいの？　僕って、その、沢渡さんにとっては、不ふ審しん人じん物ぶつ、だよね？」

「あんた、シノシノさんの双ふた子ごの兄なんでしょ？　身元が割われてるのなら、不審でもなんでもないわよ」

　その言葉に、僕は救われた気持ちになり、胸むねの内には晴れやかな青空が広がっていく。

「沢渡さん……」

「エッチな人っていうことに変わりはないけれど」

「んぐっ！」

　しかし付け加えられた一言のせいで、気分は再ふたたびドン底ぞこに落ち込こむ。

　だけどまあ、うつむいてばかりもいられない。僕は顔を上げると、自分の携けい帯たいを取り出した。

「……あれ？」

　でも、メアド交換の作業を進めながら、僕は不意に指を止め、沢渡さんの携帯を見つめる。

「昨日とは違ちがう携帯なんだね」

　自然と、そんな言葉が口から漏もれた。

　昨日見た、沢渡さんの携帯は、確たしか青色だった。

　一方、今、沢渡さんが持っているのは、赤色の携帯だ。

　機種は同じだけど、色が違う。

　そのことが、なんだか気になったんだよな。

「は？」

　僕の言葉を受け、沢渡さんは目を丸くしたが、すぐにじっとりとした視し線せんで、こちらをにらんできた。

「昨日と、違う？」

「……あっ」

　沢渡さんに聞き返されて、僕はまた、失言したことに気付く。

　そう。昨日、沢渡さんと会ったのは、僕じゃなくて、詩乃なんだ。

　だから、僕が彼女の携帯について、知ってる方がおかしいんだよ。

「いや、あの、詩乃から聞いたんだ！　沢渡さんは、青い色の携帯だったって」

「──あんたたちって、そんなことまで話し合うの？」

「な、仲がいいからね、ははは」

　頭をかいて、僕は乾かわいた笑いをこぼす。

　あからさまに『誤ご魔ま化かしている』態たい度どだけど、それ以外に言葉が浮うかばなかったんだ。

　実じつ際さいには、仲なんて全然よくないしね、うん。

「……」

　僕の反はん応のうに、沢渡さわたりさんは呆あきれた表ひよう情じようを浮うかべていたが、やがて彼かの女じよは肩かたをすくめると、言葉を紡つむいだ。

「えっとね、昨日の携けい帯たいは、『親しい人』用なのよ。で、こっちのは『それ以外』用。言ってる意味、分かる？」

「ん……」

　沢渡さんの発言を、頭の中で嚙かみ砕くだく。

　つまり、沢渡さんにとって、詩し乃のは親しい人で、僕はそうじゃない、ということか。

（二台も携帯を持ってるなんて、お金持ちなのかなあ）

　なんてことを思いつつも、『区別』されて当然だよな、と納なつ得とくしている自分もいたりする。

　なにしろ、あんな出会い方だったわけだし。

　……いや、待て。落ち込こむ必要はないだろ。

　とにもかくにも、メアドは交こう換かんできたんだから。

　これは進しん展てんと言ってもいいのではないだろうか。

　今日、この日の出来事は、僕にとって、決してマイナスにはならない。

　そう信じて、僕は引き続き、沢渡さんに詩乃のことを教えるのだった。







　沢渡さんとの思わぬ遭そう遇ぐうから、小一時間ほどが経たった頃ころだろうか。

　詩乃について、僕の方から話せるネタが尽つきたことで、その場は解かい散さんとなった。

「今日、ここで会ったことは、誰だれにも秘ひ密みつよ」

　カフェを出るなり、沢渡さんは振ふり返り、僕にそう言い放つ。

「当然、シノシノさんにもね。もしもバラしたりしたら、あんたのこと、ケーサツに突つき出すからね」

　僕の目の前に人差し指を向け、彼女は軽くにらむ。

「私も、明日は何もなかったように振る舞まうから。あんたからは何も聞いてないし、そもそも、会ってない。分かった？」

　念ねんを押おすような言葉に、僕はゆっくりとうなずいた。

　逆さからったところで僕にはなんのメリットもないし、そんなつもりもない。

「……それにしても、話を聞く限かぎりでは、あんたもなかなかの苦労人みたいね。ちょっとだけ同どう情じようするわ」

　僕を眺ながめ回しながら、沢渡さんは苦笑を浮かべた。

「まあ、ね」

　彼女の言葉に、僕は肩をすくめ、わずかに眉まゆをひそめる。

　詩し乃のが僕に行ってきた、数々の悪あく行ぎようも、沢渡さわたりさんには伝えてある。

　彼かの女じよが抱いだいている『シノシノさんのイメージ』を崩くずさないよう、かなりマイルドにアレンジして話したつもりだけど、それでも心を揺ゆさぶられる内ない容ようだったのかもしれない。

「あんな妹だけど、仲良くしてやってくれるかな？」

　詩乃をフォローしようと思い、そんな言葉をかけると、沢渡さんは目を丸くして、頰ほおを赤く染そめた。

「い、言われるまでもないわよ！　そのために、あんたのことを利用したんだからね！」

　なんだかよく分からないけど、怒おこらせてしまったようだ。余よ計けいなお世話、だったかな？

　これ以上、何を言っても、もっと怒らせるだけかもしれないし、話を切り上げた方がいいのかもしれない。

「明日、がんばってね」

　そう言って僕は、口元を緩ゆるめる。

「……ん、がんばる」

　すると沢渡さんは、両手の拳こぶしを胸むねの前で、軽く握にぎり締しめた。

「じゃ、またね」

　そう言うなり、彼女は踵きびすを返し、歩き出す。

　その後ろ姿すがたはなんだか上じよう機き嫌げんそうで、僕は沢渡さんが見えなくなるまで、彼女の背せ中なかに手を振ふり続けた。

　──今日の沢渡さんは、昨日とずいぶん印象が違ちがったな、と改めて思う。

　あの辛しん辣らつな口調と仕し草ぐさは、なかなか刺し激げき的てきで、かつ、衝しよう撃げき的てきだった。

　けれど、幻げん滅めつなんてしなかった。

　それどころか、今まで以上に興きよう味みが湧わいてきたんだ。

　沢渡さんの、違った一面を見ることができたんだから、ね。

　きっと詩乃の前では、今日みたいな態たい度どは絶ぜつ対たいに取らないんだと思う。

　そう考えたら、貴き重ちような一日を過すごしたことになるんだよな。

　僕が篠しの宮みや詩乃を演えんじている間は、決して見ることのできない姿すがたを、目まの当たりにしたわけなんだから。

　彼女とは、もっと話をするべきだっただろうか、なんてことを思わないでもない。

　詩乃のことだけじゃなく、僕自身のことも話してみたかったし、できることなら、沢渡さんのことだって、もっと知りたい。

　だけど、焦あせることもない、とも思うんだ。

　だって、沢渡さんとは、明日また、会えるんだから。

　もちろん、会うのは僕じゃなく、『篠宮詩乃』なんだけど。

　しばらくの間、その場に立ち尽つくした後、僕は自じ宅たくへと足を向ける。

　胸むねの中には確たしかな満足感があった。

「……あ」

　しかし、歩くうちに『本日の予定』を思い出した僕は、思わず声を漏もらし、その足取りを徐じよ々じよに重くしていく。

　そう。僕にはまだ、『試着』をするという使命が残されていたんだ。




　　　３




　帰き宅たくして自分の部屋に戻もどるなり、携けい帯たいが鳴った。

　画面に表ひよう示じされている名前を見て、僕の心はげんなりとする。

　詩し乃のからの電話だったからだ。

『写真まだー？』

　電話に出るなり、そんな言葉が聞こえてきて、気持ちはさらに重くなる。

　でもまあ、こればっかりは仕方のないことだ。諦あきらめて受け入れるしかない。

　詩乃とは約束をしていたんだよな。明日はまた、昨日と違ちがう衣い装しようを着るって。

　詩乃の服を試着して、撮さつ影えいし、写メで送る。

　それを見て、詩乃が「いいね！」と言ったら、明日の衣装は決定。

　そういう取り決めが、僕たちの間では交わされていたんだ。

　まあ、明日沢渡さわたりさんと会うのに、昨日と同じ服を着ていく、なんてことは、さすがに非ひ常じよう識しきだって、僕にも分かるから、異い論ろんはないんだけど。

「まだ、夕方だぞ？」

　催さい促そくされても困こまる、と伝えると、詩乃はあっけらかんとした口調で、言葉を紡つむいだ。

『夜になってからじゃ遅おそいよ。今のうちに色々試して、決めておかないとね。それとも、もしかして忙いそがしい？　何か用事でもあったりする？』

「いや、無いけど」

『だったら、ほら、早く早く』

「……行けばいいんだろ、行けば」

　詩乃に急せかされて、僕は仕方なく詩乃の部屋へと移い動どうする。部屋には鍵かぎがかかっておらず、なんの苦もなく扉とびらは開かれた。

　詩乃がいない間、部屋には自由に入っていいって言われてたんだよな。

　それはもちろん、『試着』に支し障しようをきたさないためではあるんだけど、今のこの状じよう況きようは、誰だれにも邪じや魔まされることなく『家や探さがし』が出来る、ということでもあるんだ。

『そうそう、先に言っておくけど』

　と、こちらの思考を遮さえぎるようにして、詩乃は言葉を続けた。

『わたしの部屋に、「あのゲーム」は無いからね。探さがすのは構かまわないけど、ちゃんと後あと片かた付づけはしてよね』

「……」

　心の中を見み透すかされているような気がして、僕は無言で携けい帯たいをにらむ。

　まあ、でも、そりゃそうか。詩し乃のがそんなヘマをするとは思えないし、正直、こっちだって最初から期待はしてないさ。

『それじゃあ、色々試してみてくれたまえよ。楽しみにしてるねー』

　そう言うなり、詩乃は一方的に電話を切った。

「……はあ」

　大きなため息をついてから、僕は軽く歯を食いしばる。

　理り不ふ尽じんさは感じるけど、今いま更さら引き下がれないんだ。

　今はただ、『試着』に全力を注ぐのみ。

　さて、それじゃあ、やってみるか。

　軽く頰ほおを叩たたいて、気持ちを奮ふるい立たせる。

　そして、改めて部屋の様子を眺ながめてみた。

　全体的にピンクと白に彩いろどられた、いかにも女の子らしい部屋だ。

　普ふ段だんのあいつからは想そう像ぞうもつかない部屋だな、と改めて思っていると、

「ん？」

　ふと、部屋の片かた隅すみにある、タンスが目に留とまった。

　引き出しの隙すき間まから、布ぬの地じのような物がはみ出していたんだ。

　ここにも、何か衣服が入ってるのかな？

　明日、何を着ていくべきか、その思案の足しにでもなればと思い、僕は何なに気げなく、その引き出しを開けてみた。

「……」

　瞬しゆん間かん、身体からだを硬こう直ちよくさせる。

　引き出しの中には、大量の下着が入っていたからだ。

　つまり、ここは下着入れで、純じゆん白ぱくやら、水玉やら、縞しま模も様ようといった、目の前に突つきつけられた光景に、頭がクラクラしてくる。

　これが、女の子の、下着か……。

　タンスの中身に思わず見み惚とれ、しかしすぐに我われに返り、頭を振ふる。

　いやいや、何を考えてるんだ。

　詩乃は、あいつは、双ふた子ごの妹だぞ？

　妹の下着を見たからって、どうだっていうんだ。

　だいたい、双子の妹なんていうのは、自分自身の片かた割われみたいなもので、今のこの状じよう況きようは、言ってみれば、自分の下着を見ているようなものなんだ。

　だから、何かを感じる必要もないし、平然と受け止めればいいんだよ、うん。

　僕は平静さを装よそおい、引き出しを閉しめようとして、タンスに手をかける。

　──だけど、待てよ。

　女じよ装そうをする以上は、女の子のことを、もっとよく知っておいた方がいいかもしれない、よな？

　だとするなら、下着についても、一いち応おうは知ち識しきとして、頭の中に入れておいた方がいいんじゃないか？

　そもそも、この部屋へ自由に出入りしていいって言ったのは、あいつなんだ。

　それはつまり、ある程てい度どは覚かく悟ごの上、ということなわけで。

「……」

　僕はノドを鳴らすと、タンスの中に手を伸のばし、

「──っ！」

　その瞬しゆん間かん、携けい帯たいが鳴り、心しん臓ぞうが跳はね上がった。

　画面を見ると、詩し乃のからだった。

『使ってもいいよ、わたしの下着』

　電話に出た瞬間、そんな言葉が聞こえてくる。

　……こいつ、自分の部屋に監かん視しカメラでも設せつ置ちしてるんじゃないだろうな？

　キョロキョロと周囲を見回すが、それらしい物はどこにもなさそうだ。

　警けい戒かいの念を強くしながら、僕は口を開く。

「つ、使うって、なんだよ」

『だから、明日着ていく服のことだよ。下着も女性用の方が、気分も乗ってくるんじゃないかなって。わたしの下着、はいてもいいよ』

「な、なんだ、そういう意味か。いや、でも、さすがにそれは──」

『えっ？　なになに、そういう意味って、どういう意味？』

　返事の途と中ちゆうで、詩乃は言葉を遮さえぎってきた。

　その積極的な反はん応のうを見て、僕はようやく自分の失言に気付く。

『忍しのぶは「使ってもいい」っていう言葉を、どういう意味で考えてたの？　ねえねえ？　ねえ？』

「う、うるさいなあ！　なんだっていいだろ！」

　叫さけぶと同時に、僕は電話を切り、携帯の電でん源げんを落とした。

　そんなことをしたところで、何も解かい決けつはしないんだけど、ひとまずは詩乃の質しつ問もん攻ぜめからは逃のがれられるし、良しとしておくべきかもしれない。

「ふう……」

　安あん堵どのため息を漏もらし、僕は心を落ち着けようとした。

「──えっ？」

　と、そこにまた携けい帯たいが鳴り、頭の中は再ふたたび乱みだされる。

　これは、なんの音だ？

　自分の携帯は電でん源げんを切ったし、ということは……。

　胸むねポケットに入れておいた、『詩し乃のの携帯』を取り出す。

　そこには、沢渡さわたりさんの名前が表ひよう示じされていた。

　再びノドを鳴らし、僕は通話ボタンを押して、携帯を耳に当てる。

『もしもし？』

　聞こえてきた声に、またもや鼓こ動どうが揺ゆさぶられた。

「も、もしもし。沢渡さん？」

　なるべく『詩乃らしい』声を出すように努つとめながら、僕は通話に応おうじる。

『はい、沢渡です！　今、お時間大だい丈じよう夫ぶでしょうか？』

「うん、ぜ、全然平気！　もしかして、明日のこと？」

『は、はい。待ち合わせの時間や、場所を、ちゃんと決めておきたいなと思いまして』

　相変わらずの丁てい寧ねいな口調に、僕は少しばかりの違い和わ感かんを抱いだく。

　それはきっと、さっき見た沢渡さんの態たい度どと、大きく違ちがうからなのだろう。

　だけど、どっちの彼かの女じよも、沢渡さんなんだ。

　僕はそのことを、否ひ定ていするつもりなんてない。

　とにかく、彼女は今、僕のことを『篠しの宮みや詩乃』だと信じて話しかけているわけで、その言葉にはちゃんと応こたえないと。

「じゃ、じゃあ、話し合おうか」

『はい、話し合いましょう』

　電話の向こうで、沢渡さんが笑みを浮うかべている様子が伝わってくる。

　そんな彼女に、僕はどう会話を繫つなげばいいのかが分からなくて、

「ええっと、その、そ、そうだ！　そういえば、お昼は、何してたの？」

　つい、なんとなく、そんなセリフを口にする。

　すると沢渡さんからは、ノータイムで言葉が返ってきた。

『一人で、適てき当とうに時間を潰つぶしてました』

　……ああ、うん、そっか。

　ウソをつかれている、という思いが頭の中に浮かんだけど、でもまあ、当然なんだよな。

　僕と会っていたことは秘ひ密みつなんだし、そのことを口外しちゃいけないのは、こっちも同じなんだ。責せめることなんて、できるわけがない。

　そんなことを考えながら、少しばかり沈ちん黙もくしていると、

『……もしかして、今、ご都合が悪かったでしょうか？』

「ふえっ!?」

　尋たずねられ、僕は思わず高い声を漏もらす。

『今日は忙いそがしい、ということでしたから』

「……あっ」

　沢渡さわたりさんの言葉に声を漏もらし、すぐに口を塞ふさぐ。

　そういえば、そういう理由で、『今日は無理』って言ったんだった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！　ちょうど今は、たまたま暇ひまだったんだ！　いや、本当に、ナイスタイミング！」

　慌あわててまくしたてると、沢渡さんは特に疑ぎ問もんを抱いだいた様子もなく、言葉を続けた。

『そう、よかった。ご迷めい惑わくでなかったのなら、幸さいわいです』

「う、うん」

　なんとか上手うまいこと切り抜ぬけられた、か？

「ま、まあ、それはそれとして、明日のことなんだけど」

『はい、明日はどうしましょうか』

「そ、そうだね、どうしようか」

　そうして、僕たちは明日の予定について、ひとしきり話し合った。

　待ち合わせ場所や時間、どこに行って、何をどう見て回るのか等々。

　やがて、詳しよう細さいがほとんど詰つめ終わった頃ころ、

『それでは、また明日』

「うん、またねー」

　軽やかな沢渡さんの言葉に、僕も明るく返事をして、電話を切る。

　通話が完全に途と切ぎれたことを確かく認にんすると、

「はあ……」

　大きく息を吐はき出して、身体からだを弛し緩かんさせた。

　こうして話してみると、やっぱり、いい子だなって思う。

　ちょっと変わったところはあるけれど、清せい楚そで可か憐れんな女の子。

　結局、沢渡さんの口から昼間の出来事を匂におわせるような話題は、ついに出てこなかったものの、それだけしっかりした性せい格かくだ、ということでもあるわけだし、僕の中での彼かの女じよへの想いは、ますます強くなる一方だ。

　いずれにせよ、明日も会う約束はしたんだ。

　これでもう、女じよ装そうは確かく定てい。引き下がれないぞ。

「……」

　それはそれとして、僕は自分の携けい帯たいの電でん源げんを入れ、今度はこっちから、詩し乃のに電話をかけた。

　あいつにはちょっと、言っておきたいことがあるんだ。

　しかし、何度目かの呼よび出し音の後、

『もしもし？』

　聞こえてきたのは、別の声だった。

『忍しのぶ先せん輩ぱい、ですか？』

　しかもその相手は、僕が誰だれなのかに気付いている。

　当然、僕だってその人が誰なのか、声を聞いた瞬しゆん間かんに分かっていた。

「松まつ岡おかか？」

『はい！　やっぱり、忍先輩だ！　お久ひさしぶりです！』

　そう。それは詩し乃のがかけてきた携けい帯たいの、本来の持ち主である、松岡だ。

　同じ中学の、一つ下の後輩で、そして詩乃の『恋こい人びと』でもある。

「詩乃は？」

『詩乃先輩はちょっと今、お手て洗あらいです』

　気さくに話すその口調は、僕にとっても慣なれ親しんだものである。

　──松岡と知り合ったのは、中学二年のときだ。

　当時、僕と詩乃の悪名は、校内で知らない者はいないくらいに広まっていたと思う。

　そんな僕たちのクラスに、新入生だった松岡は、いきなり押おし掛かけてきて、

「舎しや弟ていにしてください！」

　なんてことを言ったんだ。

　恐おそれるどころか、尊そん敬けいの念さえ抱いだいている様子だった。

　それ以来、なんとなく付き合いが続いて、今では詩乃と一いつ緒しよに卒業旅行をする仲にまでなっている。

『懐なつく』という表ひよう現げんが、一番的てき確かくなのかもしれないな。

　そんな過か去この出来事に思いを馳はせつつも、僕は言葉を紡つむぐ。

「そっちはどうだ？　楽しんでるか？」

『おかげさまで！　あの、なんだかすみません。こっちの都合で、忍先輩にもご迷めい惑わくをかけたみたいで』

「いや、いいんだよ。悪いのは全部、詩乃だし。僕のことなんか気にせず、ゆっくり楽しんできなよ」

『は、はい！　いっぱい、楽しみます！』

　直立不動で答える松岡の姿すがたが目に浮うかぶ。

　僕は、詩乃が松岡と『付き合う』ことに関して、決して肯こう定てい的てきには受け止めていない。

　でもそれは、松岡のことが嫌きらいっていうわけじゃないんだ。

　人間的には好感が持てる部分が多いし、だからこそ、とでも言えばいいのだろうか。

　問題があるとすれば、むしろ詩し乃のの方で、あいつがどこまで本気なのか、いまいち分かりかねているからこそ、なんだよな。

　ただの『お遊び』に付き合わされているだけのような気がして、だから僕は──。

『あれ？　もしかして、忍しのぶ？』

　と、そのとき、遠くから近付いてくる詩乃の声が、耳に届とどいた。

『あ、はい。忍先せん輩ぱい、今、詩乃先輩に代わりますね』

「うん。じゃあ、気を付けて」

『はい、それでは！』

　軽けい快かいに話す松まつ岡おかと入れ替かわって、今度は詩乃が電話に出る。

『どうしたの？　ひょっとして、下着もはいてみる気になった？』

　さっきまでの空気をそのままに、詩乃はそんなことを言ってくる。

　こいつは、本当に、まったく。

　気を取り直した僕は、軽く頭を振ふってから、口を開いた。

「いや、そうじゃなくってさ。……さっき、沢渡さわたりさんから電話があったんだけど」

『そうなんだ？　てことは、もしかして、明日の予定についての話かな？』

　詩乃の問いを無む視しして、僕は言葉を続ける。

「あのさ、やっぱり詩乃も、沢渡さんに会ってみるべきだよ」

『……』

　一しつ瞬しゆん、無言の空白が生まれるが、僕は構かまわず、セリフを紡つむいだ。

「沢渡さんってさ、本当にいい人なんだよ。『付き合ってください』っていうのも、別にそんな意味じゃないって分かったわけだし、一度でいいからさ。とりあえず、明日はなんとか上手うまくやっておくけど、詩乃自身も、直ちよく接せつ会ってみるべきだよ。そもそも彼かの女じよは、詩乃のネット友達なわけだし」

『──余よ計けいなお世話、と言ったら、怒おこる？』

「いや、怒らない」

『……そっか。ま、考えておくよ』

　僕の言葉に、あっけらかんとした口調で、詩乃は答える。

　こちらの思いが、果たしてどれだけ伝わったんだかは分からない。

『それより、写真まだー？　見たいなー、見たいなー。忍の女じよ装そう姿すがた、早く見たいなー』

「……お前、なんか、変な趣しゆ味みに目覚めてないか？」

『ん、そうかな？　わたしはただ、忍で遊ぶのが楽しいだけなんだけど』

「忍『で』って、なんだよ、『で』って」

　尋たずねるが、詩乃はただ、『早く見たいなー』という言葉を繰くり返すのみで、こっちの問いに答える素そ振ぶりを見せようとしない。

　やれやれ、仕方がないな。

　どのみち、引き下がれないっていうことにも変わりはないんだ。

　僕はため息をつきながらも、自分の服に手をかける。

　そうして、沢渡さわたりさんと過すごす明日のことを思い、僕は『試着』に勤いそしむのだった。
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「──よし」

　一昨日おとといと同じ駅前広場にて、僕は静かにつぶやく。

　時じ刻こくは午前９時。

　持参したハンドミラーで、自分の姿すがたを確かく認にんする。

　ウィッグにズレはない。

　身体からだを眺ながめてみても、長めのスカートにストライプ柄がらのシャツ、そしてニットのガウンと、おかしなところはない、と思う。

　周囲の人も、僕の姿を不ふ審しんに感じている様子もない。

　前回に続き、女じよ装そうは完かん璧ぺきだということだ。

　それも、詩し乃ののフォロー無しで、だ。

　そう。僕は一人でも、女装ができたんだ！

　そのことに確たしかな手て応ごたえを感じ、軽く拳こぶしを握にぎり締しめ、口元には笑みさえ浮うかべる。

　しかし、

「……達成感を覚えてどうするんだ」

　ふと我われに返った僕は、ヒザから崩くずれ落ちそうになった。

　どうして僕は、女装の技ぎ術じゆつが上がったことを喜んでるんだよ。

　もちろん、バレたらダメなんだから、上手うまく女装できていること自体は、いいことなんだけどさ。

　なんだか複ふく雑ざつな心しん境きようのまま、僕は落ち着きなく、携けい帯たいを確かく認にんする。

　もう待ち合わせの時間だけど、沢渡さわたりさんはまだかな。

　再ふたたび周囲を見回してみても、僕と同じ年くらいの女の子なんて……。

「あれっ？」

　そのとき、視し界かいの隅すみに、一人の人物が飛び込こんできた。

　その人は備そなえ付けのベンチに座すわっていて、帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり、サングラスをかけている。

　彼女は右手に持ったメモ帳をじっと見つめながら、ぶつぶつとつぶやき、左手でページをめくっては、小さく何度もうなずく。

　なんだか怪あやしげなその子に、というより、彼女が持っているメモ帳に、僕は見覚えがあったんだ。

　僕はその子の間近まで近付くが、メモ帳のチェックに集中しているせいか、こちらの気け配はいに気付いた様子はない。

「……沢渡、さん？」

　けれど、ゆっくりと声をかけると、

「あひゅっ!?」

　高い声を上げて、ものすごい勢いきおいでメモ帳を閉とじた。

　そして、恐おそる恐るといった感じで、顔を上げる。

「……」

　僕の姿すがたを見るなり、彼かの女じよは無言でサングラスを取り、帽ぼう子しも脱ぬいで、作ったような笑みを浮うかべた。

「お、おはようございます、シノシノさん」

　そそくさと立ち上がるその子は、やっぱり、沢渡さわたりさんだった。

「な、何してたの？」

　尋たずねてみると、彼女は視し線せんを彷徨さまよわせながら、言葉を紡つむぐ。

「え、えーっと、ちょっと事前に復習を……、じゃなくて！　待ち合わせの暇ひま潰つぶしに、自作のポエムを読んでいたんです。そ、そう！　これ、私が書いたポエムなんですよ！　読みます？　読みたくないですよね？　他の方に読ませるような物でもないので、『読ませて』って言われても断だん固こ拒きよ否ひするんですけど、ええ、はい！　そ、それで、その、ポエムを読んでるところを、シノシノさんに見つかりたくなかったので、ちょっとした変へん装そうをしていた、というわけです」

　あー、うん。思いっきり動どう揺ようしてるな、これは。

　そこまで慌あわてなくてもいいのに、とは思うんだけど、こちらからはそんなことを言えるはずもなく、僕はただ、彼女の動向を見守るしかない。

　だって『篠しの宮みや詩し乃の』は、メモ帳に何が書かれているかなんて知らないんだから。

　沢渡さんが、何に対して動揺しているのかも分からないはずなんだよな、本当なら。

　静かに彼女のことを見つめていると、

「そ、それにしても、よく分かりましたね、私だって。サングラスをかけて、帽子もかぶっていたのに」

　うつむき気味に、そんなことを尋ねてくる。

「ああ、それは──」

　答えようとして、僕は無理やり言葉をノドの奥おくに押おし込こんだ。

　見覚えのあるメモ帳が目に入ったから、なんて言えるわけがない。

　ええっと、こういう場合は、なんて答えればいいんだ？

「そりゃあ、沢渡さんの姿を、ちゃんと覚えていたからだよ」

「えっ」

「一昨日おとといは、それだけ沢渡さんのことが、印象に残っていたってことさ」

「そ、それは、その、ありがとうございます。私のこと、見つけてくれて」

　僕の言葉に、彼女はうつむき、顔を赤らめる。

　また、くさいことを言ってしまったかなあ。

　でもまあ、きっと詩し乃のなら同じことを言うだろうし、なんとか誤ご魔ま化かせたんだから、良しとしておくしかないか。

　──それにしても、やっぱり印象が違ちがうよな。

　昨日の沢渡さわたりさんの言動を思い出して、そのギャップに、僕は改めて驚おどろかされる。

『篠しの宮みや忍しのぶ』と接せつしているときの沢渡さんは、攻こう撃げき的てきで、敵てき意いむき出しだったけど、でもそれは僕に原げん因いんがあったわけで、その態たい度どを責せめることなんて出来ないし、するつもりもない。

　対して『篠宮詩乃』と接しているときの彼かの女じよは、キュートで、はんなりとしていて、守ってあげたいという気持ちが自然と湧わいてくる。

　そんな二に面めん性せいのある沢渡さんは、悪く言えば裏うら表おもてがあるということになるんだろうけれど、色んな表ひよう情じようを見せてくれる彼女に、どんどん惹ひかれていくという実感が僕にはあった。

　ただ、今日の沢渡さんって、一昨日おとといとはまたちょっと、雰ふん囲い気きが違うんだよな。

　服ふく装そうは白のレースジャケットにボーダーのブラウス、そして紺こんのショートパンツと、活発で動きやすそうな印象を受ける組み合わせだ。

　ひょっとして、昨日、僕が言ったことが、影えい響きようしているのかな？

　僕は詩乃について、体育が特に好き、だとか、好みのタイプは『自分よりも足が速い人』だとか、そういったことを伝えてあったし、多分その意見を参考に、今日はこの服装を選んだのだろう。

　その献けん身しん的てきな行こう為いをいじらしく思いながら、でも、それって僕に向けられたものじゃないんだよな、と考えると、寂さびしくなったりもする。

　寂しくはなるけど、でも、沢渡さんってこういう格かつ好こうも似合うんだな、なんて思いも芽生えてきたりして、自分の気持ちをどう制せい御ぎよすればいいのかが分からず、ついつい彼女の姿すがたに見み惚とれる。

　すると彼女もまた、こっちの衣装に視し線せんを注いでいることに、僕は気付いた。

　もしかして、どこか、変なところがある？

「あの、沢渡さん？」

　女装がバレたんじゃないかと思い、僕はビクビクしながら声をかける。

　すると沢渡さんは、親指を突つき立て、爽さわやかな笑顔を見せた。

「素す敵てきです！　似に合あってますね！」

「そ、そう？　ありがとう」

「シノシノさんは、どんな服を着てもイケてますね！　熱いです！　キュンキュンします！」

　なんだかとっても興こう奮ふんしているみたいで、その反はん応のうに戸と惑まどいつつも、ちょっと気まずい沈ちん黙もくを打ち破やぶってくれたことに、僕は素す直なおに感かん謝しやした。

　そうして、沢渡さんは張はり切った表情で、言葉を続ける。

「それじゃあ、行きましょうか」

「う、うん」

　お互たがいにうなずき合うと、僕たちは駅へと足を進めた。







　僕が住む街から三駅ほど乗り継ついだところには、ちょっとした大きさの遊園地がある。

　その園内に、僕たちはたどり着いていた。

　昨日の電話では、

『この前よりも、もっと思いっきり遊び回ろう』

　ということで、合意していたんだよな。

　だからこその、遊園地。

　ベタだけど、遊園地と言えばデートの鉄てつ板ぱんだろうし、きっと楽しい一日になるはずだ。

　まあ、僕たちは友達同士で来ている、ということになってるんだから、デートってわけじゃないんだけどね。

　いずれにせよ、沢渡さわたりさんに楽しんでもらえるのなら、それでいいんだ。

　さっきから彼かの女じよは目をキラキラと輝かがやかせ、周囲を眺ながめ回している。

「何か、乗ってみたいアトラクションでも、ある？」

「分かりません！」

　僕の問いに、沢渡さんは大きな声で答えた。

「私、田舎いなかっ子なので、こういうところに来るの、初めてなんです！　だから、何があるのかって、全然分かりません！」

「へえ、そうなんだ。じゃあ、今日は沢渡さんが行ってみたいと思ったところを、回ることにしようか」

「えっ？　い、いいんですか？」

「うん。僕は来ようと思えばいくらでも来れるし」

　実際、ここには何回来たのか分からないくらいの常じよう連れんで、園内の構こう図ずはほとんど頭の中に入ってるくらいだ。

「それに、沢渡さんに楽しんでもらえたら、僕だって嬉うれしいから、ね」

「シノシノさん……」

　僕の言葉に、彼女は頰ほおを朱しゆ色いろに染そめる。

　そして自分の心しん境きようを悟さとられまいとするかのように、顔を背そむけ、

「じゃ、じゃあ、あれ、乗ってみたいです！」

　園内の中心部を指差し、トテトテと駆かけていく。

　その後ろ姿すがたが微笑ほほえましくて、僕も苦笑を浮うかべた。

　今日は沢渡さわたりさんに、目いっぱい楽しんでもらおう。

　そんなことを思いながら、僕は彼かの女じよの後を追いかけるのだった。







　──自分の考えが甘あまかったと気付くのに、さほどの時間はかからなかった。

「シノシノさん！　これです、これ！」

　沢渡さんが最初に選んだのは、いわゆる落らつ下か系けいの絶ぜつ叫きようマシンだった。

　初めての遊園地で、いきなりこれか。

　ちょっとハードルが高すぎるんじゃないか、と心配しつつも、でもまあ、僕だってそっち系のアトラクションは嫌きらいじゃない。

　沢渡さんに気を配くばりつつ、自分も心の赴おもむくままに楽しもう。

　と、そんなことを考えながら、アトラクションの列に並ならび、自分たちの順番が回ってきて、席について安全バーを下ろしたところで、

（……あれ？）

　ふと、思ったんだ。

　もしかして、これ、ウィッグが吹ふっ飛ばされるんじゃないか、と。

　慌あわてて僕は、バーの上から両手で頭を押おさえる。

　と、同時にアトラクションが作動。マシンは一気に落下。

「キャ────ッ！」
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　沢渡さんは目をつむり、高い声を上げた。

　一方の僕は、うっかり地声が出ることを恐おそれ、必死に食いしばって耐たえる。

　落下のスリルを楽しむ余よ裕ゆうなんて、まるでなかった。

　頭の中にあるのは、ただただ、『バレたらまずい』という気持ちばかり。

　やがて、マシンは地上へと到とう達たつ。余よ計けいなことに神しん経けいをすり減へらされた僕は、フラフラと席を降おり立つ。

「これ、すごく楽しいですね！　ドキドキしました！」

　そんな僕とは対照的に、沢渡さんは満面に笑みを浮うかべていた。

　幸さいわいにも彼女は僕の方に目を向けていなかったみたいで、こっちの不自然な仕し草ぐさには気付かれなかったみたいだ。

　そのことには安あん堵どしつつも、しかし、

「もう一回、乗ってみたいです！」

　続いて聞こえたその言葉には、さすがに心が折れそうになった。

　けれど、僕はなんとか気持ちを奮ふるい立たせ、

「……オッケー！　もう一回、乗ろう！」

　そう言って、親指を突つき立てる。

　──そんなやり取りが、もう何回続いただろうか。

　どうやら沢渡さわたりさんは、『スリル物』がとても気に入ったらしくて、落らつ下か系けいだけじゃなく、普ふ通つうのジェットコースターやらお化け屋や敷しきやらと、そういった刺し激げきの強いアトラクションを、立て続けに選んだんだ。

　普ふ段だんの僕なら、彼女と一いつ緒しよに、全力で楽しめただろうとは思う。

　だけど、今の僕は『篠しの宮みや詩し乃の』なんだ。

　女じよ装そうがバレたら、何もかもがアウト。だから、ウィッグのズレやら、衣服の乱みだれにも、気を遣つかう必要があるんだよな。

　そう考えると、『遊園地』という選せん択たくは、ベストな解かい答とうではなかったのかもしれない。

　女装初心者である僕にとって、動きの激はげしいアトラクションが多いここは、難なん易い度どが高すぎる場所だ。

　そのことを理り解かいできたとしても、もう後には引けない。今はただ、沢渡さんの思うがままに付き合うしかない。

　──しかし、覚かく悟ごを決めつつも『もう一回、乗ってみたいです！』が、五回も六回も続くと、さすがに気持ちは参ってくるもので、お昼を回った頃ころには、僕はもうヘロヘロになっていた。

「ご、ごめん。ちょっと、休きゆう憩けいしていい？」

　同じジェットコースターに三回続けて乗ったところで、僕は沢渡さんにそう告げた。

「あっ……」

　彼女はそれまでずっと笑顔だったけれど、そのときになって、ようやく僕の様子に気付いたのか、

「ご、ごめんなさい！　私ばっかりが楽しんで！」

　そう言って、深く頭を下げた。

　我われに返った沢渡さんの、バツの悪そうな表ひよう情じようを見て、僕の胸むねは痛いたむ。

　そもそも、女装して、騙だましてるのは、こっちなんだ。

　多少の無理は、押おし通すのが男ってものだろ。

「いや、いいんだよ！　僕も楽しかったし」

　近くにあったベンチに腰こし掛かけつつ、僕は言葉を続ける。

「……ほんと、ですか？」

「ほんと、ほんと。それに、言ったでしょ？　沢渡さんに楽しんでもらえたら、僕だって嬉うれしいって。笑顔の沢渡さんを見てるだけでも、幸せな気持ちになれるんだ」

「あ、は、はい……」

　その言葉に、彼女はうつむき、指をモジモジとさせる。

　と、そのとき僕のお腹なかが、大きな音を鳴らした。

　絶ぜつ叫きよう三ざん昧まいが一いち段だん落らくし、緊きん張ちようが解とけたせいか、空くう腹ふく感かんが一気に押おし寄よせてきたみたいだ。

「お昼、食べましょうか」

「う、うん。ちょっと、お腹空すいてきたかも」

　照れ隠かくしに笑うと、沢渡さわたりさんも笑みを浮うかべる。

　そうして、僕たちはフードコーナーへと足を向けるのだった。







　この遊園地のフードコーナーには、レストランにカフェ、ファストフードといった、様々なタイプのお店がある。

　特に食べたい物が決まっていなかった僕は、沢渡さんの意見を聞こうとして、隣となりを歩く彼かの女じよに顔を横に向ける。

　しかし、僕が口を開く前に、

「シノシノさん、私、あれ食べたいです！」

　沢渡さんは目を輝かがやかせて、前方を指差した。

　その先にあるのは、クレープ屋さんだ。

　お昼ごはんにクレープ、か。

　まあ、それはそれでありかもしれない。ここのクレープ屋さんは、結けつ構こう種類が多くて、甘あまい物だけじゃなく、軽食用のも多数取り揃そろえられてるし。

「じゃあ、それで」

　うなずくと、沢渡さんはさらに笑みを広げた。

（クレープ、好きなのかな？）

　なんてことを思いながらお店の前まで来て、メニューを確かく認にんする。

　いくつもの名前が並ならぶ中で、まず目についたのが、『期き間かん限げん定ていメニュー』と大きく書かれた文字。

　デラックスキャラメルクリームチョコレートスペシャル？　なんだこりゃ。

　やけに甘ったるそうだし、お値ね段だんもなかなかのものだし、さすがにこれは頼たのめないなあ。

　──と、考えているその隣で、

「デラックスキャラメルクリームチョコレートスペシャル、一つください」

　沢渡さんが、あっさりとその名を口にし、僕は目を丸くする。

「えっと、さ、沢渡さん？　それ、本当に頼むの？」

「はい！　私、甘い物、大好きなので！」

「そ、そうなんだ」

　ボリュームも結構あると思うんだけど、本人がいいって言ってるんだから、大だい丈じよう夫ぶなのだろう、きっと。

　まあ、いいや。こっちはこっちで、軽くツナチーズクレープあたりでも注文しようかな。

「それじゃあ──」

　と、口を開く寸すん前ぜんで、僕は沢渡さわたりさんの視し線せんに気付いた。

　こちらの顔をじっと見つめるその眼まな差ざしは、まるで何かを期待しているかのようだ。

　もしかして、僕が何を頼たのもうとしているのかを、探さぐってる？

　…………あっ。

　そこでようやく、僕は昨日の出来事を思い出した。

　そうだよ。僕は昨日、沢渡さんに、『詩し乃のは甘あまい物が好き』って伝えていたじゃないか。

　だから彼かの女じよは、あの期き間かん限げん定ていメニューを頼んだのだろう。

『実は同じ物が好きだった』

　という、ドラマチックな出来事を演えん出しゆつするために。

　つまり沢渡さんは、僕も甘いクレープを注文すると信じている。

　そりゃあ、そうだろう。ここにいるのが『篠しの宮みや詩乃』だったら、当然、そうするはずなんだから。

「……」

　一いつ瞬しゆん、躊躇ためらいの気持ちが心の中に生まれるが、しかし、どうにかして踏ふみとどまる。

　今の僕は、篠宮詩乃なんだ。ならば、するべきことは一つしかない。

「デ、デラックスキャラメル、ク、クリーム？　チョ、チョコ、チョコレートスペシャルを、もう一つ、お願いします……」

　口元に無理やり笑みを作って注文すると、沢渡さんは晴れやかな表ひよう情じようを浮うかべた。

「シノシノさんも、同じ物を頼むんですね。もしかして、甘い物が好きなんですか？」

「う、うん。沢渡さんも？」

「はい！　奇き遇ぐうですね！」

　まぶしい笑顔を向けられ、僕は胸むねに痛いたみを覚える。

　ごめんなさい、沢渡さん。

　そのアピール、詩乃本人には届とどいてないんです。

　……後であいつに『報ほう告こく』するときにでも、それとなく伝えておくか。

　そうこうしている間に、注文の品は完成し、店員さんの手から僕たちの前に差し出される。

　これが、デラックスキャラメルクリームチョコレートスペシャルか。

　その大きさと、鼻をつく匂においに、僕は圧あつ倒とうされる。

　いや、びびるな。

　もしも詩乃が、こんな大たい層そうな代しろ物ものを目まの当たりにしたら、大はしゃぎしてるところだろ。

「う、うわあ、美味おいしそう！　いただきまーす！」

　覚かく悟ごを決めた僕は、言葉と共にクレープにかぶりつく。

　瞬しゆん間かん、口の中に甘あまみが爆ばく発はつした。

　あまっ！

　このクレープ、甘いな！

　想そう像ぞうしていた以上の甘さに、僕は思わず顔をしかめそうになる。

　しかし、なんとか寸すん前ぜんで堪こらえて、作り笑いを浮うかべた。

「お、美味おいしいね、これ」

「はい、とっても美味しいです！」

　僕とは対照的に、沢渡さんはニコニコと心から嬉うれしそうな笑顔だ。

　無理している様子も、こちらに合わせようとしている気け配はいもない。

　もしかしたら沢渡さんは、アピールとか、そういうのを抜ぬきにしても、本当に甘い物が好きなのかもしれない。

　だとしたら、彼女と詩し乃のは気が合うということなわけで、それはきっと、喜ばしいことなのだろう。

　──と、余よ計けいなことに思いを馳はせて気を紛まぎらわせつつ、僕は巨きよ大だいなクレープを必死に消化していく。

　そんな僕を見て、沢渡さんは笑顔のまま口を開いた。

「歩きながら、食べましょうか」

「あ、うん」

　その提てい案あんにうなずき、僕たちは歩ほを進める。

　二人の手には、同じクレープ。

　周囲から見れば、仲のいい友達として映うつってるんだろうな。

　それはそれで、本望だ。

　沢渡さんと詩乃が、友達であることは事実なのだから。

　……しかし、このクレープ、甘いなあ。

　半分以上食べたところで、さすがに頭が痛いたくなってきた。

　だけど、残すわけにはいかない。『篠しの宮みや詩乃』は、甘い物が大好きなのだから。

　景色を眺ながめたりしながら、僕はなんとか気力を振ふり絞しぼって、クレープを完食した。

　ひとまずお腹なかは満たされたけど、胸むねやけがきつくて、ちょっとした気分の悪さを覚える。

　その隣となりでは、沢渡さんもすでに食べ終えていたようで、僕の顔をじっと見つめていた。

「な、何？」

　ようやく口が空からになった僕は、少し戸と惑まどいながらも問いかける。

　すると彼女は、

「クリーム、顔についてますよ」

　そう言って僕のほっぺたを、指ですくった。

　その指先には、確たしかにクリームがついていて、

「……」

　何を思ったのか、沢渡さわたりさんは舌したを出すと、それをペロリと舐なめ取った。

「っ！」

　その瞬しゆん間かん、僕の鼓こ動どうは高鳴り、息が詰つまりそうになる。

「えへへ」

　更さらに彼かの女じよは照れたように笑い、わずかに顔を背そむけた。

　その反はん応のうに、動どう悸きはますます激はげしくなり、思わず自分の胸むねに手を当てる。

　落ち着け、落ち着くんだ。

　これはただの、コミュニケーション。

　女の子同士の、ちょっとしたスキンシップじゃないか。

　理り屈くつでは分かっていても、頰ほおが熱くなるのは止めようがない。

　見ると、沢渡さんも顔を赤らめていて、お互たがいに無言のまま、気まずい時間が流れる。

「そうだ！」

　その沈ちん黙もくを打ち破やぶるように、沢渡さんは再ふたたびこちらに顔を向けた。

「私、お菓か子しを持ってきていたんです！」

「お、お菓子？」

「はい！　私の大好きなお菓子です！」

　そう言って彼女は手持ちのバッグから、何かを取り出す。

「……」

　沢渡さんが取り出した『それ』を見て、僕は胸むねやけが更さらにひどくなるのを感じた。

　彼女が持っていたのは、キノコの絵え柄がらが描えがかれた、チョコレート菓子の箱だったんだ。

　そう。詩し乃のの好物である、あれだ。

　たじろぐ僕の前で、沢渡さんは箱を開けると、中に入ってるチョコをサクサクと食べ始めた。

　しかも彼女は、チョコを一つ口にするたびに、チラッ、チラッ、とこちらに視し線せんを送ってくるんだ。

「キノコチョコ、美味おいしいです」

　チラッ、チラッ。

「私、これ、大好きなんですよー」

　チラッ、チラッ。

　それはまるで、こちらの反応をうかがっているかのようで、

（ああ、そうか）

　と、僕はそこで、沢渡さわたりさんの意図に気付いた。

　これも、アピールの一いつ環かんなんだ。

　だったらこっちも、合わせるしかない。

「さ、沢渡さんも、キノコチョコ、好きなんだ？　ぼ、僕もそれ、大好物なんだよ！」

「まあ、奇き遇ぐうですね！　趣しゆ味みが合いますね！」

「も、もしよかったら、一つ、もらえる？」

「はい、もちろん！」

　ニッコリと笑う沢渡さんに、僕も笑顔を向ける。

　さすがにこれ以上、甘あまい物を口にするのはきついんだけど、そんなことも言ってられない。

　詩し乃のならきっと、平気な顔して食べるに決まってるんだから。

「あ、ありがとう！」

　言葉と共に、僕はチョコの箱に手を伸のばそうとする。

　しかしそれを遮さえぎるようにして、沢渡さんがキノコチョコを一つ取り、僕の前に差し出した。

「えっ？」

　キョトンとする僕に向かって、彼女は言う。

「はい、あーん」

　……まじですか。

　戸と惑まどいと羞しゆう恥ちに、ノドを鳴らす。

　拒きよ否ひなんて出来ない。

　これも詩乃なら、ノリノリで応おうじるはずだし。

　それに僕自身も、決して嫌いやだと思ってるわけではないのだから。

「……あーん」

　口を開けると、沢渡さんが手を近づけてくる。

　チョコを口で受け取り、何度も嚙かみ締しめてから、胃い袋ぶくろへと送り込こんだ。

　胸むねに広がる不ふ快かい感かんを無む視しして、僕は白い歯を見せる。

「うん、美味おいしい！」

　軽くウインクなんかをしながら、親指を突つき立てると、

「じゃあ、もう一つ、どうぞ」

　沢渡さんはさらにチョコを勧すすめてきた。

「はい、あーん」

「……」

「あーん」

「…………」

「あーん」

「……あ、あ、あーん」

　キノコチョコを頰ほお張ばりつつ、僕は心の中でむせび泣いた。

　満たされる気持ちと、ひどくなる一方の不ふ快かい感かん。その両方がごちゃ混まぜになった思いを、胸むねに抱いだきながら。




　　　２




　そんな感じで、午前中は波は乱らんの連続だったんだけど、その騒さわがしさがウソだと思えるほど、午後からはずっとまったりムードだった。

　スリル要よう素その少ないほのぼの系けいのアトラクションを中心に回り、静かな時間を過すごす。

　その穏おだやかなひと時に、僕の心は次し第だいに落ち着きを取り戻もどしていった。

　そして、理り解かいする。

　きっとこれが、詩し乃のの見ている風景なんだろうな、と。

　仲のいい友達と一いつ緒しよに、なんのストレスも感じることなく、楽しめるだけ楽しむ。

　そんなの、これまでの僕には不ふ可か能のうな芸当だ。

『篠しの宮みや詩乃』にならなければ、決して経けい験けんできなかった時間を、僕は過ごしている。

　そのことがなんだか不思議で、おかしくて、いつしか僕の顔には自然な笑みが浮うかんでいた。

　スリル系けいが好きらしい沢渡さわたりさんも、ほのぼの系アトラクションを彼かの女じよなりに堪たん能のうしているみたいだし、そのことにも、僕は満足感を覚えていたりするんだよな。

　何もかもが上手うまく進んでいる。

　今日も一日、このままスムーズに事が運べばいい。

　沢渡さんと並ならんで歩きながら、そんな考えを、僕は思い浮かべる。

　──事じ件けんが起きたのは、まさにそのときだった。

「ねえ、君たち。楽しんでる？」

　次のアトラクションに向かおうと、園内を歩いている僕たちに、誰だれかが声をかけてきた。

　見ると、それは僕よりも背せの高い、大人おとなびた二人組の男性だった。

　高校生、あるいは大学生、か？

「二人だけって、つまんなくない？　つまんないよね？　つまんないでしょ？　良かったら、俺たちと一緒に遊ばない？」

　もしかして、これは、ナンパか？

　どうしよう、困こまったぞ。

　ナンパなんて、したことも、されたこともないから、こういうときにどう対たい処しよすればいいのか、すぐには思い浮かばないんだ。

　未知の体験に戸と惑まどっていると、

「……シノシノさん」

　沢渡さわたりさんはそっと側に寄より添そい、僕の袖そでを、静かに摑つかんだ。

　見ると、彼かの女じよの肩かたは小こ刻きざみに震ふるえている。

　……沢渡さん、怯おびえてるんだ。

　そんな彼女を見た瞬しゆん間かん、僕の心は固まった。

　考える前に、まずは動く。

　それが、『篠しの宮みや詩し乃の』だろ？

　僕は目の前の男性二人に、かすかな笑みを浮うかべると、沢渡さんの方へと向き直った。

　そして、彼女をゆっくりと抱だきしめる。

「えっ？　えっ？」

　突とつ然ぜんのことに、驚おどろく沢渡さんに構かまわず、僕は二人の男性に向かって、言った。

「僕たち、こういう関係なんだ。ごめんね」

　そう言って僕は、さらに抱きしめる腕うでの力を強める。

　押おし当てた胸むな元もとからは、沢渡さんの鼓動が伝わってきた。

　きっと、僕が感じているドキドキだって、彼女には伝わっているだろう。

　それでも構わない。

　今はこの場を切り抜ぬけることが、一番大事なのだから。

「……」
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　二人組の男性は、僕たちの様子を呆ぼう然ぜんと見ていたが、

「もう、行こうぜ」

「あ、ああ。悪かったね、邪じや魔ましちゃって」

　と言って背せを向け、やがてその姿すがたは人ひと混ごみの中へと消えていった。

　しばらくの間、彼らがまた戻もどってこないかと、ずっと見守っていたけど、どうやらその心配はなさそうだ。

「はあ……」

「あ、あの、シノシノ、さん」

　僕が安あん堵どのため息をつくのと、沢渡さわたりさんが声をかけてくるのとは、ほとんど同じだった。

「く、苦しい、です」

「あっ、ご、ごめん！」

　言われて、僕は慌あわてて彼かの女じよから離はなれた。

　自分の胸むねに手を当てると、まだ心しん臓ぞうがドキドキしているのが分かる。

　見ると、沢渡さんもうつむき気味で、自分の胸に手を当てていた。

「……そろそろ、帰りましょうか」

「う、うん」

　視し線せんを合わせようともせず、そう提てい案あんされて、僕はうなずく。

　怒おこらせちゃった、かな？

　そりゃあ、いきなり抱だきついたんだもん。怒らない方がおかしいよな。

　それ以上は特に言葉を交わすこともなく、僕たちは遊園地を後にした。

　帰りの電車の中でも、二人ともずっと無言で、気まずい雰ふん囲い気きのまま、やがて駅へと到とう着ちやくする。

　駅前広場へと歩いてきたところで、沢渡さんは突とつ然ぜん、足を止めた。

　もうここでお別れ、ということなのだろうか。

　うつむいているせいで、彼女の表ひよう情じようは見えず、その心しん境きようが分かりづらい。

　なんだか後あと味あじが悪いけど、電話やメールがあるんだし、話をする機会はまだまだあると信じるしかないか。

　僕はお別れの挨あい拶さつをしようと思い、口を開く。

「えっと、それじゃあ──」

「シノシノさん」

　その言葉を遮さえぎって、沢渡さんが顔を上げた。

　彼女の頰ほおは真っ赤に染そまっていて、まっすぐにこちらを見つめてくる。

　そして、何かを決意したように、沢渡さわたりさんはそっと目を閉とじた。

「えっ」

　思わず声が漏もれ、心しん臓ぞうが跳はね上がる。

　こ、これって、これって、もしかして、そういうこと、なのか？

　突とつ然ぜんのことに、驚おどろきと戸と惑まどいを隠かくせない。

　だけど、このままじっとしてもいられない、よな。

　彼かの女じよを待たせておくわけにはいかないのだから。

　沢渡さんの両りよう肩かたに手を置くと、

「っ！」

　彼女はわずかに身体からだを震ふるわせた。

　柔やわらかそうな唇くちびるが、視し界かいに飛び込こんでくる。

　緊きん張ちようしすぎて、頭が働かない。

　でも、きっと、これでいいんだ。

　だって、僕は今、『篠しの宮みや詩し乃の』なのだから。

　僕はゆっくりと顔を近づけ、彼女の唇に触ふれる寸すん前ぜん、

「──っ！」

　無理やりに身体を動かして、沢渡さんから離はなれた。

　やっぱり、ダメだ！

　こんなの、ダメに決まってる！

　沢渡さんが見てるのは、僕じゃない。

　詩乃なんだ。

　このまま、僕があいつの代わりにキスなんてしたら、絶ぜつ対たいに沢渡さんは傷きずつく。

　たとえこの先ずっと、僕の正体に気付かれなかったとしても、それでもダメなんだ。

　相手を騙だましたまま、自分の欲よく望ぼうを満たす。

　そんな最低の行こう為い、僕には出来ないよ。

「……シノシノ、さん？」

　沢渡さんは目を開けると、僕の顔を覗のぞき込こんだ。

　その瞳ひとみは、悲しみに彩いろどられている。

　拒きよ絶ぜつされた、と思っているのかもしれない。

　だけど、説明なんて出来ない。

『僕は詩乃じゃない』だなんて、今のこの状じよう況きようで、言えるわけないじゃないか！

「くっ！」

　気がつくと、僕は彼女に背せを向けて、駆かけ出していた。

「シノシノさん！　待って！」

　呼よび止める声も無む視しして、足を動かす。

　周囲の視線を気にする余よ裕ゆうなんてない。

　沢渡さわたりさんから逃にげるようにして、僕はただひたすら、走り続けるのだった。







　自じ宅たくへ戻もどり、自分の部屋に入るなり、ベッドへと飛び込こみ、顔を埋うずめる。

　目をつむり、足をバタバタさせ、自じ責せきの念に心を満たす。

　あー、もう、何をやってるんだ。

　沢渡さんにさよならも言わず、置いて帰ってくるなんて、僕はなんて最低な人間なんだろう。

　今からでも戻るべきか？

　いや、でも、何を言えばいいのか分からない。

　でも、もしかしたらまだ駅前で僕を待っているかもしれないし、だったら、戻るべきじゃないか？

　苦く悩のうしながらも、僕の脳のう裏りには、さっきまでの沢渡さんの姿すがたが思い浮うかぶ。

　閉とじられたまぶたと、小さくて柔やわらかそうな唇くちびる。

　まさか沢渡さんが、あんなことをしてくるなんて、思ってもいなかったよ。

　……やっぱり、女の子が好き、ということなんだよな？

　てことは、これまたやっぱり、僕には可か能のう性せいが無い、ということになるわけで。

　──いや、それは今、考えなきゃいけないことじゃないだろ！

　僕自身のことは、どうでもいい。今はとにかく、戻るべきだ。

　そう決意して、顔を上げ、ベッドから起き上がったとき、

「……あっ」

　詩し乃のの携けい帯たいに、着信音が鳴り響ひびいた。

　沢渡さんからだった。

「……」

　画面を凝ぎよう視しするが、表ひよう示じされている名前が変わったりはしない。

　一度、大きく深しん呼こ吸きゆうしてから、僕は電話に出る。

「……もしもし？」

『ごめんなさい！』

　口を開くなり、謝しや罪ざいの言葉が、耳に飛び込んできた。

　その反はん応のうに僕は戸と惑まどい、一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとする。

　ごめんなさい？　それはこっちのセリフじゃないか。

　僕はそう答えようとしたんだけど、口を開く前に、沢渡さんはさらに続けた。

『今日は、その、はしたないことをしてしまって、本当にごめんなさい』

「えっ、いや、あの──」

『でも、誤ご解かいしないでください。私、誰だれにでもあんなことをするわけじゃないんです』

「……」

　彼かの女じよの言葉に、僕は声を詰つまらせる。

『あなただから、シノシノさんだから。だから、その……』

「分かってる」

　言い淀よどむ沢渡さわたりさんに、僕は思わず言葉を返した。

「分かってるから。全部言わなくていいから、ね？」

『は、はい』

「僕の方こそ、ごめん。沢渡さんを置いて、勝手に帰っちゃったりして」

『ううん、いいんです』

「いや、よくないよ。今日のことは、全部僕が悪いんだ」

　そう言って、一ひと呼こ吸きゆう置いてから、僕は言葉を続けた。

「僕は沢渡さんに、隠かくしていることがあるんだ」

『……』

　その一言に、電話の向こう側で、息を吞のむ気け配はいが伝わってくる。

「いずれ機会があれば、全部話すよ。だけど、今は言えない」

　これは僕だけの問題じゃない。

　沢渡さんと、詩し乃のの問題でもあるんだ。

　だから、今は言えない。

　それでも──。

「それでも、これだけは断だん言げんできるんだ。僕は、篠しの宮みや詩乃は、沢渡さんのことを嫌きらいになんてならないって」

『…………』

　こちらの気持ちが、どの程てい度ど伝わったのかは分からない。

　分からないけれど、沢渡さんなりに、何か感じることはあったのだろう。

『また、連れん絡らくします』

　それだけを言って、彼女は電話を切った。

「…………はあ」

　大きく息を吐はいて、僕は再ふたたびベッドに倒たおれ込こむ。

　本当、いったい何をやってるんだか。

　頭を抱かかえて、僕は身を縮ちぢこまらせる。

　今は何も考えたくない。

　このまま時が過すぎ去ればいいのに。

　そんな想いが頭に浮うかぶが、しかし、願いは叶かなわない。

　今度は、僕の携けい帯たいに電話がかかってきたからだ。

　詩し乃のから、である。

「……もしもし？」

『やっほー、元気してる？』

　電話に出るなり、明るい声が耳に飛び込こんできた。

『今、暇ひま？　暇なら早さつ速そく、本日の報ほう告こく会かいを始めよっか』

　詩乃はやけに楽しそうで、やたらとテンションが高いように感じる。

　……いや、違ちがう。

　ただ単に、僕の気持ちが落ち込んでるだけなんだ。

　それだけさっきの出来事が、心に重くのしかかっているということなのだろう。

『忍しのぶ、聞いてる？　もしかして、何かあった？』

　沈ちん黙もくする僕に、彼かの女じよはさらに声をかけてくる。

　本当なら、話したくない。

　だけど、話すしかない。

「あのな、詩乃」

　ゆっくりと口を開き、僕は今日一日のことを、詩乃に報告した。

　遊園地で遊んだこと。

　一いつ緒しよのクレープを食べたこと。

　そして、別れ際ぎわに起きたことも。

「ごめん、詩乃。僕は沢渡さわたりさんを、傷きずつけてしまったんだ。それに、お前との関係にも影えい響きようを与あたえちゃった、と思う」

『……』

　僕が話し終えるまで、詩乃は黙だまって耳を傾かたむけていたが、

『分かった』

　さっきまでとは違った、静かな口調でそう言った。

『明日、ちゃんと話し合おう。帰ってから、もっと詳くわしく聞かせてよ』

「……うん」

『ま、忍もそんなに気にしないでいいんじゃないかな。気楽に行こう、気楽に、ね』

　いつものように茶化ちやかしたりせず、慰なぐさめるような言葉すらかけてくる。

『じゃ、また明日。今日はゆっくり休みなよ』

　電話が切れ、部屋の中に沈ちん黙もくが訪おとずれる。

「……はあ」

　僕の口からは、再ふたたび大きなため息が漏もれた。

　詩し乃のはああ言ってくれたけど、やっぱり、気にしないわけにはいかないよなあ。

　明日、あいつが帰ってくるまでの間、どうやって過すごそう。

　何も手につかないし、頭も働かないや。

　──と、あれこれ考えていると、僕の携けい帯たいがまた鳴り響ひびいた。

　今度は電話じゃなくて、メールだ。

「うっ」

　差し出し人の名前を見て、僕は思わず、ノドを詰つまらせる。

　それは、沢渡さわたりさんからのメールだったんだ。

　件けん名めいには、『反はん省せい会かい』の文字。

　本文も短く、

『明日、正午。昨日と同じカフェで』

　とだけ書かれている。

　あまりにも一方的な文面だが、もちろん、拒きよ否ひなんて出来るわけがなかった。

「…………はあ」

　またもやため息をつき、僕はベッドに倒たおれ込こんだ。

　これで少なくとも、明日どうやって過ごすかを、思い悩む必要はなくなったわけだ。

　だって、予定が決まったのだから。

　明日もまた、沢渡さんに会える。

　それなのに、僕の気分はますます落ち込むばかりだった。
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「ほんと、信じられない！」

　もう何度目かも分からないセリフが、僕の耳に届とどいてくる。

　目の前には、ここ数日、ずっと見続けている顔があった。

　その表ひよう情じようは怒いかりに満ちていて、感かん情じようを隠かくす気け配はいすらない。

「まあまあ、落ち着いて」

「落ち着けるわけないでしょ！」

「は、はい！　ごめんなさい！」

　沢渡さわたりさんにきつくにらまれ、僕は思わず頭を下げる。

　一昨日おとといと同じカフェで、僕と沢渡さんは、『反はん省せい会かい』を行っていた。

　議題はもちろん、昨日のデートのことだ。

　最低な別れ方をしたあの出来事について、改めて話し合おうというわけである。

　しかし、『反省』というのが名ばかりだということに、僕はすぐ、気付かされることになったんだ。

　──ついさっきのことを思い出す。

　約束の時間の10分前に、僕はこのお店に到とう着ちやくしたんだけれど、それよりも早く、沢渡さんは来ていたみたいで、店内を見回すと、鋭するどい視し線せんを向ける彼かの女じよの姿すがたが飛び込こんできたんだよな。

「や、やあ」

　恐おそる恐る声をかけ、沢渡さんの向かい側に着席した僕に、

「シノシノさんは、いったい何を考えてるの？」

　開口一番、出てきた言葉がそれだった。

　それから延えん々えんと、彼女は愚ぐ痴ちを漏もらすばかり。

　まあ、『シノシノさん』ではなく、『僕』を呼よび出した時点で、こうなることは分かってたんだけどね。

　沢渡さんは、鬱うつ憤ぷんを晴らしたいだけなんだ。

　せっかく計画を練って臨のぞんだのに、上手うまくいかなかったから。

　だから彼女は、やりきれない気持ちでいっぱいなのだろう。

　そしてその原げん因いんが僕にある以上、こちらとしては何も言い返せない。

　あのとき、僕がもっと上手く立ち回っていれば、もしかしたら。

　具体的に、何をどうすればよかったのかは、今でも分からない。

　分からない以上、僕はひたすら、彼女の気持ちを受け止めるしかないんだ。

「そりゃあ、突とつ然ぜんだったんだから、拒こばまれるのは仕方ないわよ。でもさ、15歳さいの女の子を、一人残して逃にげ帰る？　そんな所しよ業ぎようが、許ゆるされると思ってるの？」

「ゆ、許されないよね。ほんと、ごめん」

　あのとき『シノシノさん』の取った行動を、つまり僕の行ったことを責せめ続ける沢渡さわたりさんに、ただただ、平へい伏ふくするしかない。

「すまない。妹に代わって、謝あやまるよ」

　実じつ際さいには僕のせいなんだから、謝るのは当然なんだけどね。

「不出来な妹で、申し訳わけなく思うよ、うん」

「まったくよ。人として、どうかと思うわ」

「うぐっ！」

　沢渡さんの言葉に、僕は胸むねを押おさえ、ノドを詰つまらせる。

「……何よ？　あんたが傷きずつくことないじゃない」

「いや、まあ、そうなんだけどね。でもほら、あんな奴やつでも、たった一人の、双ふた子ごの妹だし、はは、ははは」

　返事をしつつ、僕は苦にが笑わらいを浮うかべる。

　昨日の『シノシノさん』への言葉は、全て僕に対するものなんだ。

　そりゃあ、何も思わないわけにはいかないよ。

　しかしまあ、沢渡さんって、会うたびに印象が変わるよなあ。

　もちろん、彼女からすれば僕と詩し乃のは別人なわけで、人によって態たい度どが変わるのも、当然と言えば当然か。

　今日の沢渡さんはずっと愚ぐ痴ちをこぼしてばかりだけど、でも言い換かえてみれば、『篠しの宮みや詩乃』と接せつしているときとは違ちがって、僕にはなんの遠えん慮りよもなく、思ったまんまのことを言っている、ということでもあるんだよな。

　これって、少しは僕にも心を許ゆるしてくれてるって思っていいのかな？

「──双子の妹、ねえ」

　僕の考えていることなんて知らず、沢渡さんはじっとりとした目でこちらを眺ながめていたが、

「あんたから見て、シノシノさんって、どういう人なの？」

「えっ？」

　そう問われて、一いつ瞬しゆん、言葉に詰まる。

「一昨日おとといも聞いたけどさ、他にも、もっとないの？」

「他にも、か」

　つまり、もっと情じよう報ほうを寄よこせ、ということか。

　しかしそう言われても、『あいつはトラブルメーカーだ』としか答えようがないんだよな。

　生まれてからこれまでずっと、僕に迷めい惑わくをかけ続けた、厄やつ介かいな家族。一番身近にいる双子の兄としては、言いたいことなんて山ほどあるよ。

　詩し乃のへの不満を漏もらすのは簡かん単たんだし、きっといくらでも出てくるだろうとは思う。

　だけど、そんなことを沢渡さわたりさんに伝えるわけにはいかないんだ。

　だって、彼かの女じよと詩乃の関係にヒビを入れたのは、僕なんだから。

　これ以上、二人の仲をこじらせるわけにはいかないよ。

「えっとね、昨日はちょっと、色々あったみたいだけど、普ふ段だんのあいつは、違ちがうんだ。多分、あいつなりに、緊きん張ちようしていたと思うんだよ。だから焦あせって、つい、逃にげ出しちゃったんじゃないかなあ」

　僕は詩乃をフォローするため、必死になって言葉をひねり出した。

　決して沢渡さんを嫌きらっているわけではないこと。

　傷きずつけるつもりなんて、まるでなかったこと。

「色々と、誤ご解かいしてる部分はあると思うんだ。だから、二人はもっと、話し合った方がいいんじゃないかな？　そうすればきっと、もっと分かり合えるはずだよ」

「……」

　こちらの言い分を無言で聞きながら、沢渡さんは何度も、小さくうなずいていた。

　やがて、僕が一息ついたところで、彼女は口を開く。

「あんた、シノシノさんのことがよっぽど好きなのね」

「……えっ？」

　その言葉に、僕は思わず変な声を上げた。

　僕が、詩乃のことを、好き？

「だって、好きでもない人をそこまでフォローなんて出来ないでしょ？　そりゃあ、家族だからっていうのもあるのかもしれないけど」

　そう、なのだろうか。

　沢渡さんに、篠しの宮みや詩乃という人物を誤解されるのが嫌いやだという気持ちは、確たしかにある。

　でもそれは、あいつ自身のことを正当に評ひよう価かして欲ほしいという、公正で客観的な見方をした上でのことだ。

　だって、沢渡さんが見ている『シノシノさん』は、詩乃じゃなくて、僕なのだから。

　そこのところを勘かん違ちがいされたままだと困こまるという、そういう、あれなわけで。

　そんな細やかな心しん情じようが、沢渡さんに伝わるはずもなく、彼女は少し冷めた目で、言葉を続けた。

「篠宮君って、シスコンなんだ」

「は、はあっ!?」

　その一言に、僕は激はげしく動どう揺ようした。

　いや、いやいやいや、待ってくれ、ちょっと待ってくれ。

　僕はただ、誤解されたままなのは良くないと思っただけだよ。

[image: ]

　ただそれだけなのに、シスコンは無いだろう、シスコンは。

　というか、今、沢渡さわたりさんに初めて、名前で呼よばれた？

　篠宮君って呼ばれたような気がするんだけど、聞き間ま違ちがい、だろうか？

　考えるべきことが多すぎて、ぐるぐると目を回す僕を見て、彼女は肩かたをすくめる。

「だって、まるで自分自身を弁べん護ごしてるみたいだったもん。それって、シノシノさんと自分は一いつ心しん同どう体たい、くらいに考えてるってことでしょ」

「……自分自身を弁護、か」

　沢渡さんのその言葉に、僕はようやく気持ちを落ち着かせた。

　そう、だよな。

　多分、僕は、自己弁護をしようとするあまり、ついつい、あいつのことを過か剰じように褒ほめ称たたえてしまったのだろう。

　そう。僕はシスコンなんかじゃない。それだけは全力で否ひ定ていしたい。

　そういった感かん情じようが高ぶったからだろうか。

　僕の口からは、自然と言葉が漏もれていた。

「そういう沢渡さんも、詩乃のことが、本当に好きなんだね」

「へっ？」

「だって、好きだからこそ愚ぐ痴ちをこぼしたくもなるし、気持ちも揺ゆさぶられるんでしょ？」

　おそらく彼かの女じよの想いは、僕には決して向けられることのないものだ。

　そのことが分かっているからこそ、そんなセリフを吐はき出す僕の顔には、ひょっとしたら、寂さびしげな色が浮うかんでいたかもしれない。

　僕の表ひよう情じようを見て、沢渡さわたりさんは慌あわてて言葉を紡つむいだ。

「そ、そんなんじゃないわよ！　私は、ただ……」

　しかし、その声はすぐに小さくなる。

「ん……、そう、ね。好きだから、こんなに必死になっちゃうのよね」

　聞き取るのも困こん難なんで、あやふやなセリフを述のべ、彼女はうつむいた。

　詩し乃のへの想いを言葉にするのが、躊躇ためらわれるのかもしれない。

　あるいは、もしかしたら、僕なんかに自分の気持ちを打ち明けるのが、嫌いやだったのかも？

　そう思うと、こちらからはそれ以上、何も言えず、しばしの間、重く静かな時が流れる。

　沈ちん黙もくを破やぶったのは、携けい帯たいの着信音だ。

　どうやら僕の携帯だったらしい。

　確かく認にんしてみると、それは、詩乃からのメールだった。

『帰ってきたけど、今、家にいないよね？　どこにいるの？』

　その文面を見て、僕は声を漏もらしそうになり、慌あわてて口の中に吞のみ込こむ。

　そうか、あいつ、ようやくか。

　ここ数日は色々あったけど、当事者である詩乃が帰ってきたのなら、どうにかなるだろう。

　とりあえずこの場はなんとか切り上げて、あいつと話し合った方がいいのかもしれない。

　沢渡さんには、『用事を思い出した』とでも言って、どうにか納なつ得とくしてもらうしかない。

　そう思った僕は、顔を上げ、

（──本当に、それでいいのか？）

　不意にそんな思いが頭に浮うかび、ノドの奥おくに言葉を引っ込こめた。

　後は全部、詩乃に任まかせる？

　そりゃあ、あいつならきっと、なんとかしてくれるとは思うよ。

　だけど、それが今、僕のやるべきことなのか？

　巻まき込まれたことだとはいえ、ここで何もかも放り投げて、本当に後こう悔かいはしないのか？

　もし、ここで舞ぶ台たいから降おりたら、もう沢渡さんとは会えないかもしれないんだぞ？

「……」

　再ふたたびうつむき、自分の考えに耽ふけっていると、

「ねえ」

　その思考を遮さえぎるように、沢渡さんが口を開いた。

「ちょっと、外を歩きましょうか？」

「えっ？」

「気き分ぶん転てん換かんしたいのよ。なんか、変な空気になっちゃったし」

「は、はあ」

「別に嫌いやならいいんだけど？」

「い、いや！　じゃなくて、そんなことない、です！」

　立場上、断ことわることもできない。

「じゃ、じゃあ、そうしよっか」

　僕はうなずき、二人はほぼ同時に、席を立つ。

　そうして、僕たちは無言のまま、カフェを後にするのだった。







　目的地も決めず、どこへともなく歩いたまま、やってきたのは、近所の小さな公園だ。

　普ふ段だんは閑かん散さんとしているこの場所も、春休みだからか、それなりに人は多くて、周囲は賑にぎやかな雰ふん囲い気きに包まれている。

「あそこ、座すわりましょ」

　幸さいわいにも備そなえ付けのベンチが空あいていたので、沢渡さわたりさんに言われるまま、僕たちはそこに腰こしを下ろした。

　あと数日もすれば、桜さくらが咲さく頃ころだろうか。

　出来れば満開の桜の下を、沢渡さんと一いつ緒しよに歩いてみたかったな、なんて贅ぜい沢たくな想そう像ぞうが、頭に浮うかんでくる。

「ねえ」

「えっ!?」

　と、すぐ側で聞こえてきた声に、僕は心しん臓ぞうを跳はね上がらせた。

　なんだか、心の中を見み透すかされたような気がしたんだ。

　目を向けると、隣となりに座すわる沢渡さんの顔が、間近でこちらを見つめている。

　そ、そういえば、向かい合って座ったことは何度もあったけど、こうして隣同士で、というのは初めてだよな。

　そう思うと、心臓はさらにドキドキしてきて、沢渡さんの顔をまともに見ることが出来ない。

　とはいえ、目をそらすわけにもいかず、

「な、何？」

　彼かの女じよを見つめ返したまま、僕は無理やり、声を絞しぼり出した。

「聞きたいんだけど、どうして篠しの宮みや君は、私にここまで、親切にしてくれるの？」

「し、親切？」

「情じよう報ほうを教えてくれたりとか、愚ぐ痴ちを聞いてくれたりとか、そういうことよ」

「それは、だって、その、負おい目があるから」

　沢渡さわたりさんとの『出会い』の出来事が、脳のう裏りに浮うかぶ。

　そう。これは決して親切心なんかじゃない。

　事じ故ことはいえ、あんなことをしでかした以上、こちらとしては沢渡さんに協力せざるを得ないんだ。

　僕の言いたいことが伝わったのか、彼かの女じよは少し考えた素そ振ぶりを見せると、言葉を続けた。

「じゃあ、あの出来事がなかったら、私には協力しなかった？」

「ん、それは……」

　その問いに、僕は一いつ瞬しゆん、ノドを詰つまらせる。

　しかし、答えはすぐに出てきた。

「多分、協力していた、と思う」

　だって、それでもやっぱり、負い目があるのだから。

　沢渡さんを騙だましているという事実に、変わりはないんだ。

　そして、その事じ情じようを話すわけにはいかない。

「……」

　そんな僕の心しん境きようを、沢渡さんがどう受け止めたのかは分からないが、彼女はまっすぐにこちらを見つめたまま、言った。

「つまり篠しの宮みや君は、私とシノシノさんがもっと仲良くなったら、嬉うれしいってこと？」

「えっ？」

　沢渡さんと詩し乃のが、もっと仲良くなる？

　いや、そうか。事情を知らない人が、僕の発言を聞いたら、そう受け止めるのが、自然なんだろう、きっと。

　実じつ際さい、僕は詩乃の代わりに沢渡さんと会って、ボロを出さないようにと、必死になって努つとめてきたわけだし。

　だから、この問いにも、

「そうだよ」

　と答えるのが、正せい解かいなんだと思う。

　だけど、僕は即そく答とうできなかった。

　なぜか、言葉が出てこなかったんだ。

「ぼ、僕は……」

　戸と惑まどいながらも、無理やり、感じるままに、声を振ふり絞しぼり、

「僕も、沢渡さんと仲良くなりたいな」

　口からこぼれたのは、そんなセリフだった。

「はっ？」

　その一言に、沢渡さんは目を丸くする。

「あっ……」

　彼かの女じよの反はん応のうを見て、僕は失言に気付き、頭から血の気が引いていく。

　何を言ってるんだ、僕は！　全然関係ないだろ、今はそんなこと！

　また、怒ど鳴なられる。

　そう思って覚かく悟ごを決めていたけれど、

「……」

　しかし、沢渡さわたりさんは顔を赤らめて、僕を見つめるだけだ。

　どうしたんだろう？

　疑ぎ問もんに首を傾かしげていると、沢渡さんはクスリと笑って、上うわ目め遣づかいに僕の顔を覗のぞき込こんできた。

「だったらさ、篠しの宮みや君のことも、もっと教えてよ」

「へっ？　僕のこと？　どうして？」

　彼女の口から出てきた言葉に、僕は驚おどろきを隠かくせない。

「そう、ね。これも情じよう報ほう収しゆう集しゆうの一種だと思ってくれて構かまわないわ。シノシノさんの双ふた子ごの兄である、あんたのことを、もっと知っておきたいなって、そう感じたのよ」

「は、はあ」

　真意が見えてこなくて、曖あい昧まいな返事をする僕に、沢渡さんは補ほ足そくするように続けた。

「だ、だから、その、昨日の別れ際ぎわに上手うまくいかなかったのは、こっちが先走ったせいもあるんだけどさ、やっぱり、まだまだ情報が足りなかったから、というのもあるんじゃないかなって、そう思ったわけよ。だから、教えて欲ほしいの。シノシノさんの一番身近にいる、あんたのことを」

　なるほど、そういう理由か。

　それなら納なつ得とくは出来るし、別に教えること自体に抵てい抗こうは無い。

　でも、僕のこと、と言われてもなあ。

「嫌いやだったらいいのよ。無理して聞こうとも思ってないし」

「ん、嫌じゃないよ。でもさ、何を話せばいいのか、分からないんだ」

「分からない？」

「うん。だって、僕は『篠宮詩し乃のの兄』だから」

　首を傾げる沢渡さんに、僕は自じ虐ぎやく的てきな笑みを浮うかべる。

「詩乃のことは、知ってるよね？　一昨日おとといにも話したけど、昔から、とにかく注目されることが多かった奴やつだって。それでさ、僕もそれなりに、目立ってはいたんだよ。だって、あいつが起こした色んな出来事に、僕も深く関わっていたって、周囲には思われていたわけだからね。共きよう謀ぼうしていたとか、むしろ僕が主しゆ犯はんだった、とか。『悪あく魔まの双ふた子ご』なんて呼よばれていたのも、そう遠くない過か去この話だよ」

　肩かたをすくめながら、僕は言葉を続ける。

「でもさ、僕自身は、実じつ際さいには何もしてないんだ。詩し乃のの引き起こした騒そう動どうの、そのほとんどが巻まき込こまれたことで、僕が自主的に何かをしたことなんて、覚えている限かぎりでは、一つもない。僕自身はどこにでもいる、ごく普ふ通つうの男の子なんだ。だから、何を話せばいいのか分からないんだよ。何も話すことがないからね」

「……」

　言いたいことを言い終えた僕を、沢渡さわたりさんはじっと見つめていた。

　しかし、

「じゃあ、それでいいわよ」

「……えっ？」

　あっさりとそう言われて、僕は思わず、彼かの女じよの顔を覗のぞき込こんだ。

　その顔には、あざけりや、からかいの色なんて浮うかんでいない。

「それでいいって？」

「ごく普通の男の子としての、篠しの宮みや忍しのぶのことを知りたいって、私は言ってるの。ダメ？」

「い、いや、ダメじゃないよ！　それでもいいなら、教えるよ、うん！」

　慌あわてて僕は首を振ふり、気持ちを整理させる。

　それってつまり、僕自身のことにも、少しは興きよう味みを持ってくれてるって、そう考えていいんだよね？

「……分かった。それじゃあ、『篠宮忍』のことを教えるよ」

　そう言って僕は、自分自身について、ぽつぽつと語り始めた。

　中学卒業時点での、得意科目は国語。苦手なのは体育。

　全体的な成せい績せきは中の中と、ごく普通のものだったけど、体育を除のぞけばどの科目も平へい均きん点てん以下を取らなかったことだけが、唯ゆい一いつの自じ慢まんだったりはする。

「特とく技ぎは無いけれど、趣しゆ味みはゲーム。物ごころついたときから、コントローラを握にぎっていた、と思う」

「ゲーム？」

　何なに気げなく語ったことだったけど、その単語に、なぜか沢渡さんは食い付いたみたいだった。

「たとえば、どんなゲームが好きなの？　タイトルは？」

「タイトル？　そうだなあ、たとえば『レジェンドオブダークネス』なんかは、絶ぜつ対たいに手放せない一品だね」

　今は詩乃に、『人ひと質じち』に取られているけどね。

　それに、マイナーなタイトルだから、どうせ伝わらないだろうと思っていたんだけど、

「レジェンドオブダークネス!?」

　意外なことに、沢渡さんは食いついてきた。

「し、知ってるんだ？」

「もちろん！　『バミューダ』の最後のソフトよね？」

「そうそう、それそれ」

『バミューダ』というのは、制せい作さく会がい社しやの名前だ。

「私も持ってるわよ、そのソフト」

「えっ、ほんとに？　どうして？」

「どうしても何も、ファンだからに決まってるじゃない。発売当日に買ったもん」

「そ、そうなんだ。僕も、予約して買ったんだよ。クリアはした？」

「当然じゃない。クリア後の隠かくしボスも、撃げき破は済ずみよ」

　ま、まじですか？

　まさかこんなところで、『同どう志し』に巡めぐり合えるとは思わなかったよ。

「沢渡さわたりさんって、ゲーム、好きなの？」

「ん……、まあね。それなりにやり込んでる、とは思うわ」

　そうなのか。僕もそこそこ遊ぶ方だけど、『レジェンドオブダークネス』のようなマイナーなタイトルに食いついてくるあたり、沢渡さんも相当なゲーマーなのかもしれない。

　しかし、彼かの女じよはバツが悪そうな顔で、さらに言葉を続けた。

「でも、シノシノさんには言わないでね。なんか、変なイメージを持たれたくないし」

　……変なイメージ、ね。

　確たしかに、僕が『篠しの宮みや詩し乃の』として接せつしているときの沢渡さんとは、イメージが全く違ちがうよな。

　ゲームが趣しゆ味みな女の子なんていくらでもいるだろうし、詩乃だってそんなの気にしないとは思うんだけど、沢渡さんがそう望むのなら、僕はただ、従したがうまでだ。

　無言でうなずくと、彼女は安あん堵どの息を漏もらした。

　そんな沢渡さんを見ていると、僕の口からは、自然と言葉が漏れてくる。

「もしかして、僕たちって気が合うんじゃない？」

　言ってからすぐに、ずいぶんと大だい胆たんなことを口にしたなあ、と思ったけれど、彼女は僕の発言を、素す直なおに受け止めてくれたようだ。

「そう、なのかもしれないわね。『レジェンドオブダークネス』が好きという時点で、あんたが『分かってる』人だってことは、疑うたがいようがないわけだし」

　軽く腕うで組ぐみをした後、沢渡さんは立ち上がると、こちらへ振ふり向く。

「篠宮君とは、いいお友達になれそうね」

　にっこりと笑う彼女の顔を見て、僕は少し、複ふく雑ざつな心しん境きように陥おちいる。

　お友達、か。

　まあでも、まずはお友達からって言うし、『不ふ審しん者しや』に比くらべたら、大おお幅はばな格かく上あげだよな。

　前向きに考えよう、うん。

　同意であることを示すため、僕も立ち上がり、沢渡さんに手を差し出す。

　沢渡さわたりさんは笑顔のまま手を伸のばし、

「ママー、あのひとたちって、『かっぷる』なの？」

　──けれど、近くを通りかかった子どもの声で、身体からだを強こわ張ばらせた。

「そうね、仲良しさんみたいだから、邪じや魔ましちゃダメよー」

　母親らしき人は、その子どもの手を取ると、僕たちに軽いウインクなんかをしながら去っていく。

　それはまるで、「がんばれ」とでも言っているかのようだ。

　今は春休みで、周囲にはたくさんの子どもたちと、その親おや御ごさんたちもいる。

　だからこういう反はん応のうがあるのは、当たり前と言えば当たり前なんだけど、沢渡さんにとっては、全く想定外の出来事だったみたいだ。

　依い然ぜんとして固まったままの彼かの女じよに、僕は声をかける。

「あの、沢渡さん？」

「ひゃうっ！」

　すると、その声に驚おどろいたのか、沢渡さんは慌あわてて僕の手を跳はねのける。

「あっ」

　だけど、そのせいで彼女はバランスを崩くずし、背せ中なかから地面に倒たおれそうになった。

「危あぶない！」

　僕は沢渡さんを助けるため、手を伸ばす。

　彼女は反はん射しや的てきに僕の手を取ったが、

「うわっ！」

　沢渡さんに引かれて、僕もその上に覆おおいかぶさるようにして、その場に倒れ込こんだ。

「いたたたた……」

　ヒザを強く打ったのか、鈍にぶい痛いたみが伝わってきて、僕は声を漏もらす。

　でも、地面に倒れたはずなのに、痛いのはヒザだけで、そのことがなんだか不思議──って、なんかつい最近、似にたようなことがなかったか？

　そう。たとえば顔面には温かで柔やわらかい感かん触しよくがあって、両手にはマシュマロに包まれたような、ふんわりとした優やさしさが……。

「っ！」

　僕はすぐさま目を見開き、身体を起こした。

　そして、気付く。

　僕は転んだ拍ひよう子しに、沢渡さんに抱だきついていたのだ。

　しかもまたもや、その両手は、彼女の胸むな元もとをしっかりと握にぎっている。

「ご、ご、ごめんっ！」

　僕は慌てて飛び退のき、尻しり餅もちを突つく。

　しかし時すでに遅おそし。賑にぎやかな雰ふん囲い気きに包まれていた公園は、凍こおりついたように静まり返っていた。

「ママー、あのひとたち、えっちなことしてるー」

「しっ！　見ちゃいけません！」

　さっきまでは微笑ほほえましく僕たちを眺ながめていた親おや御ごさんも、そそくさと子どもの手を引いて、立ち去っていく。

　ああ……、僕はなんてことをしてしまったんだ。

　二回目だぞ、二回目。

　しかも、こんなに人がいっぱいいる中で。

　ショックのあまり、頭の中が真っ白になる。

　何も考えられず、両手を地面につけて、呆ぼう然ぜんとしていると、

「……」

　沢渡さわたりさんがゆるりと立ち上がり、静かに僕を見下ろす。

　顔を上げると、蔑さげすむような眼まな差ざしが、まっすぐに突つき刺ささってきた。

「……やっぱり、あんた、わざとやってるでしょ」

「ち、違ちがう、違うってば！」

　姿し勢せいを正し、僕は必死になって言葉を続ける。

「事じ故こ！　これは、事故なんだ！　信用して欲ほしいって言われても、そりゃあ、信じられないかもしれないけど、でも、本当なんだ！　どうかこの通り、信じてください！」

　地面の上で正せい座ざをして、深々と頭を下げる。

　けれど、沢渡さんの怒いかりが収おさまる様子はない。

　見なくても分かるんだ。彼かの女じよの背せ中なかからは、真っ黒な炎ほのおが立ち上のぼってるってことが。

　重苦しい空気が、周囲を覆おおう。

　──沈ちん黙もくを打ち破やぶったのは、高らかな叫さけび声だった。

「そこまでだ！」

「えっ？」

　突とつ然ぜんの声に顔を上げ、周囲を見回す。

「だ、誰だれ？」

　沢渡さんも戸と惑まどっているらしく、キョロキョロと視し線せんを彷徨さまよわせている。

　そんな僕たちの前に、近くの木こ陰かげから、何者かが姿すがたを現あらわした。

「はっ？」

　その人を見た瞬しゆん間かん、僕の口からは思わず声が漏もれる。

　サングラスをかけ、ベレー帽ぼうをかぶり、マントを羽は織おった、僕と同じくらいの身長と体たい格かく。

　髪かみは僕よりも長く、肩かたまで伸のびたセミロングで、口元には緩ゆるやかな笑みが浮うかんでいる。

　それは、見るからに怪あやしい不ふ審しん者しやで、しかし、そんなことをしそうな奴やつを、僕は一人だけ、知っているんだ。

「な、何をやってるんだ、詩し──」

「お困こまりのようだね、お兄さん！」

　僕の言葉を遮さえぎるようにして、その不審者──、いや、詩し乃のは、片かた手てを突つき出して、高い声を上げた。

　いや、お前、本当に、何をやってるんだ？

　さっき『帰ってきた』っていうメールを貰もらったから、ここにいること自体は不思議じゃないんだけど、なんでそんな格かつ好こうをしてるんだよ。

「だ、誰だれよ、あなた！」

　眉まゆをひそめる僕の近くで、沢渡さわたりさんは目を丸くして、詩乃に指を突きつけた。

　詩乃は彼かの女じよの方へと向き直ると、平然とした顔で、口を開く。

「世にはびこる悪を討うつ正せい義ぎの味方、それがこのわたし、ジェミニ仮か面めん！」

　そう言ってあいつは、親指で僕を指さす。

「何やらそこのお兄さんが、ずいぶんと責せめられていたようなので、ちょっと味方をしてやりたくなったってわけさ！」

「な、何よそれ」

　正義の味方、と名乗る人物に介かい入にゆうされたことで、沢渡さんは少し動どう揺ようしているみたいだった。

「私は悪くないわよ！　篠しの宮みや君が、その、エッチなことをしてくるから……」

「果たしてそれは本当だろうか？」

　言い淀よどむ沢渡さんへ、詩乃はさらに言葉を重ねる。

「一部始終を見ていたけれど、彼は君が転びそうになったのを、助けようとしたのではないか？」

「ん、それは……」

　詩乃の指し摘てきに、沢渡さんは声を詰つまらせた。

　というか、一部始終見てたのかよ。何やってんだよ、本当に。

　沢渡さんも沢渡さんで、ちゃんと話を聞くあたり、律りち儀ぎな性せい格かくなんだなあ。

「もちろんそこのお兄さんは、結果的にはひどいことをしてしまったわけだから、無む罪ざい放ほう免めんというわけにはいかないだろう。だけど、名めい誉よ挽ばん回かいのチャンスくらいは、与あたえてやってもいいのではないかね？」

「名誉挽回？」

　詩乃の言葉に、沢渡さんは首を傾かしげる。

「つまり、彼に紳しん士しとしての度量をアピールする機会が、あってもいいのではないか、ということさ」

「そ、そんなこと、急に言われても。具体的には、どうすればいいっていうのよ」

　突とつ然ぜんの提てい案あんに、沢渡さわたりさんは戸と惑まどいを隠かくせないでいる。

　そんな彼かの女じよに、詩し乃のはあっさりと、

「そうだね。君が彼と、デートをすればいい」

　そんなことを言った。

「……へっ？」

　先に口を開いたのは、僕の方だった。

「え、えーっと、ジェミニ仮か面めんさん、だっけ？　君は何を言ってるんだ？」

　僕が尋たずねると、あいつは快かい活かつな笑みを浮うかべて、言葉を続ける。

「お互たがいに、もっと深く知り合えばいいってことさ。そうすれば誤ご解かいなんて解とけるし、先入観も取り払はらわれることだろう。そして今以上に、自分の気持ちも整理できると思うんだよね」

　詩乃は沢渡さんに視し線せんを移うつすと、肩かたをすくめて口元を緩ゆるめた。

「どうやら君は、自分の気持ちを持て余あましているようだからね。違ちがうかい？」

「……わけ分かんない」

　詩乃の言葉に、沢渡さんはふてくされた顔で答える。

　まあ、そりゃそうだろう。

　気持ちを持て余す、なんて言われても、意味不明だろうし。

「……ふむ」

　沢渡さんの返事に、ジェミニ仮面……、じゃなくて詩乃は、考え込こむ様子を見せていたが、

「じゃあ、こうしよう。篠しの宮みや詩乃も交えて、三人でデートする、というのはどうだろうか？」

　続けて出てきたその提案に、僕も沢渡さんも、大きく目を見開いた。

「ど、どうしてそこで、シノシノさんの名前が出てくるのよ？　あなたいったい、何者なの？」

　沢渡さんの疑ぎ問もんも当然のことだ。

　見ず知らずの誰だれかが、『篠宮詩乃』の名前を知っているはずがないのだから。

　つまり、僕や沢渡さんに関係がある人だって考えるのが当然で、そうなると、詩乃本人だとバレるのも、時間の問題なんだよな。

　ついに、その時がきたか。

　僕は心しん臓ぞうをバクバクさせながら、目を閉とじて、運命の瞬しゆん間かんを待つ。

　しかし、

「ま、わたしが何者なのかは、どうでもいい話さ。通りすがりの正せい義ぎの味方。それ以上でも、それ以下でもないのだからね。大事なのは、そこじゃない」

　そう言って詩乃は、懐ふところから何かを取りだすと、沢渡さんに向かって放り投げた。

「受け取りたまえ」

　言われるがままに、沢渡さわたりさんは右手でそれを受け止めると、いぶかしげな目で、自分の手に視し線せんを移うつす。

　詩し乃のが投げたのは、手のひらに収おさまるくらいの、ボール状じようのカプセルだった。

　ゲーム屋さんやアニメショップの店頭に並ならべられている、いわゆる『ガチャガチャ』の、あのカプセルだ。

　その中には折りたたんだ紙切れが入っていて、沢渡さんが詩乃に目を戻もどすと、あいつは小さくうなずいた。

「開けたまえ。篠しの宮みや詩乃からの伝言だ」

「……」

　沢渡さんは無言でカプセルを開け、紙切れを広げる。

　何が書かれているのか気になった僕は、彼かの女じよの脇わきからその紙を覗のぞき込む。

　するとそこには、こんな一文が書かれていた。

『ジェミニ仮か面めん様に全ての判はん断だんを委ゆだねます』

　……いやいやいやいや。

　おい、詩乃よ。さすがにこれは、適てき当とうすぎるだろう。

　いくらなんでも、こんなので沢渡さんが納なつ得とくするわけないじゃないか。

　呆あきれる僕の横で、沢渡さんは顔を上げると、軽く息を吐はいて、言った。

「それなら仕方ないわね」

　納得するのかよ！

　思わず突つっ込こみの言葉が口から漏もれそうになり、慌あわてて口を手で押おさえる。

　えっ、本当に？

　あの一文で通じるほど、詩乃と沢渡さんは分かり合えてるってこと？

「あんたが何者なのかは分からないけど、シノシノさんが信じてる人なら、私も信じてあげるわ。それで、なんの話だったっけ？」

　胸むねの前で両りよう腕うでを組み、沢渡さんは詩乃を真正面から見つめる。

　つまり、なんだ？　それだけ、詩乃のことを信しん頼らいしてるってこと？

　その事実に、ちょっとした疎そ外がい感かんを覚える僕の目の前では、詩乃がにこやかな笑みを浮うかべていた。

「大切なのは、君自身の気持ちだという話さ」

　詩乃は一歩近づくと、沢渡さんに指を突つきつける。

「篠宮詩乃と、篠宮忍しのぶ。その二人と一いつ緒しよに過すごすことで、どちらへの想いがより大きいのか、はっきりするのだとわたしは思うわけだ。だからこそ、三人でデートをしてみないか、と提てい案あんしているのだが、どうかな？」

「うっ」

　間ま近ぢかに迫せまられ、沢渡さわたりさんはうめき声を上げる。

　動どう揺ようしているせいもあってか、やはり彼かの女じよは、ジェミニ仮か面めんの正体に気付いていないようだ。

　まあでも、それも当然か。

　沢渡さんが『本物の篠しの宮みや詩し乃の』に直ちよく接せつ会うのは、これが初めてなんだから。

　しかもあいつは変へん装そうしてるんだから、気付かなくてもおかしくはない、とは思う。

　だとしても、詩乃の提てい案あんは、確かく実じつに却きやつ下かされるだろう。

　そもそも沢渡さんは、僕とのデートなんてしたくないだろうし、「三人でデートしろ」なんて言われても、迷めい惑わくに思うだけで、断ことわるに決まっているさ。

　そう考えながら二人の動向を見守っていると、沢渡さんは大きくうなずき、

「いいわよ」

　あっさりと、その提案を承しよう諾だくした。

「……へっ？」

　あまりにもスムーズな受け答えだったせいか、僕の口からは変な声が漏もれる。そんな反はん応のうには構かまわず、沢渡さんは言葉を続けた。

「そんなことをしなくても、シノシノさんへの想いが、揺ゆらいだりするわけないんだけどね。逃にげたなんて思われたら嫌いやだし、その誘さそいに乗ってあげようじゃないの」

「オッケー、交こう渉しよう成せい立りつだ。明日は暇ひまかい？」

「ええ、暇よ。時間ならいくらでもあるわ」

「それじゃあ、決まりだ。わたしからも、篠宮詩乃には伝えておこう。細かい予定なんかは、後でメールか何かで決めておくといい。それでは、わたしはここでオサラバさせてもらおうか！　また会おう、諸しよ君くん！」

　言うだけを言うと、詩乃は身をひるがえし、

「我われこそは正せい義ぎの味方、ジェミニ仮面！　あはは、あははははっ！」

　高らかな笑い声と共に走り去り、公園から姿すがたを消していった。

「……」

　僕としては、ただただ、その後ろ姿を見送るしかない。

　園内にいる他の人たちも、呆ぼう然ぜんと見守っている中、沢渡さんが口を開く。

「ジェミニ仮面、いったい何者なの……？」

　あっ、やっぱり、バレてないんだ。

　安心したような、呆あきれたような目で見ていると、彼女はこちらの視し線せんに気付いたのか、瞬しゆん時じに顔を赤くした。

「か、勘かん違ちがいしないでよね！　ジェミニ仮面の提てい案あんをオッケーしたのは、その、あんたに私のフォローをしてもらおうと思っただけなんだから！」

　頰ほほを染そめつつ、顔を背そむけて、沢渡さんは言葉を続ける。

「シノシノさんの前で、私のいいところをアピールする。それがあんたに与あたえられた役目よ。だから、絶ぜつ対たいにヘンな気とか、起こしちゃダメなんだからね」

「ヘ、ヘンな気って？」

「う、うるさい！　とにかく、あんたは私のサポートに徹てつするの！　分かった？」

「は、はい！」

　反はん射しや的てきに背せ筋すじを伸のばして、大きな声で返事をする。

　しかし、なるほど、そういうことか。

　つまり沢渡さわたりさんは、詩し乃のともっと仲良くなるために、提てい案あんを承しよう諾だくしたわけだ。

　そういうことなら、彼かの女じよの言動も理り解かいできるというものだよ。

　少し寂さびしい、と感じているのは事実だけど、でも、それで沢渡さんの役に立てるなら、別にいっか。

「そういうことだから、明日もよろしくね」

　口を『へ』の字に曲げながら、沢渡さんは背を向ける。

　もう、ここでお別れ、ということか。

「うん、また明日」

　返事をすると、彼女は振ふり返りもせず、軽く手を振って、公園を後にした。

　その背中を、僕は黙だまって見送る。

　何はともあれ、明日もまた、会えるんだ。

　それならこの状じよう況きようも、決して悲ひ観かん的てきに捉とらえる必要はないのかもしれない。

　さて、僕もそろそろ帰ろうか。

　と、軽く伸のびをして、周囲を見回し、

「……あれ？」

　そのとき僕は、園内から人ひと気けが減へっていることに、今いま更さらながらに気付いた。

　さっきまでは多くの人で賑にぎわっていたはずなのに、今はほとんど誰だれもいない。

　残っている人も、僕と目が合うとすぐに顔を背そむけ、公園の隅すみの方へと、逃にげるように走っていく。

　もしかして、避さけられてる？

　他の人も、変な騒さわぎを起こしていた僕たちとは、関わり合いになりたくないからか、帰っていった、とか？

「……はあ」

　自然と、大きなため息が口からこぼれる。

　この公園、家から結けつ構こう近いんだよなあ。

　ご近所で妙みような噂うわさが立ってたりしたら、嫌いやだなあ。

　そんなことを考えながら、僕は重い足を自じ宅たくへと向けるのだった。
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　帰き宅たく後ご、自室のドアを開けると、ベッドに腰こし掛かけていた詩し乃のが、笑顔で僕に手を振ふった。

「おかえりー」

「……それはこっちのセリフだよ」

　どうせ話をするつもりだったんだし、勝手に部屋へ入っていたことには、とやかく言わないでおこう。

「長旅お疲つかれ様。旅行、楽しかったか？」

「まあね。お土産みやげも買ってきてるから、後で食べなよ」

　詩乃は無む邪じや気きに笑い、白い歯を光らせる。

　まるで何事もなかったかのようなその態たい度どに接せつしていると、

『今日は平和な一日だった』

　なんて錯さつ覚かくを抱いだきそうになるけど、しかし当然ながら、さっきまでのあれこれが『無かったこと』になるはずがない。

「詩乃、どうしてあんなことをしたんだ？」

「うん？　なんのこと？」

「いや、そういうの、いいからさ。なぜ、あの場にいたのかくらいは、説明してくれるんだよな？」

　すっとぼけた返事を受け流すと、詩乃は肩かたをすくめた。

「まあ、成り行きってやつさ。旅行から帰ってきて、家に着いても、忍しのぶの姿すがたがない。メールの返事もないし、これは何かあったな、と思ったわたしは、近所を散さん策さく。公園に足を伸のばしたところ、なんと、忍が女の子と二人っきりでイチャイチャしているじゃないか。しかもその相手の人に、わたしは見覚えがある。そうだ、忍からの写メで送られてきた画が像ぞうとそっくりの人だ、つまりあれが、沢渡さわたりさん？　と、事の真しん偽ぎを確たしかめるために、様子をうかがっていたところ、忍が粗そ相そうを働いたせいで大ピンチに。兄を助けるのが妹の役目、と決意したわたしは、こんなこともあろうかと、持ってきていた変へん装そう道どう具ぐを使い、ジェミニ仮か面めんへと華か麗れいな変身を遂とげた、というわけさ」

　一気に畳たたみかけるように話し終えた詩乃は、『理り解かいできた？』とでも言いたげに、僕の顔を覗のぞき込こんでくる。

「……こんなこともあろうかと、ね」

　どんな思考をすれば、変装道具が必要になる場面を想定できるんだよ、と突つっ込みたくはなるが、まあ、詩乃は普ふ通つうじゃないからな。

　おそらくだけど、『沢渡さんと鉢はち合あわせる』という可か能のう性せいを、頭のどこかでは考えていたんだと思う。

　沢渡さわたりさんがこの街に来ている。

　加えて、僕と連れん絡らくが取れない。

　その二つを結びつければ、『変へん装そうする』という選せん択たく肢しが、あいつの中では思い浮うかぶのだろう、きっと。

　実じつ際さいに、その変装道具が役に立ったのだから、こちらとしては何も言えない。

　ピンチを救ってもらった身としては、感かん謝しやこそすれ、責せめる気になんてなれないさ。

　それはいい。それはいいんだけど、でも、だからといってこの一いつ件けんを、「助かったよ」で終わらせるわけにもいかないんだ。

「なぜ、あの場にいたのかは、分かったよ。じゃあどうして、『三人でデート』なんて提てい案あんしたんだ？」

「ん？　ダメだった？」

　悪びれた様子のない詩し乃のに、僕は苛いら立だつ心を抑おさえて言葉を続ける。

「勝手に決めるなって言ってるんだよ。せめて、理由くらい教えろよな」

「理由なんて簡かん単たんだよ」

　問い詰つめるような僕の口く調ちように対して、詩乃は平然とした顔で、

「楽しいからに決まってるじゃん」

　あっさりと、そんなことを口にした。

「お、お前なあ」

　さすがに平へい常じよう心しんを保たもつのが難むずかしくなってきて、大きな声を上げそうになるが、そんな僕を制せいするように、詩乃はさらに言葉を続けた。

「忍しのぶは楽しくない？　沢渡さんとまた、デート出来るんだよ？」

「た、楽しいわけ……」

　楽しいわけがない、と言おうとして、僕はノドを詰まらせる。

　すぐには言葉が出てこなかったんだ。

　だって、そんなの、楽しいに決まってるんだから。

　沢渡さんとまた会えるのに、楽しくないわけがない。

　そんな僕の反はん応のうを見て、詩乃はニヤニヤと笑っている。

「そ、それでも、勝手に決めるのはダメだろ。沢渡さんにだって、都合があるだろうし」

「沢渡さんだっていいって言ったんだから、別に都合は悪くないんじゃない？　ま、決まったことはもういいじゃん。それとも、今いま更さらキャンセルできる？　忍が本気で嫌いやだって言うのなら、わたしは構かまわないけどさ」

「……」

　そんなこと、できるわけがない。

　だって、誰だれも望んでいないのだから。

　結局、僕は詩し乃のの強引な振ふる舞まいに腹はらを立てているだけで、結果自体には満足してるってことだ。

　そんな心しん境きようも、詩乃には見み透すかされているのだろう。

　無言を肯こう定ていと受け取った彼かの女じよは、

「じゃあ、明日の予定を詰つめていこうよ」

　と、ベッドから立ち上がる。

　そして、何なに気げない口調で、さらに言葉を続けた。

「そうだ、忍しのぶ。明日も女じよ装そう、よろしくね」

「………………は？」

　声を漏もらすのに、しばらくの時間が必要だった。

　お前、今、なんて言った？

「女装だよ、女装。これまでと同様に、忍には『篠しの宮みや詩乃』を演えんじてもらうのさ」

「い、いや、待て、待ってくれ。なんでわざわざ、そんなことを？　詩乃本人がいるんだから、お互たがいにそのまんまの格かつ好こうで行けばいいだろ？」

「だから、前にも言ったじゃん。沢渡さわたりさんは『女装した忍』を、『シノシノさん』として認にん識しきしてるって。わたしがそのまんま出ていってもダメなの」

　確たしかに、そういう話はしたような気がする。

　実じつ際さい、沢渡さんは『ジェミニ仮か面めん』の姿すがたは見たけれど、詩乃の素す顔がおは知らないんだし。

「じゃあ、お前はどうするんだよ。三人でデートなんだろ？　篠宮詩乃が二人いる、なんてわけにはいかないだろう？」

　僕が当然の疑ぎ問もんを口にすると、彼かの女じよは親指を突つき立てて、答えた。

「そんなの決まってるよ。わたしが『篠宮忍』になればいいだけの話さ」

「お前が、僕に？　それは、つまり、男装するってことか？」

「その通り。忍が『篠宮詩乃』になり、わたしが『篠宮忍』になる。それで万ばん事じ解かい決けつだよ」

「はあ……」

　詩乃の物言いに、僕はため息を漏もらす。

「そんなの、無理に決まってるだろ」

「どうしてさ？」

「だって、沢渡さんは篠宮忍に、つまり僕に会ってるんだから。『僕』をそのまんま、『篠宮忍』として認識してるんだから、『篠宮詩乃』が『僕』を演じて、男装しても、バレるってことだろ？」

　それでバレないのなら、詩乃が詩乃として、沢渡さんと会っても、大だい丈じよう夫ぶってことなる。

　けれど、詩乃の理り論ろん通どおりなら、それじゃダメだし、その逆もまた然り。

　要するに、男装すれば大丈夫、という話でもないんだよな。

　これって結けつ構こう、致ち命めい的てきな問題なんじゃないかな、と考える僕の前で、しかし詩し乃のは、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。

「その点に関しては、大だい丈じよう夫ぶだと思っているよ」

「なんでさ？」

「まだ、確かく証しようは持てないから、言葉にはできないけどね。まあ、心配しなくてもいいよ。そのことは、わたしに任まかせてくれないか？」

「はあ」

　確証がないのなら無茶するなよ、と口にしたくはなったけど、詩乃がそこまで言うのなら、任せておいてもいいのだろう。

　そう思えるくらいには、こいつのことをある意味、信しん頼らいはしているんだ。

「──わたしとしては、どうして『篠しの宮みや忍しのぶ』が沢渡さわたりさんと会っていたのか、そっちの方が気になってるんだけどねー」

　と、不意に詩乃は、意地悪な目を僕に向けてくる。

　そ、そういえば、僕が沢渡さんと会ったこと、詩乃には内ない緒しよだったんだよな。

　今日の『反はん省せい会かい』のことだって、詩乃には伝えてなかったし、心の片かた隅すみに後ろめたい気持ちが生まれて、胸むねに小さな痛いたみが走る。

　僕と沢渡さんの会話、いつから聞いてたんだろう？

　いずれにせよ、二人で会ってるところを、詩乃には見られたんだ。話さないわけにはいかないよな。

　でも、それは今じゃない。

「そのことは、そのうち、ちゃんと説明するよ。だから、ひとまずは置いといてくれないか？」

「……」

　その返事に、詩乃はじっとこちらを見つめていたが、

「オッケー、必ずだよ。約束だからね」

　僕のお腹なかを軽く叩たたいて、再ふたたび白い歯を見せた。

　安心した僕は、話を戻もどすことにする。

「なあ、詩乃。それでもやっぱり、男だん装そうは無理だと思うんだ」

「ふむ。理由は？」

「その髪かみだよ」

　そう言って僕は、肩かたまで伸のびた詩乃の髪を指さす。

「僕は今まで通り、同じウィッグをつければいいけど、お前はどうするんだ？　ショート用のウィッグ、持ってるのか？」

「いや、無いね、そういえば」

　だろうな。あいつのクローゼットの中を確かく認にんしたときも、それらしき物は見当たらなかったし。

　それに、僕も女じよ装そうというか、変装については、自分でもちょっと調べてみたんだけど、セミロングの頭にショートのウィッグを使うのって、結けつ構こう難むずかしいらしいんだよな。専せん用ようのネットで髪かみをまとめなきゃいけないし、不自然にならないよう整えるだけでも大変だし。

　仮かりに詩し乃のがショート用のウィッグを持っていたとしても、絶ぜつ対たいに失敗するわけにはいかないことを思えば、あまりにもリスクが高すぎる。

　そんな僕の懸け念ねんを吹ふき飛ばすかのように、

「でも、まあ、そんなの簡かん単たんだよ」

　詩乃はあっさりと口を開いた。

　そのまま彼かの女じよは、僕の勉べん強きよう机づくえに近づく。

　そして、ペン立てに立ててあったハサミを手に取ると、反対の手で自分の髪を持ち上げ、

「こうすればいいんだから」

　──言葉と共に、バッサリと切り落とした。

　突とつ然ぜんのことに、止める暇ひますらなかった。

　窓まどから差し込む光を受けて、キラキラと輝かがやきながら、詩乃の髪が床ゆかへと舞まい落ちる。

「……お前、何やってんだよ」

　乾かわいた声で、どうにかして言葉を絞しぼり出す。
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　こいつは、本当に、何をやってるんだ。

　いくらなんでも、やり過すぎだろう。

　動どう揺ようする僕を見て、詩し乃のはニヤリと笑みを浮うかべた。

「わたしは忍しのぶと遊ぶためだったら、なんでもするよ。なんでも、ね」

「……忍『で』だろ？」

　軽く頭を振ふり、気持ちを落ち着ける。

　そう。分かっていたことじゃないか。

　詩乃は昔っから、こういう奴やつだって。

　一度決めたことは、身体からだを張はってでも、絶ぜつ対たいにやり遂とげる。

　僕が何を言ったところで、こいつの意思は、きっと変わらない。

　だったらもう、詩乃の望む通りにするしかないじゃないか。

「分かったよ。明日の予定を聞かせてくれ。僕もなるべく、がんばるからさ」

　今日、何度目になったのかも分からないため息をついて、僕は腰こしに手を当てる。

　すると詩乃は、心の底から嬉しそうに、高らかな声で言った。

「明日のデート、楽しみだね！」

　──僕たちみんなにとって、運命となる一日は、もう、すぐそこまで迫せまっていた。
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「ふう……」

　気持ちを落ち着けるため、小さく息を吐はき出す。

　軽く頭を振ふって、雑ざつ念ねんを振り払はらおうとする。

　しかし、緊きん張ちよう感かんは拭ぬぐえない。

　不安と高こう揚ようが混まざったような気持ちで、僕は駅前広場に立っていた。

　時じ刻こくは間もなく、午後１時になろうかという頃ころ。

　昨日はあれから、沢渡さわたりさんとメールでいくつかのやり取りを交わし、結果、本日のデートは無事、成立。

　今日もまた一いつ緒しよに遊ぼう、ということになったんだ。

『シノシノさん』としての僕が、彼かの女じよと会うのは、これで三度目だ。

　今までと違ちがうのは、僕の隣となりに詩し乃のがいる、ということ。

「沢渡さん、まだかなー。どんな人なのか、楽しみだね、詩乃」

　詩乃はニコニコと笑いながら、こちらに視し線せんを向け、『僕』の名を口にした。

　予定通り、今日も僕は『篠しの宮みや詩乃』として、女じよ装そうをして、この場に臨のぞんでいる。

　そして詩乃は、『篠宮忍しのぶ』に成りきっている。

　結局、詩乃はあの後、理り髪はつ店てんに行って、ちゃんと髪かみを整えてきたんだ。

　おかげさまで、男装は完かん璧ぺき。

　僕の普ふ段だん着ぎを身に着けた詩乃を見ていると、まるで鏡の前に立っているかのような気になってくる。

　ほんと、見た目だけはそっくりだよな、僕たちって。見た目だけは。

　じっとりとした目を向けていると、詩乃は爽さわやかな表ひよう情じようのまま、僕の頰ほおを引っ張ぱってきた。

「ほら、詩乃もちゃんと、楽しそうな顔をしなきゃ。笑顔、笑顔」

「ちょ、や、やめろって」

　その手を必死に払はらいのけながら、頭の中には、昨日の夜のことが思い浮うかぶ。

　まず、前ぜん提てい条じよう件けんとして、篠宮忍は沢渡さんと会ったことがない、ということになっている。

　二人が秘ひ密みつ裏りに情じよう報ほう交こう換かんをしたり、愚ぐ痴ちを聞いたりしていたことは、詩乃には秘ひ密みつ。

　そういう『設せつ定てい』があることを踏ふまえた上で、詩乃は沢渡さんに、一通のメールを送ったんだ。

『双ふた子ごの兄が、沢渡さんに会ってみたいって言ってる』

　と。

『詩乃から沢渡さんのことを聞いた兄が、興きよう味みを持って、三人で会ってみようと言い出したんだけど、構かまわないかな？』

　そういった内ない容ようのメールを、あいつは沢渡さわたりさんに送信したんだ。

　すると沢渡さんからは、

『はい、喜んで！』

　即そく座ざにそんな返事が来て、隣となりで成なり行ゆきを見守っていた僕は、安あん堵どと不安が合わさったようなため息を漏もらしたんだよな。

『三人でデートする』ということで、話はついていたんだから、当然と言えば当然の流れではある。

　だけど、もしかしたら沢渡さんの中では、詩乃は僕のわがままに『巻まき込こまれた』ということになっているのかもしれない。

　そう思うと、憂ゆう鬱うつな気分にもなってくるというものだよ。

　実じつ際さいには、こいつが首しゆ謀ぼう者しやというか、全ての元げん凶きようなんだけどね、うん。

　──僕は詩乃に、『篠しの宮みや忍しのぶとして、沢渡さんと会った日の出来事』も、全て打ち明けている。

　詩乃が『篠宮忍』に変へん装そうして、沢渡さんの前に立つ以上、僕が知っているはずの情じよう報ほうは、あいつも知っていなきゃおかしいわけで、だったら、話さないわけにはいかない、と思ったからだ。

　もちろん、沢渡さんとの約束を破やぶったことには、大きな罪ざい悪あく感かんを覚えている。

　不ふ測そくの事じ態たいが起きたのだから、と言い訳わけするつもりもない。

　この一連の出来事の、全てが片かた付づいたとき、僕は彼かの女じよに、土ど下げ座ざして謝あやまるつもりではいるんだ。

　そんな思いを胸むねに、双ふた子ごの妹との無む益えきな小こ競ぜり合いを続けていると、

「おっ」

　詩乃は不意に手を止めて、顔を横に向ける。

　その視し線せんの先に僕も目を向けると、見知った姿すがたが、こちらに近づいてくるのが見えた。

　沢渡さんだ。

　僕たちの前まで歩いてきた彼女は、一度こちらに目を向けて、すぐに隣となりへと視線を移うつすと、にこやかな笑みを浮うかべて、口を開いた。

「はじめまして、沢渡カレンです」

「はじめまして、篠宮忍です」

　沢渡さんの言葉を受けて、詩乃も笑顔で応こたえる。

　……はじめまして、か。

　まあ、そうだよな。

　沢渡さんと『篠宮忍』は、今日、初めて会うんだから。

『そういう設せつ定てい』なんだから、僕が不自然な態たい度どを見せるわけにもいかない。

「ご、ごめんね、沢渡さわたりさん。急にこんな約束、取りつけちゃってさ」

　なるべく自然な態たい度どを装よそおって、僕は沢渡さんに言葉をかける。

　すると彼女は微笑ほほえみ、

「いえ、いいんですよ。お気になさらず」

　そう言って、僕にチラリと視し線せんを向けてくる。

　……一昨日おとといの『あれ』、まだ気にしてるはずだよな、絶ぜつ対たい。

　もしそうなら、何かフォローの言葉でも、かけるべきかもしれない。

　そんなことを思っていると、詩し乃のが一歩前に出て、沢渡さんに右手を差し出した。

「今日はわたしのわがままに付き合ってくれて、ありがとう。楽しい一日にしようね」

　……おい、待て。

　お前、今、『わたし』って言ったか？

　それ、まずいだろ。

『篠しの宮みや忍しのぶ』は、沢渡さんの前では『僕』という一いち人にん称しようで接せつしてるんだから、そこを言い間ま違ちがえたら、怪あやしまれるんじゃ──、

「はい。楽しい一日にしましょう」

　と、沢渡さんは何事もなかったかのように、詩乃の手を握にぎった。

　どういうことだろう？

　不ふ可か解かいなやり取りに、僕は首を傾かしげたが、

（──ああ、そうか）

　すぐに、全てを理り解かいする。

　そもそも、『沢渡さんは篠宮忍に会ったことがない』という設せつ定ていなんだよな。

　少なくともそのことを、詩乃には知られてない、ということになってるんだから、『篠宮忍』が、『わたし』と言っても、聞き流すしかないんだ。

　たとえどれだけ違い和わ感かんを覚えたとしても、だ。

　もしかしたら頭の中では、

（篠宮君は、どうして『わたし』なんて言ったんだろう？）

　と疑ぎ問もんに思っているのかもしれないけれど、そのことを表に出すわけにはいかない。

『篠宮忍との関係』が、明るみに出るかもしれないからだ。

　実じつ際さいには、詩乃にはもうすでに僕たちの関係がバレてるんだけど、そんなこと彼女は知らないし、そうなると、『受け流す』以外の選せん択たく肢しはないわけだ。

「とりあえず、どこかに行こうか」

　と、僕や沢渡さんの考えていることなど意に介かいした様子もなく、詩乃は言葉を続ける。

「はい、そうしましょう」

　沢渡さんも笑顔で応おうじ、僕に目を向けた。

「それではシノシノさん、参まいりましょうか」

　そう言って彼かの女じよは、詩し乃のと並んでサクサクと歩いて行く。

　居い心地ごこちの悪さを感じながらも、僕は二人についていくしかなかった。







　行きついた場所は、昨日と同じ、近所のカフェだ。

　沢渡さわたりさんに情じよう報ほうを提てい供きようしたり、愚ぐ痴ちを聞いたりした、あの場所である。

「ここで軽くお茶でも飲んでいこっか」

　そう言うなり、さっさと店内へ入っていく詩乃に続き、僕と沢渡さんも足を進める。

　僕は詩乃に、沢渡さんとどこで会っていたのかまでは教えてない。けれど、近所でゆっくり話し合うにはここが最さい適てきだし、たまたま場所が重なったんだろう。

　それにしても、面めん倒どうくさい状じよう況きようではある。

　おそらく今、沢渡さんは心しん中ちゆう穏おだやかじゃないはずだ。

　だって、このお店を選んだのは、『篠しの宮みや忍しのぶ』だからだ。

　内心では、

（昨日と同じ場所を選ぶなんて、何考えてるのよ！　何かの拍ひよう子しに、私たちの関係がバレたらどうするの!?）

　なんてことを考えていても、おかしくはない。

　実じつ際さい、僕たちの向かい側の席に座すわってからずっと、沢渡さんは詩乃のことを、じっと見つめるばかりだ。

　あれはきっと、『篠宮忍』に対する無言の圧あつ力りよくなのだろう。

　でも、その視し線せんを実際に受けているのは詩乃なわけで、的まと外はずれな敵てき意い、なんだよな。

　そのことを沢渡さんに教えてやるわけにもいかず、僕はただ、成り行きを見守るしかない。

　運ばれてきたドリンクを前に、沢渡さんと詩乃は向かい合ったまま、会話を繰くり広げる。

「わたしの妹が、いつもお世話になってるみたいだね。心からお礼を申もうし上げるよ」

「いえいえ、こちらこそ。シノシノさんとは仲良くさせてもらっていて、とっても感かん謝しやしてるんですよ。……忍さんも、春休みの貴き重ちような休日を、私なんかのために費ついやしてもらって、本当にありがとうございます。でも、実際に会ってみて、がっかりしたでしょ？　こんな地じ味みな女の子で」

「いやいや、わたしとしては、ただただ驚おどろくばかりさ。詩乃から聞いたよ。沢渡さんが、どういう人なのかって。そうだよね、詩乃？」

「えっ!?」

　不意に声をかけられ、僕は思わず、素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「沢渡さんはとっても素す敵てきな人だから、お前も一度、会ってみろって、そう言ってたじゃないか。言ったよね？」

　そ、そりゃあ、そういう意味のことは電話で伝えたけどさ、しかし、こんなややこしい状じよう況きようで言わなくても、もっと普ふ通つうに、ちゃんとした形で、だな……。

　言葉に出来ない思いを抱かかえたまま、口をパクパクさせていると、詩し乃のは沢渡さわたりさんに向き直って、さらに続けた。

「もしかしたら、わたしなんかが急に『会ってみたい』なんて言い出したせいで、沢渡さんは迷めい惑わくに思っているかもしれない。でも、これは詩乃の望みでもあるんだ。だから、どうか気を悪くしないでやって欲ほしい」

「いえ、迷惑だなんて、そんな」

「わたしのことなんて、心の底からうざったく思ってるかもしれないけど、それもこれも、全ては詩乃が言い出したことなんだ。そう。わたしは何も悪くない。全ての責せき任にんは、篠しの宮みや詩乃にあるのだから」

　長々と語りながら、詩乃は僕にウインクをしてくる。

　まあ、そりゃあ『真相』としては、確たしかにその通りだけど、今、この瞬しゆん間かんに、そんなことを言ってどうするんだよ。

　自分自身への、自じ虐ぎやく気ぎ味みな反はん省せいの言葉を、僕に伝えようとしているのか？

　……いや、違ちがう。そうじゃない。

　今の会話を、事じ情じようを知らない人が聞けば、『篠宮詩乃はひどい奴やつだな』と思うだろう。

　でもそれって、沢渡さんからすれば、『仲のいい友達が責せめられている』ということになるんだよな。

　じゃあ、責めているのは誰だれだ？

『篠宮忍』だ。

　つまり、沢渡さんの視し点てんからすれば、僕が責めていることになるんだ。

「……」

　沢渡さんは無言のまま、ニコニコとした笑みを浮うかべている。

　表ひよう情じようからは、何を考えているのかがいまいち読み取れないけど、その瞳ひとみが、

（あんた、私のフォローをしなさいって言ったでしょ。どういうつもり？）

　と語っているような気がして、僕の背せ中なかに冷たい汗あせが流れた。

　そう、なんだよな。

　沢渡さんは、『篠宮詩乃』の前では猫ねこをかぶってるから、うかつに『素すの姿すがた』を見せられないんだ。

　そのことにおそらく、詩乃も気付いているのだろう。

　だからこそあんな、煽あおるようなセリフをまくしたてているのだろうか。

　だとしても、詩乃が何をしたいのか、その意い図とが読めない。

　ひょっとして、僕をからかってる？

　困こん惑わくする僕の横で、我わが妹はさらに言葉を続けた。

「もうさ、あんな奴やつのことは放っておいて、わたしと仲良くなってみないかい？」

　そう言って詩し乃のは、沢渡さわたりさんの間近へと顔を寄よせる。

　こ、こいつ、ナンパまでし始めやがったぞ。

　お前、さすがにそれは、やり過すぎだろ。

『篠しの宮みや忍しのぶがどう思われるか』は別にしても、いきなり迫せまられたら、沢渡さんも困こまるだろうし。

　そう思った僕は、詩乃の肩かたを摑つかもうとして、

「お気き遣づかいありがとうございます」

　その直前に、沢渡さんが口を開いた。

「けれど、心配するようなことは何もありませんよ。本当に、迷めい惑わくなんかじゃありません」

　にこやかな笑みを崩くずさず、彼女は詩乃をまっすぐに見つめる。

「私も、あなたに会いたいなって、ずっと思ってましたから」

「えっ？」

　沢渡さんの言葉に、僕の心しん臓ぞうは跳はね上がり、思わず声が漏もれる。

　慌あわてて口を押さえるが、二人とも僕には視し線せんを向けてこない。気付かれなかった、と思っていいのかな？

　安心した僕は肩をなでおろしつつ、沢渡さんの言ったことを頭に思い浮うかべる。

　会いたいって、ずっと思ってた？

　それって、『篠宮忍』に向けた言葉、なんだよな？

「以前、シノシノさんからメールで、忍さんの写真を送ってもらったことがあるんです。そのときお顔を拝はい見けんして、それ以来、ずっと興きよう味み津しん々しんでした」

　……おい、詩乃。お前、僕の写真を勝手に送るな。せめて、一言くらい言ってからにしろよ。

　じっとりとした目で隣となりをにらむと、詩乃は肩をすくめて、僕から目をそらした。

　まったく、こいつは。

　詩乃の身勝手な振ふる舞まいに、今いま更さらながらに腹はらを立てつつも、僕はふと、思う。

　沢渡さんの言葉は、どこまでが本心なのだろう、と。

　僕に興味津々？

　それは、異い性せいとして、ということ？

　唇くちびるを震ふるえさせながら、僕は口を開いた。

「さ、沢渡さんは、忍のことが、気になってたの？」

「はい、それはもう」

　即そく答とうされて、僕の鼓こ動どうが高鳴る。

　しかし、

「だって、シノシノさんとそっくりだと聞いてましたから」

「えっ？」

　続いたその一言に、僕は変な声を上げた。

「それってつまり、シノシノさんのお顔を拝見しているのと同じ、ということですよね？　そう思ったら、ドキドキするじゃないですか！　だって私、シノシノさんのこと、大好きですから！」

　沢渡さわたりさんは一人で興こう奮ふんしながら、顔を赤らめる。

　な、なるほど、そういうことか。

　要するに、今のは『篠しの宮みや忍しのぶ』への、反はん撃げきだ。

　意地悪な発言ばかりを繰くり返すから、ちょっとからかってみた、というわけだ。

　そのことを少し寂しく思いつつも、安心した僕は、小さく息を吐はいた。

　そして乾かわいたノドを潤うるおすため、自分が注文したコーヒーを、口につける。

「なるほど」

　その瞬しゆん間かん、詩し乃のは軽くうなずき、胸むねの前で腕うでを組みながら、唐とう突とつに言った。

「実はわたしも、妹である詩乃のことを愛してるんだ」

　──僕は思わず、口の中のものを噴ふき出した。

　お、おま、お前、いきなり、何を言い出すんだ！

「詩乃を、愛してるんだよ」

　二回も言わなくていいってば！

「……」

　動どう揺ようする僕の前で、沢渡さんは詩乃を凝ぎよう視ししている。

　これはもう、確かく実じつに怒おこってるよな……。

　しかし、こちらの想そう像ぞうを振ふり払はらうかのように、彼女は軽く手を叩たたき、口元を緩ゆるめた。

「やっぱり、そうだったんですね！」

「……へっ？」

　なぜだか納なつ得とくしているかのような返事に、僕はまたもや、変な声を漏もらす。

　そしてその答えを予よ測そくしていたかのように、

「提てい案あんだ」

　詩乃は沢渡さんに、指を突つきつけた。

「どちらが詩乃のパートナーに相応ふさわしいか、勝負して決めないか？」

　いや、だから、お前は何を言ってるんだ。

　いきなりそんなことを提案されても、沢渡さんだって困こまるだろう。

「望むところです！」

　異い様ようにノリノリだった。

　えっ、引き受けるの？　本当に？

「場所を変えよう。ここじゃあ、狭せますぎる」

「はい、そうしましょう！」

　二人は同時に立ち上がり、こちらに顔を向ける。

「どうしたのさ、詩し乃の。ほら、立って立って」

「シノシノさん、行きましょう！」

「えっ、あっ、は、はい」

　僕は半ば引っ張ぱられるようにして、詩乃と沢渡さわたりさんの後についていく。

　こうして僕たち三人は、決戦の地へと足を向けるのだった。




　　　２




　向かった先は、僕にとっても馴な染じみのある場所だった。

　そこは、スポーツ系けいのアトラクションが豊ほう富ふなアミューズメント施し設せつで、家の近所にあるおかげで、小さい頃ころから詩乃と一いつ緒しよに遊びに来ることが多かったんだ。

　そのほとんどが、詩乃に無理やり付き合わされて、ではあったんだけど。

「勝負の内ない容ようを決めよう」

　店内に入るなり、詩乃はそう言って、沢渡さんに目を向けた。

「もしかしたら知ってるかもしれないけど、わたしはスポーツが苦手なんだ」

　腰こしに手を当てて、詩乃は堂々と、そんなセリフを口にする。

　ウソつけ、と突つっ込こみたくなるところだが、今、あいつは『篠しの宮みや忍しのぶ』なんだから、当然その言い分は正しいということになる。

　そして、沢渡さんは『篠宮忍には会ったことがない』ということになってるんだから、

「まあ、そうなんですか。初耳です」

　と答えるしかないわけだ。

　沢渡さんの返事を受けて、詩乃は大きくうなずいた。

「そこでだ。スポーツ系のゲームで勝負をする、というのはどうだろうか。男女の違ちがいはあるかもしれないけど、ハンデとしてはちょうどいいと思うんだ」

　どうだろうか、じゃないよ。

　何がハンデだ。お前、スポーツ得意だろ。

　突っ込みたくても突っ込むわけにはいかない、という僕の視し線せんが目に留とまったのか、

「……ん、そうだね」

　詩乃はさらに言葉を続ける。

「条じよう件けんを追加しよう。三本勝負で、そのうちの一本でも沢渡さんが勝てば、わたしの負けということにする。それでどうかな？」

　詩し乃のの提てい案あんに、沢渡さわたりさんは手を叩たたいて、ニッコリと笑った。

「はい、その条じよう件けんでやりましょう！」

　い、いいんだ、それで……。

　やる気満々な彼かの女じよの姿すがたを見ていると、口を挟はさむ気にもなれず、

「えっと、あー、しの──、じゃなくて、忍しのぶ。ちょっと、こっちへ」

　詩乃に声をかけ、沢渡さんから離はなれた場所へと、そそくさと移い動どうする。

「どうしたんだい、我わが妹よ」

　小さな声で、それでいて笑顔で応おうじる詩乃に、僕はため息を漏もらす。

「あのさ、お前、何考えてんだよ」

「何って、何さ？」

「本気で沢渡さんに勝つつもりなのかって言ってるんだ」

「当然だよ。本気でやらなきゃ、真しん剣けん勝しよう負ぶじゃないし、沢渡さんにも失礼だよね」

「いや、そりゃあ、そうなんだけどさ……」

　その正せい論ろんに、僕が言い淀よどんでいると、

「忍は、わたしが負けたら嬉うれしい？」

「はっ？」

　詩乃は顔を寄よせて、じっとこちらの目を見つめてきた。

「つまり、沢渡さんに勝って欲ほしいって、そう思ってる？」

「……そりゃあ、そうだな。お前が勝ったら、なんだかややこしいことになりそうだし」

「そっか。だったらやっぱり、わたしは本気でやるしかないね」

「やっぱりってなんだよ。なんでそうなるんだ？」

「自分の胸むねに聞いてみなよ」

　背せを向けると、詩乃は手をヒラヒラさせて、沢渡さんの元へと戻もどっていく。

　なんだよ、それは。

　自分の胸に聞いてみろ？

　そんなこと言われても、なんのことだか分からないよ。

　まあ、どうせいつもの悪ふざけなんだろうけどさ。

　こちらの心しん情じようなんて気にした様子もなく、詩乃は沢渡さんと軽い雑ざつ談だんに興きようじ、笑い声なんて上げている。

　なんだかよく分からないけど、しかし、この勝負を沢渡さんが快かい諾だくした以上、僕はただ、見守るしかないのだろう。

「はあ……」

　軽く息を吐いてから、僕は二人の元へと向かうのだった。







　そうして、詩し乃のたちの勝負がついに始まる。

　最初の対決は、フリースローゲームだ。

　バスケットボールのゴールに、シュートを決めた数の多い方が勝ちという、シンプルな内ない容ようである。

　ただし、使用するのは普ふ通つうのゴールじゃない。

　アミューズメント施し設せつならではの、大人から子どもまで、誰だれもが楽しめるように用意された専せん用ようのゲームが、ここにはあるのだ。

　その名も、シューティング・リングス。

　特筆すべきは、ゴールが９個こもあること。

　そしてその全てが、前後左右に動く。

　高さも通つう常じようのバスケットボールに比くらべればかなり低く設置されており、僕たちくらいの身長ともなれば、無理せずボールを投げ入れられるようには作られている。

　使し用よう可か能のうなボールの数は、12個。

　そういった条じよう件けんの中で、制せい限げん時じ間かん以内に何本のシュートを決められるか、という対決なんだ。

　ジャンケンした結果、最初は沢渡さわたりさんから挑ちよう戦せんすることになった。

　そしていざ、ゲームが始まる。

「んぬぬぬぬ……」

　すると沢渡さんは、動くゴールをにらみながら、ボールを両手で持ち、

「えいっ！」

　かけ声と共に、目をつぶって放り投げた。

　……いやいやいや。

　突つっ込こみを口にする間もなく、ボールはリングに弾はじかれ、シュートは外れる。

　そりゃあ、まあ、そうなるよな、うん。

　呆あきれる僕を余所よそに、沢渡さんは同じフォームで、幾いく度どもシュートを続ける。

「……」

　そんな彼女を、詩乃は笑いもせずに見つめていたが、結局、成せい功こうしたのは二本だけだった。

　ゲームを終えてから、僕の元へと戻もどってくると、

「シノシノさんにいいところを見せたかったんですけど、ダメでしたね」

　そう言って彼女は、眉まゆを『八』の字にして笑った。

　その表ひよう情じようを見て、僕は慌あわてて手を振ふり、口を開く。

「ま、まだ分からないよ！　しの……、忍しのぶのシュートが、一本しか決まらないか、もしくは、全部外す可か能のう性せいだってあるわけだし、その場合は沢渡さんの勝ちなんだからさ」

「は、はい、そうですね！　希望を捨すてちゃダメですよね！」

　胸むねの前で両手の拳こぶしを握にぎり、沢渡さわたりさんは強気な笑顔を見せる。

「じゃあ、次はわたしだね」

　そんな彼かの女じよの後に続いて、ゴールの前に立った詩し乃のは、軽けい快かいな動作で次々とシュートを放っていった。

　まるで無む造ぞう作さに投げられたかに見えるそれらのボールは、しかしどれも正せい確かくな軌き道どうを描えがき、リングの中を通つう過かしていく。

　決して偶ぐう然ぜんなんかじゃない。

　精せい密みつな予よ測そくと、手先の器用さ、そして高い集中力を駆く使しして、全部狙ねらってやってるんだ。

　これだけの素そ質しつがありながらも、今まで運うん動どう系けいの部活には入ったことがないんだから、宝たからの持ち腐ぐされだなとは思う。

　ともあれ、結果は10本の成功と、大たい差さでの勝利だ。

　まあ、詩乃はここに通い慣なれてるし、このシューティング・リングスだって、昔からずっと遊び続けてるから、僕からすれば驚おどろくべきことなんて何もない、当然の結末ではあるんだけど。

「あ、あの、沢渡さん」

　隣となりで成り行きを見守っていた沢渡さんに、僕は声をかける。

「残念だったね。でも、ほら、まだ勝負が終わったわけじゃないから」

「はい、その通りです！　勝負はこれから、ですよね！」

　無む邪じや気きな笑みを向けられ、途と端たんに鼓こ動どうが跳はね上がった僕は、思わず目をそらしてしまう。

　いきなりだったから、びっくりしたよ。

　でも、意外と元気そう、だよな。

　落ち込んでるかと思っていたけど、これなら次の勝負にも、支し障しようは出ない、かな？

　気持ちを整えた僕は、沢渡さんへと向き直り、親指を突つき立てる。

「よし、それじゃあ気合を入れて、次の勝負に挑いどもうか！」

「はい！　がんばります！」

　すると彼女は、両手の拳を握り締しめ、強気な笑みを浮うかべた。

　その笑顔が曇くもらないようにと、僕はただ、願うばかりだった。







　第二の勝負は、ボウリング対決だった。

　特別なルールなんて何もない、ごく普ふ通つうのボウリングである。

　当然ながら、最終的に点数の高い方が勝ちという、真っ当な条じよう件けん下かでの対決だ。

　今度の先せん攻こうは詩乃で、あいつはレーンの前に立つなり、

「お手本を見せてあげよう！」

　宣せん言げんと共に、足を踏ふみ出した。

　その後ろ姿すがたは、それこそまさにお手本としか言いようのない綺き麗れいなフォームで、軽けい快かいな音と共にストライクが炸さく裂れつ。

「おめでとうございます！」

　その結果に、沢渡さわたりさんは手を叩たたいて微笑ほほえんでいた。

　隣となりに座すわる僕は、ただただ、呆あきれるしかない。

　対戦相手の成功を、喜んでる場合じゃないだろうに。

　そう思いつつも、心から楽しそうにしている沢渡さんを見ていると、何も言えなくなる。

「それじゃあ、次は私の番ですね」

　立ち上がると、沢渡さんは右手にボールを持ち、詩し乃のと同じように胸むねの前へと構かまえる。

　そして、たどたどしい足取りで踏み出し、

「ええいっ！」

　またもや目をつぶって放り投げた。

　いや、だから、あのさ……。

　口をパクパクさせる僕の前で、ボールはあっさりとガターへ落下。

　フォームもバラバラだったし、あんな投げ方でピンを倒たおせるはずがない。

　続く二投目も同様で、

「なかなか上手うまくいきませんね！」

　投げ終わった沢渡さんは、舌したを出して笑った。

　そりゃあ、目を開けずに投げてんだから、上手くいくはずもないよね、うん。

「……ふむ」

　詩乃は相変わらず神しん妙みような面おも持もちで沢渡さんを見つめていたが、その真意が、僕にはいまいち分からなかった。

　結局、沢渡さんのフォームは改かい善ぜんされることがなく、対する詩乃も一切手を抜ぬかず、そうなれば結果は明白だ。

　詩乃は貫かん禄ろくの２００オーバー。

　一方、沢渡さんは48と、またもや大差での敗北だ。

　むしろあんな投げ方でスコアが入ってること自体が不思議で、それはそれで、才さい能のうがあるんじゃないかとすら思ってしまう。

　ともあれ、これで詩乃の二連勝だ。

　沢渡さんには、もう後がない。

　次の対決で勝てなければ、詩乃の勝利は決定となる。

　そんな追い詰つめられた状じよう況きようだというのに、それでも沢渡さんの表ひよう情じように、陰かげりは見えなかった。

「負けちゃいましたけど、ボウリングって楽しいんですね！」

　笑顔でそう言いながら、彼かの女じよは軽く肩かたを回したりなんかしている。

　その余よ裕ゆうはどこから来るんだろう？

　心の内うちが読めず、僕はただ、困こん惑わくするばかりだ。

　──この勝負に課せられた『条じよう件けん』を、改めて思い出してみる。

　仮かりに詩し乃のが勝った場合、あいつと僕が、パートナーとして相応ふさわしい、ということになるんだよな。

　じゃあ、沢渡さわたりさんはどうなるんだ？

『詩乃ともっと仲良くなりたい！』と願っていた彼女は、『自分はパートナーに相応しくない』と思い込こんで、落ち込むんじゃないのか？

　もしかしたら、詩乃はそんな沢渡さんの反はん応のうを期待している？

　彼女が落ち込む姿すがたを、見てみたいと思っている？

　そうだとしたら、やっぱり、このまま勝負を進めさせるわけにはいかないんじゃないか？

　詩乃の言った、『自分の胸むねに聞け』という言葉の意味が、僕にはまだ、いまいち分かってないけど、それでもだ。

「沢渡さん」

　僕は沢渡さんに声をかけ、詩乃をにらんだ。

「えっと……、忍しのぶはちょっと、ここで待っててもらえる？」

「ん、いいよ。お二人さんで、ご自由にご歓かん談だんあれー」

　こちらの気持ちがどれだけ伝わったのかは分からないが、詩乃は笑顔で手を振ふり、僕たちに背せを向ける。

　その背中に目をやりつつも、

「あの、ちょっと、いいかな？」

「えっ、あ、はい」

　そう言って沢渡さんの手を取り、半なかば強引に場内の隅すみへと足を向けた。

「あの、シノシノさん。何か、お話でも？」

　キョトンとする彼女の表ひよう情じようを見て、僕は軽く息を吐はく。

「今の状じよう況きよう、分かってる？」

「と、言いますと？」

「次の対決で負けたら、沢渡さんの敗北が確かく定ていするっていうことだよ。そして、負けたらどうなるかということも、もっとちゃんと考えた方がいいんじゃないかなって、思ったんだ」

　まっすぐに沢渡さんを見つめると、

「なるほど、そのことですか」

　彼女は軽く手を叩たたいて、口元を緩ゆるめた。

「それなら、大だい丈じよう夫ぶです！　ご心配には及およびません！」

　大きくうなずいてから、沢渡さわたりさんは僕を見つめ返し、言った。

「これは、愛の試練なんです！」

「……は？」

「愛が、試されているんです！」

「は、はあ」

「この勝負に勝って、シノシノさんに一番相応ふさわしいパートナーなのは私なんだって、認みとめてもらいたいんです！」

「う、うん……」

「もし勝てなければ、私の愛はその程てい度どだったということ！　それならそれで、気持ちも割わり切れるというものです！」

「……」

　その大きな熱意に気け圧おされ、僕は言葉を失う。

　けれど、彼かの女じよの『想い』を肌はだで感じ取れたおかげで、気持ちには落ち着きを取り戻もどしていた。

　つまり、沢渡さんの心の中では、すでに覚かく悟ごが出来ているということなのだろう。

　その上で、この勝負を楽しんでいる。

　それなら、僕もやるべきことは一つだけだ。

「……分かったよ」

　そう言うなり、僕は踵きびすを返し、詩し乃のの元へと足を向ける。

「あ、あの、シノシノさん？」

　沢渡さんは頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべながらも、僕の後に続く。

　でも、僕は振ふり返ったりしなかった。

　心の赴おもむくままに行動する。

　そんな思いで、頭の中がいっぱいだったからだ。







　そうして、最後の対決が幕を開けた。

　どちらが勝っても、そこで勝敗は決着する、正しよう真しん正しよう銘めいの、ラストバトルだ。

　ゲームの種目は、エアホッケーである。

　専せん用ようの盤ばんの下から噴ふき出す空気でパックを浮き上がらせ、マレットと呼よばれる器具を使って打ち合い、相手のゴールに入れて得点を競うという、アミューズメント施し設せつにはよくある、あれだ。

「それじゃあ、始めようか！」

　言葉と共に、詩乃は台の前に立つ。

「はい、始めましょう！」

　同じく、沢渡さわたりさんも詩し乃のの対面に立ち、マレットを手にする。

「……そうだね。始めよう」

　そんな二人に続いて、僕も沢渡さんの隣となりに肩かたを並ならべた。

　詩乃の表ひよう情じようが、一いつ瞬しゆん固まったような気がしたけど、そんなことには構かまわず、僕は沢渡さんへと目を向けた。

「僕にも、協力させてもらえないかな？」

　その問いに、沢渡さんは戸と惑まどいつつも、ゆっくりと首を横に振ふった。

「ダメです。二対一なんて、フェアじゃありません。私は、自分自身の力で戦いたいんです。だから──」

「沢渡さんの言いたいことは、よく分かるよ」

　その言葉を遮り、僕は続ける。

「それでも僕は、君に協力したいんだ！」

「えっ……」

「わがままな願いかもしれないけど、ダメ、かな？」

　まっすぐに沢渡さんを見つめると、彼女は目を伏ふせ、指をモジモジさせる。

　しかしすぐに顔を上げ、彼女は躊躇ためらいがちに口を開いた。

「……それってつまり、シノシノさんは私に勝って欲ほしいと思ってる、ということですか？」

「えっ、うん。だから僕は、こうして──」

　返事の途と中ちゆうで、僕はその質しつ問もんの意図を理り解かいし、言葉を失う。

　そうか。この勝負って、仮かりに沢渡さんが勝った場合、『沢渡カレン』と『篠しの宮みや詩乃』が、パートナーとして相応ふさわしいということになるんだ。

　その上で、『篠宮詩乃』が、『沢渡カレン』の勝利を望むということは、

『僕は沢渡カレンのパートナーになりたい』

　と願っている、ということになるんだよな。

　つまり、告白しているのも同然なんだ、僕の発言は。

　いや、待て待て。そうじゃないだろう。

　今の僕は『篠宮詩乃』であって、『篠宮忍しのぶ』が告白してるわけじゃないんだし、でも、そんな事じ情じようなんて沢渡さんは知らないわけで、な、なんだか頭が混こん乱らんしてきたぞ。

　……そもそも、どっちが勝っても、僕自身にはなんにもメリットが無いんだよな。

　問題となってるのは、

『篠宮詩乃に相応しいパートナーはどちらか』

　であって、

『篠宮忍と沢渡カレンこそが最良のパートナー』

　なんて結末は、訪おとずれないのだから。

　つまり僕にとっては、本ほん質しつ的てきには無意味で無関係な対決なんだ。

　だったら、沢渡さわたりさんに協力する意味なんて無い？

　余よ計けいな手出しなんてせずに、ただ見守っているべき？

　そんなわけないだろう。

　たとえ何もメリットがなくても、それでも僕がするべきことに、変わりはない。

　自分の気持ちを再さい確かく認にんした僕は、大きくうなずいて、真正面から沢渡さんを見つめた。

「そう。僕は沢渡さんに、勝って欲ほしいんだ。何がどうなろうと、勝利を手にした君の笑顔を、見てみたいから」

　そう言うなり、僕は詩し乃のへと向き直る。

「そんなわけだから、最後の勝負は僕も参加させてもらうよ。そっちは『男の子』なんだから、これくらいのハンデはあってもいいよね？」

　こちらの問いに、詩乃はニヤリと笑い、肩かたをすくめた。

「いいよ、それで。じゃあ、始めよっか」

「後で『やっぱりさっきの無し！』とか言わないよな？」

「言うわけないじゃん。だって、負けるつもりないし」

　詩乃は自じ陣じんゴールの真正面に立ち、両手を腰こしに当て、自信ありげな態たい度どである。

　実じつ際さい、その通りだと思う。

　僕も沢渡さんも、一対一なら、何度勝負を挑いどんだって、詩乃には勝てないだろう。

　けれど、二人一いつ緒しよなら。

　そして、エアホッケーなら、チャンスはある。

「シノシノさん……」

　と、背せ中なかから沢渡さんに声をかけられ、僕は振ふり向く。

「本当に、私と一緒に戦ってくれるんですか？」

　その問いに、僕は無言でうなずいた。

「……分かりました。私も精せいいっぱい、がんばります！」

　すると彼女はパックを両手で握にぎり、強い眼まな差ざしでこちらを見つめた。

　どうやら僕の参戦に同意してくれたようだ。

　僕はもう一度、首を縦たてに振って、二人でエアホッケーの台へと向かう。

　こちら側の配置は、自陣のゴールから見て右側に沢渡さん、左側に僕というものだ。

　準じゆん備びが出来たことを確かく認にんした詩乃は、コインを投入。

　こうして、ラストバトルがついに開始した。

　その内ない容ようは、まさにシーソーゲーム。

　お互たがいに、点を取ったり取られたりの繰くり返しである。

　沢渡さんはおそらくエアホッケーをするのは初めてで、はっきり言って、戦力としては微び妙みようなところだ。

　それでも『壁かべ』が二つあるというのは有利な条じよう件けんで、『あわや失点』という場面でも、沢渡さわたりさんのガードに救われたことが、何度もあったんだ。

　一方、詩し乃のもまるで手を抜ぬくつもりがないらしい。直ちよく接せつ対たい峙じしてみて、僕は改めて、あいつのすごさに気付かされた。

　双ふた子ごなだけあってか、身しん体たい能のう力りよくそのものは、僕と詩乃の間にそれほどの違ちがいは無いと思う。

　けれど、センスに関しては、あいつの方が圧あつ倒とう的てきに上なんだ。

　あらゆる動作が機き敏びんで、読みも鋭するどい。

『確かく実じつに決まった！』と思ったシュートが、何度ガードされたことか。

　こちらとしては、奇きをてらった攻せめを駆く使しして、無理やり点を奪うばうしかない。

　たとえば沢渡さんが打つと見せかけて、僕が打つか、あるいはその裏うらをかいて、本当に沢渡さんが打つ。

　そういった不意打ちを積み重ねて、どうにか食らいついているという状じよう況きようだ。

　少しでも気を抜ぬいたら、一気に離はなされてしまうかもしれないという緊きん張ちよう感かんに、僕の胸むねは押おし潰つぶされそうになる。

　勝敗の行方ゆくえが見えてこない、ギリギリの勝負。

　分かるのは、詩乃が本気だということだけだ。

　最初のゲームからずっとそうだけど、あいつは本気で、この対決に勝とうとしているんだよな。

　だからこそ、詩乃と打ち合いながら、僕はふと思ったんだ。

『詩乃らしくない』と。

　無理をしているというか、ムキになってるように思えるんだよ。

　なぜそこまでして、勝とうとするんだ？

　お前って、楽しければそれでいいんじゃないのか？

　だったら別に、この勝負、負けてもいいんじゃないのか？

　それとも、詩乃にとってこの勝負は、『勝ちを譲ゆずることが出来ない戦い』だったりするのか？

「我わが妹よ、楽しんでるかい！」

　激はげしい応おう酬しゆうを繰くり広げながら、詩乃は叫さけぶ。

「ああ、楽しいよ！」

　同じく僕も腕うでを振り抜ぬき、その問いに応おうじる。

「そうか、それは良かった！　でも、そろそろ疲つかれてきたんじゃないか？　今なら引き分けってことで、手打ちにしてあげるけど？」

「それはこっちのセリフさ、忍しのぶ！　ギブアップするなら、今の内だよ！」

　現げん在ざい、スコアは同点で、残り時間もあとわずか。

　次に得点した方が、ゲームの勝利者となるのは間ま違ちがいないだろう。

「ふっ、交こう渉しよう決けつ裂れつだね！　じゃあ、手て加か減げん無しで行くよ！」

「こっちこそ！」

　言葉と共にパックを強打するが、しかしそれは詩し乃のにガードされる。

　瞬しゆん間かん、あいつの目が光ったかと思うと、

「せあっ！」

　詩乃は鋭するどく腕うでを捻ねじらせ、シュートを放った。

　壁かべを利用し、軌き道どうを変え、こちらの守しゆ備びの隙すき間まを縫ぬうようにして、パックが滑すべり込こむ。

（まずい！）

　失点を覚かく悟ごしたその刹せつ那な、

「えいっ！」

　沢渡さわたりさんがかけ声と共に、マレットでゴールをガードし、パックをその場に押おし留とどめていた。

「さあ、決めてください！」

　詩乃のシュートを防ふせいだ彼かの女じよは、ゆっくりと僕の目の前に、パックを差し出す。

「……うん」

　そのパックを自分のマレットで押さえ、一度、大きく深しん呼こ吸きゆうした。

　そして、改めて思う。

　どうして僕は、こんなことをしているんだろう、と。

　僕は何がしたい？

　詩乃との勝負の末に、何を得たいんだ？

　沢渡さんに勝って欲ほしいから、僕は戦ってるのか？

　……いや、違ちがう。

　沢渡さんのためという、その気持ちに偽いつわりはないけど、でも、それだけじゃない。

　今日、詩乃と真正面から向き合ってみて、ようやく気付けたんだ。

　僕自身が、詩乃に勝ちたいんだ、と。

　この世に生を受けて以来ずっと、僕は詩乃と比ひ較かくされ続け、負け続け、弄もてあそばれ続けてきた。

　人生なんてそんなものだと、ずっと思っていた。

　けれど、結局それは、自分に対する言い訳わけでしかないんだ。

　僕だって、勝ちたい。

　たとえどんな形でも、どんなにみっともなくても。

　沢渡さんに助けられて、二対一という状じよう況きようであろうとも。

　それでも、詩乃に勝ちたい。

　あいつを、乗り越こえたいんだ。

　だから僕は、負けられない。

「どうしたんだい、詩し乃の？　このまま引き分け狙ねらいか？」

　タイムアップが迫せまる中、詩乃が僕に語りかけてくる。

　その姿すがたに隙すきはなく、正せい攻こう法ほうで攻せめても通用しないだろうことは、見ているだけで伝わってくる。

　得点するためには、何か意表を突つく必要がある。

　じゃあ、どうすればいい？

　どうすれば詩乃から、確かく実じつに点をもぎ取れる？

　フェイント作戦だってやり尽つくしたし、成せい功こうする可か能のう性せいは低いだろう。もはや何を仕し掛かけようとも、あいつには全て見み透すかされてそうな気がするんだ。

　詩乃に振ふり回されっぱなしな人生を送ってきた劣れつ等とう感かんが、僕の心を支し配はいする。

　──いや、待てよ。

　逆に考えてみよう。

　詩乃だったらこの局面、どうやって打開するのか、と。

　あいつが僕に対してやってきたことを、そのままやり返してみれば、もしかしたら、上手うまくいくんじゃないか？

　意い趣しゆ返がえしとして、ベストな答えは何か？

　答えはすぐに出た。

　顔を上げ、詩乃を真正面から見つめる。

「忍しのぶ！」

　腕うでを下げ、力を溜ためながら、僕は口を開いた。

「僕も、篠しの宮みや忍を愛してるよ！」

「──えっ」

　詩乃の動きが固まったその刹せつ那な、腕を振ふり抜ぬき、パックを打ち出す。

　次の瞬しゆん間かん、パックはあっさりと、ゴールへと吸すい込こまれていた。

　詩乃はしばしの間、呆ぼう然ぜんとしていたが、

「……やられたよ」

　つぶやくと共に、タイムアップ。

　一点差で、僕たちの勝利だ。

「シノシノさん！」

　歓かん喜きの声を上げ、沢渡さんが僕に駆かけ寄よってきた。

「か、勝った……。勝ったよ、沢渡さん！」

　彼女の手を握にぎり、僕たちはその場で軽くジャンプしたりして、勝利の喜びを分かち合う。

　そんな僕たちを、詩乃は呆あきれながら、それでいて楽しげな様子で眺ながめていた。







　こうして、奇き妙みようで唐とう突とつなゲーム対決は幕まくを閉じた。

　結果は、沢渡さわたりさんの逆ぎやく転てん勝しよう利り。

　篠しの宮みや詩し乃のと沢渡カレンが、パートナーとして相応ふさわしいと、認みとめられたことになるわけだ。

「わたしの負けだ。詩乃と存ぞん分ぶんにイチャイチャするがいい」

「はい、ありがとうございます！」

　詩乃と沢渡さんは、共に笑顔のまま握あく手しゆを交わす。

　二人の間にわだかまりのようなものはなさそうで、その事に僕は安心し、胸むねをなで下ろす。

　しかし、この勝負って結局、詩乃と沢渡さんが、仲良くなっただけなんだよな。

　まあ、でも、いっか。僕だってこの結末を望んでいたわけだし。

　何はともあれ、全てが丸く収おさまったんだから、結果オーライということなのだろう、きっと。

　和なごやかな雰ふん囲い気きが、周囲を包む。

　詩乃も沢渡さんも、そして僕も、みんな笑顔で気持ちを弛し緩かんさせている。

　その空気を、高い声が打ち破やぶった。

「あれ？　詩乃先せん輩ぱい？」

　背はい後ごから聞こえてきた声に、僕は何なに気げなく振ふり向き、

「あっ」

　その姿すがたを見て、思わず声を漏もらす。

　お団だん子ご頭の女の子が、少し離はなれたところから、こちらを見ていた。

　僕たちよりも一つ年下のその子は、軽く首を傾かしげていたが、

「やっぱり、詩乃先輩だ！」

　表ひよう情じようを明るくすると、すぐ側そばへと駆かけ寄よってきた。

　背せの高さは１４０センチあるかないかというくらいの、その小さな女の子のことを、僕も詩乃も、よく知っている。

　特に詩乃にとっては、とても馴な染じみ深い相手だ。

　昨日までの数日間を、共に過すごしてきた『恋こい人びと』なのだから。

　僕たちの後輩であるその子──松まつ岡おか姫ひめ子こは、目を輝かがやかせながら口を開いた。

「こんなところで会うなんて、奇き遇ぐうですね！　姫子は友達と一いつ緒しよに遊びに来てたんですけど、もしかして詩乃先輩もですか？」
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　返事を待つこともなく、彼女は男だん装そうした詩乃を見上げ、興こう奮ふんした様子でその姿を眺ながめる。

「先輩、髪かみ切ったんですね！　イメチェンですか？　ショート、似に合あってますよ！」

　そう。姫子は詩乃のことを、はっきり本人だと気付いているんだ。

「いやー、これは参ったね、はっはっはっ」

　突とつ然ぜんの事じ態たいに詩乃は頭をかき、棒ぼう読よみしたかのような笑い声を上げる。

　松まつ岡おか姫ひめ子こは、詩し乃ののことを心から慕したっている。

　無む邪じや気きに、純じゆん粋すいに、まっすぐに。

　だからこそ、変へん装そうなんてあっさり見み破やぶれる、というわけだ。

　参ったね、どころではなかった。

　沢渡さわたりさんと一いつ緒しよにいる、この瞬しゆん間かんに、詩乃の正体がバレたんだ。

　それはつまり、僕も同様だということ。

　頭から血の気が引いていくのが、自分でも分かる。

　今すぐ逃にげ出したい。

　けれど、それだけはダメだ。

　いつか、こうなることは、分かっていたはずじゃないか。

『そのとき』が来た以上、もう、覚かく悟ごを決めるしかない。

　決意を胸むねに秘ひめ、顔を上げたとき、姫子と目が合った。

「ところで、忍しのぶ先せん輩ぱい。その格かつ好こう──」

「松岡！」

　彼女が何かを言う前に、僕はその目の前に手を出し、発言を押おし留とどめた。

　詩乃に視し線せんを向けると、あいつも観念したのか、苦笑しつつも小さく首を振ふる。

　全てが明らかになるのなら、せめて自分の口から、真実を告げたかった。

「シノシノ、さん……？」

　ゆっくりと沢渡さわたりさんの方へ向き直ると、彼かの女じよは困こん惑わくした様子で僕たちを見守っていたが、

「沢渡さん。話を聞いてくれるかな？」

　こちらが真しん剣けんな目をしていることに気付くと、静かにうなずいた。

「はい、なんでしょう？」

「今まで黙だまっていたけど、実は、沢渡さんには言わなきゃいけないことがあるんだ」

　そう言って僕は、自分の頭に手をかける。

　そしてそのままウィッグを外し、再ふたたび口を開いた。

「僕、男の子なんだ」

「……」

　秘ひ密みつを暴ばく露ろした僕を、彼女は無言で見つめている。

「だから、その、僕が篠しの宮みや忍しのぶで、あっちが篠宮詩し乃のなんだ。初めて出会ったあのときからずっと、僕たち二人はお互たがいに入れ替かわって、沢渡さんと接せつしていたんだ」

　ノドの奥おくから絞しぼり出すように声を出して、僕は深く頭を下げた。

「ごめん。本当に、ごめんなさい。僕たちは今まで、君を騙だましていたんだ。許ゆるされるとは思ってないし、いくらでも怒おこってくれて構かまわない。ただ、詩乃のことだけは、悪く思わないでやって欲ほしい」

「……忍？」

　背はい後ごから詩乃の声が聞こえるが、僕は無む視しする。

「信じてもらえないかもしれないけど、決して悪わる気ぎがあったわけじゃないんだ。理由もちゃんと話すから、だから……」

　最後の方は言葉にならず、僕は固く目を閉とじる。

　きっとひどい罵ば声せいを浴あびせられるのだろう。

　拳こぶしを握にぎり締しめ、ただ静かに、『審しん判ぱん』の時を待つ。

　けれど、

「シノシノさん」

　そんな僕に向かって、彼女は言った。

「知ってましたよ」

「──えっ？」

　思わぬ言葉に、僕は頭を上げる。

　するとそこには、柔やわらかな笑みを浮うかべた、沢渡さんの顔があった。

　呆ぼう然ぜんとする僕に、彼女はさらに言葉を続ける。

「知ってましたよ。シノシノさんが、男の人だって」

　僕が男だって、知っていた？

「い、いつから？」

「出会ったときから、です」

　そ、それってつまり、最初から女じよ装そうがバレてたってこと？

「詩し乃のさんに双ふた子ごのお兄さんがいることは知っているって、さっき話しましたよね。だから、初めてあなたを見た瞬しゆん間かん、分かったんです。この人が、そうなんだって」

　つまり、つまり、あの場に来たのが詩乃本人じゃないって、分かっていたということ？

「じゃあ、どうして……」

　どうして今まで、何も言わなかったの？

　当然と言えば当然の疑ぎ問もんが、次々と頭に浮かぶ。

　驚おどろきを隠かくせないでいる僕を見て、沢渡さわたりさんはにっこりと笑い、言った。

「だって、そういう『プレイ』だと思っていたので」

「プ、プレイ？」

「はい。『ごっこ遊び』の一いつ環かんなのかと」

「…………」

　な、な、なんだそりゃあ……。

　全身から力が抜ぬけ、思わずその場にへたり込こむ。

　要するに、あれだ。

　彼かの女じよは、『僕と詩乃のお遊びに付き合っている』つもりだったんだ。

　だから初めて会う相手が女装していても、そのまま受け入れたし、詩乃の男装にだって当然気付いていて、その上で、今日一日を堪たん能のうしていたってことになる。

　やっぱり、沢渡さんって、ちょっと変な子だ。

　神しん経けいが図太いというか、感かん性せいがずれてるというか。

　いずれにせよ、こういう子だからこそ、ネットで詩乃と意気投合したんだろうな、と納なつ得とくはできるよ。

　……うん？　待てよ。

　沢渡さんの話が本当だとすると、彼女の中では、僕は僕として、詩乃は詩乃として、しっかり認にん識しきされていたということだよな？

　ということは、今までの言動の数々は、詩乃じゃなく、僕自身に向けられていた？

　……いや、まさかね。

　さすがにそれは、都合が良すぎる解かい釈しやくだろう。

　軽く頭を振ふって邪じや念ねんを追い払はらい、沢渡さんに尋たずねる。

「じゃあ、怒おこってない？」

「全然ですよ。詩乃さんとも楽しく遊べましたし、むしろ感かん謝しやしているくらいです。こんなに刺し激げき的てきな日々を過すごせたことに」

　彼かの女じよは詩し乃のに顔を向け、軽く口元を緩ゆるめた。

「会えて嬉うれしかったです、シノシノさん」

「こちらこそ」

　詩乃も同じように笑い、こちらに歩ほを進めてくる。

　考えてみれば、二人がまともに顔を合わせるのは、今日が初めてなんだ。

　出会い方としてはかなりムチャクチャだったと思うけど、二人の間に確たしかな手て応ごたえがあるのなら、僕が言えることなんて何もないのだろう、きっと。

　この数日間、色々と振ふり回され続けてきたけど、これで良かったのかもしれない。

　だって、沢渡さわたりさんも詩乃も、こうして笑顔を見せているのだから。

　肩かたの荷にが下りた気がして、僕は安あん堵どのため息を漏もらした。

「あっ、そうだ」

　と、不意に詩乃は懐ふところに手を入れると、沢渡さんに向かって、何なに気げない動作で『それ』を投げた。

「えっ？」

　目の前に放り込こまれた物を、彼女は左手でキャッチし、目を向ける。

　それは昨日、『ジェミニ仮か面めん』が渡わたしてきた物と同じ、ガチャガチャのカプセルだった。

　中にはこれまた同じく、紙切れが一枚まい入っている。

「わたしからのプレゼントさ。開けてみてくれないか？」

　……あれ？

　そのとき、僕の脳のう裏りに、一つの疑ぎ問もんが浮うかんだ。

　沢渡さんは、僕と詩乃の入れ替かわりに、最初から気付いていたんだよな。

　だったら、僕が『篠しの宮みや忍しのぶ』そのものとして接せつしていたときの、彼女のあの態たい度どは、いったいなんだったんだ？

　もしかして、あれも『プレイ』の一いつ環かんだったのだろうか。

　全てを承しよう知ちの上で、あんなにツンツンとした態度を取っていた、とか？

　首を傾かしげる僕の隣となりで、沢渡さんがカプセルを開ける。

　広げられた紙切れを、僕も脇わきから覗のぞき込むと、そこにはこんな文字が書かれていた。

『君は、どっち？』

　どういう意味だろう。

　あまりにも漠ばく然ぜんとし過すぎていて、僕にはなんのことだか分からない。

「……」

　沢渡さんは無言のまま、その問いを見つめていたが、

「……さすがは詩乃さん。全部お見通しなんですね」

　軽く息を吐はき、苦笑いを浮うかべた。

「確かく信しんしたのは、まさに今、だけどね」

　どうやら二人の間では、意思が通じ合っているようだ。

「分からないかい、忍しのぶ？　沢渡さわたりさんはそのカプセルを、左手で受け止めたよね？」

「えっ？　あ、うん。そういえば、そうだった気がするけど」

　ゆっくりとこちらへ近づいてきながら、詩し乃のは言葉を続ける。

「人間って、とっさの動作のときには、利きき手が反はん応のうするものだよね。つまり沢渡さんは、左利きだということになる」

「う、うん。まあ、そうなる、のかな」

「だったら、どうして彼かの女じよはボウリングのとき、右手で投げていたんだい？」

「……あっ」

　言われてみれば、確たしかにそうだ。

　沢渡さんは、右手にボールを持っていた。

　驚おどろきに目を丸くする僕を見て、詩乃は話を続ける。

「フォームがぎこちなかったのも、そのせいさ。もちろん、ボウリングをするのが初めてだったというのもあるだろうけど、たとえそうだとしても、わざわざ利き手じゃない方の手で投げようとはしないよね」

　そう言って詩乃は、沢渡さんに指を突つきつける。

「つまり君は、右利きを演えんじようとしていた、ということさ。違ちがう？」

「……疑ぎ問もんに思ったのは、いつですか？」

「昨日さ。ジェミニ仮か面めんが投げたカプセルを、沢渡さんは右手で受け止めたよね？　これは、『昨日の沢渡さん』が、右利きだったということを意味する」

　……そう、だったかもしれない。

　思い返してみれば、あのとき彼女がとっさに上げた手は、右手だった気がする。

「でも、おかしいんだ。忍からの報ほう告こくによれば、二回目のデートのとき、君はメモ帳を『左手でめくっていた』のだから。つまり、『一昨日おとといの沢渡さん』は、左利きだったということ。忍からはデートの内ない容ようを細部まで伝え聞いていたから、それだけはしっかり覚えている」

　腕うでを下ろし、沢渡さんをまっすぐに見つめ、詩乃は最後の問いを口にした。

「だからこそ、尋たずねたいんだ。君は、どっち？」

　緊きん迫ぱくした空気が、周囲を覆おおう。

　何も事じ情じようを知らない松まつ岡おかだけが、ただ無む邪じや気きに僕たちを見回している。

　息も出来なくなりそうな重い沈ちん黙もくを、打ち破やぶったのは沢渡さんだった。

「忍さん」

　詩乃へと顔を向けたまま、彼女は口を開く。

「私、怒おこってないって言いましたよね。それも当然なんです。だって、私には怒る資し格かくなんて、ありませんから」

「そ、それって、どういう──」

「謝あやまらなきゃいけないのは、私も同じなんです」

　沢渡さわたりさんは僕へと向き直ると、悪戯いたずらがバレた子どものように笑った。

「だって、私も秘ひ密みつにしていたことがあるのですから」
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　３月28日（金）

　ここの家に来て、今日でもう三日目。

　カレンは朝からどこかへと出かけていた。

　なんでも、『シノシノさん』とやらと会うのだそうだ。

　ネットで知り合った相手で、この街に住んでいることが分かったから、会ってみることになったらしい。

　帰ってきたカレンから話を聞いた限かぎりでは、二人っきりのオフ会は上手うまくいったようだ。

　どうやらまた会う約束をしたらしく、そのことがよっぽど嬉うれしかったのか、とっても機き嫌げんが良かった。

　私には全く関係ないことだけど、カレンが喜んでるのを見てると、こっちまで楽しくなってくる。

　今日は一日中、家の中でゲームばっかりしてたし、明日は私も、外を歩いてみようかな。

　そのあたりをちょっと散歩でもしてみるのも、悪くはないだろう。




　３月29日（土）

　近所を散さん策さく中ちゆう、意外な人物と遭そう遇ぐうした。

『シノシノさん』の双ふた子ごの兄、篠しの宮みや忍しのぶだ。

　話には聞いていたものの、まさかあんなところで出会うとは思わなかった。

　はっきり言って、第一印象は最悪だったけど、でも、そんなに悪い奴やつじゃないみたいだ。

　余所よそ見みをしていたこっちも悪いんだし、事じ故この責せき任にんを彼にだけ押おし付けるのは良くないかもしれない。

　ただ、どうやら相手は私のことを、『沢渡カレン』だと思い込こんでいるらしく、せっかくだから利用させてもらうことにした。

　決して自分自身のためじゃない。

　集めた情じよう報ほうを上手うまく活用して、その結果、カレンが喜んでくれるのなら、少しくらいは骨ほねを折ってもいいかなって思ったんだ。

　携けい帯たい電でん話わの違ちがいを指し摘てきされたときは、心しん臓ぞうが跳はね上がったけど、どうにか誤ご魔ま化かせたと思う。

　帰き宅たく後ご、篠しの宮みや忍しのぶに会ったことを話すと、カレンはとっても驚おどろいてた。

　だけど、こちらの提てい案あんには快こころよく応おうじてくれたんだ。

　作戦会議を開き、明日の予定が決まる。

　上手くいくといいんだけどな。




　３月30日（日）

　今日も一日中、家でゲームをしていた。

　やっぱり、『レジェンドオブダークネス』は傑けつ作さく。何度遊んでも飽あきることがない。

　ラスボスの手前でセーブしたところで、カレンが帰宅。その表ひよう情じようは暗い。

　事じ情じようを聞き、彼女をそっと抱だきしめる。

　信じられない。どうしてこんな結果になったの？

　篠宮忍にも、上手くアピールするように伝えてあったのに、彼は役に立たなかった？

　傷きずついたカレンを見ていると、怒いかりが湧わいてくる。

　明日は無理やりにでも篠宮忍を呼よび出し、愚ぐ痴ちを聞いてもらうしかない。

　幸さいわいにも、彼かれのメアドは手に入れている。

　ただし、篠宮忍は私のことを、カレンだと思っているから、そこだけは注意しないと。




　３月31日（月）

　篠宮忍に目いっぱい、愚痴をこぼす。

　彼は心底から申し訳わけなさそうにしていたので、ちょっと言いすぎたかな、とは思ったけど、カレンが感じたであろう心の痛いたみは、全部伝えられたはず。

　その後、場所を変え、私と彼との意外な共通点を知り、意気投合。

『ちょっとした事じ故こ』にまたもや見み舞まわれつつも、そんなトラブルも吹ふき飛ぶような不ふ審しん人じん物ぶつが現あらわれ、事じ態たいは急変。

　ジェミニ仮か面めん、あなたはいったい何者なの？

　ともあれ、明日の予定が決まった。

　帰宅後、カレンと相談して、詳しよう細さいを詰つめる。

　カレンもやる気は満々だし、今度こそ上手くいって欲ほしい。

　──それにしても、ここ数日は篠宮忍のことばかり考えているような気がする。

　趣しゆ味みが合うみたいだし、機会があれば、もっと話をしてみたい。

　ただ、彼かれにとって、私は『沢渡さわたりカレン』なんだ。

　私が私として、篠しの宮みや忍しのぶと会う機会なんて、あるのだろうか。




　４月１日（火）

　家でゲームをしながら、カレンの帰りを待つ。

　朗ろう報ほうに期待したい。
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「ここです」

　沢渡さんに案内されて、僕たちは今、彼かの女じよが現げん在ざいお世話になっているという親しん戚せきの家の前までやってきていた。

　友達連れだったということもあり、松まつ岡おかとはあの場で別れている。

　玄げん関かん前まえで、沢渡さんがチャイムを鳴らすと、ほどなくしてドアが開いた。

「おかえりー。どうだった？」

　そんな声と共に、家の中から誰だれかが姿すがたを現あらわす。

「…………えっ」

　その顔を見て、僕の頭の中は真っ白になった。

　目の前の光景が現げん実じつだとは、すぐには信じられなかった。

　そこに、沢渡さんがいたからだ。

　振ふり返ると、隣となりにも沢渡さんがいる。

　異ことなるのは服ふく装そうくらいで、顔も身体からだも髪かみ型がたもそっくり。

　いったい、何がどうなっているんだ？

「紹しよう介かいしますね」

　困こん惑わくする僕に構かまわず、隣の沢渡さんは笑顔のまま、言った。

「沢渡ニーナ。私の双ふた子ごの妹です」

「ふ、双子？」

　言葉の意味が頭の中に入ってこなくて、僕はただ、尋たずね返すしかない。

　びっくりしてるのは、向こうも同じようだった。

「カレン、その人たちは？」

　目の前にいる彼かの女じよは、ドアの奥おくに身体からだを隠かくしながら、僕の隣となりにいる沢渡さわたりさんに声をかける。

　詩し乃のは詩乃で、何やら納なつ得とくできたようで、「やっぱりね」と何度もうなずいていた。

　そんな僕たちの反はん応のうを微笑ほほえましく眺ながめつつ、沢渡さんは口を開く。

「篠しの宮みや詩乃さんと、その双ふた子ごのお兄さんの、篠宮忍しのぶさんです」

「し、篠宮忍？　えっ、でも……」

　男だん装そう姿すがたの詩乃を見て、違い和わ感かんを覚えたのか、その視し線せんを僕へと移うつす。

「……うん？」

　やがて彼女は目を細めると、こちらに近づいてきて、マジマジと僕の顔を眺ながめた。

　そして、

「あ、ああああああっ!?」

　大きな声を上げて、震ふるえる指で僕を差す。

「あ、あんた、もしかして、篠宮君？」

　どうやら僕こそが『篠宮忍』で、女装しているということに気付いたようだ。

「あ、うん。そういう君は、誰だれ？」

「誰って、私は、だから、その……」

「いいのよ、ニーナ。もう全部、バレちゃったから」

　言葉を濁にごす彼女に、沢渡さんが声をかけ、詩乃へと顔を向ける。

「詩乃さんの質しつ問もんは、『君は、どっち？』でしたね。お答えします」

　軽く会え釈しやくをしてから、沢渡さんは口元を緩ゆるめて、言った。

「私は双子の姉、沢渡カレンです」

　……そうか、そういうことか。

　話を聞くうちに、冷静さを取り戻もどした僕は、ようやく全てを理り解かいできた気がした。

　つまり、僕が『篠宮忍』そのものとして接せつしていたのは、目の前にいるこの子、沢渡ニーナだったということ。

　そう。沢渡さんは、二人いたんだ。







　部屋へと案内された僕たちは、沢渡姉妹と向かい合って座すわる。

　差し出されたお茶を飲み、一息ついたものの、しかし、にわかには信じがたい話だ。

　双子の僕たちが、双子の女の子と出会うなんて、こんな偶ぐう然ぜんがあるのだろうか。

　ぼんやりと二人を眺ながめていると、

「……」

　ニーナがじっとりとした目を、こちらに向けているのに気付いた。

「な、何かな？」

「……」

　尋たずねるが、返事はない。

　どうやら彼かの女じよの視し線せんは、僕の衣服へと向けられているようだった。

「あんた、やっぱり、ただの変へん質しつ者しやなんじゃ……」

「んぐっ！」

　その言葉に、飲みかけていたお茶がノドに詰つまり、思わずむせる。

「ち、ち、違ちがうんだ！　これにはちゃんとした事じ情じようがあるんだよ！」

　慌あわてて手を振ふるが、彼女の眼まな差ざしから軽けい蔑べつの色は消えそうにない。

　そりゃあ、まあ、あんな出会い方をした上に、こんな格かつ好こうを見たら、不ふ審しんに思って当然か。

「あらあら。仲がいいのね」

「よくない！」

　カレンの言葉を即そく座ざに否ひ定ていし、ニーナは僕を指差す。

「どういうことなのか説明してよ、カレン！」

「ふふっ。そうね、お互たがいにちゃんと話し合いましょうか」

　憤いきどおるニーナを余所よそに、カレンはこれまでのことを淡たん々たんと口にしていく。

　僕たち二人が『入れ替かわり』をしていたこと。

　そして、沢渡さわたりさんたちの『秘ひ密みつ』についても。

「最初は、ちょっとした悪戯いたずらのつもりだったんです」

　僕が『沢渡ニーナ』を、『沢渡カレン』だと勘かん違ちがいしたところから、その『悪戯』は始まったらしい。

「気付かれた時点で、全部打ち明けようって決めてたんですよ。でも、忍しのぶさんは私とニーナとの違いに全然気付いてくれなくて……、そうして、今日という日を迎むかえたというわけです」

　ちょっと拗すねたような表ひよう情じようで言われ、僕の胸むねには痛いたみが走る。

（そう言われても、これだけそっくりだと分からないよ）

　そんな反はん論ろんの言葉が頭に浮うかんだが、でも確たしかに、気付こうと思えば気付けたんだよな。

　二人の見た目はそっくりだけど、性せい格かくや態たい度どは全然違う。

　加えるなら、僕だって、双ふた子ごの兄なんだ。

　双子という『可か能のう性せい』があることを、誰だれよりも知っている僕ならば、真相にたどり着けてもおかしくはなかった。

　もちろん、僕自身が複ふく雑ざつな状じよう況きように置かれていたせいで、二人の『違い』にまで気が回らなかったというのはある。

　でも、我わが妹である詩し乃のは、見事に『正せい解かい』を導みちびき出したんだ。

　だから、僕には言い訳わけなんて出来るはずもなく、ただ黙だまって、話を聞き続けるしかない。

　意外だったのは、僕と詩し乃のの『入れ替かわり』の件けんが、ニーナにとっても初耳だったということだ。

「どうして、今まで教えてくれなかったのよ」

　事情を聞き終わったニーナが、釈しやく然ぜんとしない面おも持もちでカレンに視し線せんを向ける。

　するとカレンは、にこやかな表情で答えた。

「だって、その方が面おも白しろそうだなって思ったから」

「お、面白くないわよ！　そういうことはちゃんと言ってくれないと、その、困こまるんだから！」

「あらあら、何が困るのかしら。ふふふ」

　ニーナは顔を真っ赤にして肩かたを震ふるわせるが、カレンは笑みを崩くずさない。

　どうやら二人の間での立場は、カレンの方が少しばかり上らしい。

「うう……。こんな変へん態たいに、一いつ瞬しゆんでも心を惹ひかれた自分がバカみたいじゃない……」

　顔を伏ふせ、ニーナは何やら口ごもっているが、僕にはよく聞こえなかった。

「うむ。青春、青春」

　僕たちの様子を他人ひと事ごとのように眺ながめていた詩乃は、満足げにうなずく。

「ともあれ、これで一いつ件けん落らく着ちやくだ。色々あったけど、楽しい一日だったよ、はっはっはっ！」

「……そう、だね」

　快かい活かつに笑う詩乃につられて、僕も苦笑する。

　結局のところ、お互たがいに悪ふざけをしていたっていう、それだけの話なんだな。

　そこにちょっとした偶ぐう然ぜんや思い込こみが重なったせいで、ややこしい事態に陥おちいっていたわけだけど、とにもかくにも、これで誤ご解かいはなくなったんだ。

　僕からはもう、何も言うことがない。

「本当に、色々あったね。カレンにもニーナにも、会えてよかったよ」

「えっ？」

　その言葉に、ニーナが顔を上げ、僕を見つめた。

　──暦こよみは四月に入り、春休みの終しゆう了りようが近づいている。

　さすがに沢渡さわたりさんたちも、そろそろ地元へと帰る頃ころだろう。

　もしかしたら、長いお別れになるかもしれない。

　でも、二度と会えなくなるわけじゃないんだ。

　だからきっと、寂さびしく思う必要なんてないのだろう。

「また、会えるといいね」

「あ、あの……」

　眉まゆをひそめ、ニーナは何かを言いたげに腕うでを上げようとする。

「ニーナ」

　その手をやんわりと押おし留とどめ、カレンはゆっくりと首を横に振ふった。

「……うん」

　カレンをまっすぐに見つめると、ニーナは小さくうなずく。

　そして、二人は僕へと顔を向け、ほとんど同時に口を開いた。

「篠しの宮みや君、またね」

「忍しのぶさん、また、会いましょう」

　そのまぶしい笑顔を、僕はいつまでも忘わすれないでおこうと、胸むねに誓ちかったんだ。
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　支度したくを終えて玄げん関かんのドアを開けると、家の前で熱い抱ほう擁ようを交わす、詩し乃のと松まつ岡おかの姿すがたが飛び込こんできた。

「……何やってんだ？」

「ん？　ちょっとね、元気を分けてあげてるんだ」

　じっとりとした僕の目も気にせず、詩乃は松岡を抱だきしめたまま、その頭を優やさしくなでる。

「今日からは姫ひめ子こも、中学の最上級生。不安も大きいだろうと思ってね」

「ありがとうございます、詩乃先せん輩ぱい！　元気、いっぱいもらいました！」

　詩乃の腰こしに手を回していた松岡は、ゆっくりと離はなれると、身体からだをまっすぐにして、僕たちを見回す。

「それでは、行ってきます！　詩乃先輩も、忍しのぶ先輩も、お気を付けて！」

　そう言うなり、彼かの女じよは踵きびすを返し、僕たちがかつて通っていた中学へと、全速力で駆かけ出していった。

「じゃあ、わたしたちも行こうか」

　松岡の後ろ姿すがたを見送ると、詩乃は軽けい快かいな足取りで歩き出す。

　まったく、朝っぱらから何をやってるんだか。

　半なかば呆あきれつつ、僕も詩乃を追いかけるようにして足を進めた。

　４月７日、月曜日。

　桜さくら満開の春景色が広がる、入学式の朝。

　今日からはまた、新しい生活が始まるんだ。

　地元の私立高校へと進学した僕たちは、通学路を並ならんで歩いていく。

　詩乃の頭には、ついこの間まで僕が身に付けていたウィッグがある。

　髪かみが伸のびるまでは、当分この姿で、とのことだ。

　それはいいんだけど、今の詩乃を見ていると、女じよ装そうをしていた頃ころの自分を思い出して、少しばかり憂ゆう鬱うつな気分になってくるんだよな。

「わたしの顔に、何かついてる？」

　こちらの視し線せんに気付いたのか、詩乃は僕へと顔を向け、首を傾かしげる。

「ん、別に」

　女装の話題になると、また色々とからかわれそうな気がしたので、僕は言葉を濁にごした。

「それよりお前、どこまで本気なんだ？」

「何が？」

「松岡のことだよ。前から思ってたんだけど、いい加か減げんな気持ちで今みたいな関係を続けるのは、あいつにも失礼じゃないか？」

「何を言ってるのさ。わたしはどこまでも本気だよ」

　僕の言葉に、詩し乃のは頰ほおを膨ふくらませ、両手を掲かかげて空を見上げる。

「姫ひめ子こほどかわいい後こう輩はいはいないからね。世界で一番愛している女の子だと言ってもいい」

　自分に酔よった表ひよう情じようで語る詩乃に呆あきれつつも、でもまあ、これ以上は何も言えないか。

　二人とも真しん剣けんなんだとしたら、僕が口を挟はさむ余よ地ちなんてない。

　──しかし、世界で一番愛してる女の子、か。

「じゃあ、男の子は？」

　僕が何なに気げなく、そう尋たずねると、

「ふぇっ？」

　途と端たんに、詩乃の頰が真っ赤に染そまったように見えた。

　戸と惑まどいの表情を浮うかべ、あいつはまっすぐに、こちらを見つめる。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんのことで、

「──ふっ、どうだろうね」

　軽く首を振ふると、またいつもの表情に戻もどっていた。

「……あのさ、忍しのぶ」

　空を見上げながら、詩乃は言葉を続ける。

「自分で言うのもなんだけど、わたしって、ちょっと変わってるところ、あるよね？」

「うん、改めて言われるまでもないな」

「だから忍には、これまでいっぱい迷めい惑わくをかけてきたし、高校でもきっと、それは変わらないと思うんだ」

　まあ、そうだろうな。

　むしろ、迷惑をかけてきたという自覚があったことに驚おどろいてるよ。

「でもさ。わたし、感かん謝しやしてるんだよ？」

「えっ？」

「いびつで、ひねくれてて、破は天てん荒こうで。そんなわたしを、そのまま受け入れてくれるのって、忍くらいだと思うし」

　詩乃は一歩踏ふみ出すと、振ふり返り、両手を腰こしに当てて、白い歯を見せた。

「こんな妹だけど、これからもよろしく頼たのむね、お兄ちゃん！」

　言い終わるなり、また背せを向けて、詩乃は早足で歩いていく。

「……」

　そんなあいつの、まぶしい笑顔を見て、僕は沢渡さわたりさんのことを思い出していた。

　詩乃のネット友達である沢渡カレンと、その双ふた子ごの妹の、沢渡ニーナ。

　あれ以来、彼女たちとは連れん絡らくを取り合っていない。

　詩乃はまだ、カレンとの交友が続いてるのだろうか。

　ニーナとも親交を深めているかもしれないし、そのあたりのことを、ちょっと聞いてみようかな。

「なあ、詩し乃の」

　先を歩く妹に、声をかける。

　すると詩乃は不意に足を止め、僕はその背せ中なかにぶつかりかけた。

「っと。どうした？」

「忍しのぶは、沢渡さわたりさんたちに、また会いたい？」

「ん……」

　唐とう突とつに尋たずねられ、僕は言葉に詰つまる。

　なんだかこちらの心が見み透すかされたみたいで驚おどろいたけど、でもこの気持ちを、詩乃相手には隠かくす必要なんてない。

「そりゃあ、まあね」

　素す直なおに答えると、詩乃は前を向いたまま口を開いた。

「よかった。わたしも同じ気持ちだったからね」

　その視し線せんの先へ、僕も目を向ける。

「──あっ」

　思わず声を漏もらす。

　気がつけば、僕たちが通う高校の、もう目の前まで来ていた。

　そしてその校門の手前に、二人の女子生徒が立っていたんだ。

　それは、傍はたからは見分けがつかないくらいにそっくりな双ふた子ごの女の子で、僕たちはその二人のことを、よく知っていた。

「おはようございます、詩乃さん、忍さん」

　沢渡カレンは僕たちの側まで駆かけ寄よってくると、にこやかな笑みを浮うかべる。

　一方、沢渡ニーナはその場に留とどまり、軽くうつむき気味にこちらを見るばかりだ。

「ほら、ニーナもこっちへ」

　しかしカレンが手て招まねきすると、渋しぶ々しぶといった感じで歩いてきて、二人は並ならぶ。

　彼女たちが着てるのは、僕たちと同じ高校の制せい服ふくだ。

　カレンの長い髪かみは、以前見たときと同じく一束にまとめられていて、対してニーナは、二束に分けられている。

　その髪を触さわりながら、ニーナはチラチラと僕に視線を送ってくる。

「カレン、ニーナ……。ど、どうして？」

「この髪ですか？　見分けが付きやすいようにと、二人で相談して、変えることにしたんです。これならどっちがどっちなのか、忍さんにも分かるでしょう？」

「い、いや、そうじゃなくて、どうしてここにいるの？」

　戸と惑まどいながら言葉を付け加えると、カレンは微笑ほほえみをたたえたまま、口を開いた。
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「以前、『秘ひ密みつにしてることがある』って、言いましたよね」

「う、うん」

「実はその秘密、一つだけじゃなかったんです」

　そう言ってカレンは、赤い舌したを出して、言葉を続ける。

「この街には旅行で来ていたっていうの、あれ、ウソです」

「へっ？」

「今日から私たち、ここに通うんです」

「こ、ここって、僕たちと同じ、この高校に？」

「はい。親しん戚せきの家にお世話になるのは、『旅行の間』じゃなくて、『高校三年間』だったんです」

　満面に笑みを浮うかべて、カレンは楽しげに『秘密』を語った。

「……そういえば」

　彼かの女じよの話を聞きながら、詩し乃のは腕うでを組んで口を開く。

「カレンには以前、わたしがどこに進学するつもりなのか、話したことがあったね」

「はい。受験の手続きとか、色々大変でした」

　……それって、もしかして、詩乃と同じ高校に通うために？

「最初は両親も反対してたんですけど、ニーナも私と同じ高校に行きたいって言ってくれて。二人一いつ緒しよなら安心だろうってことで、親戚の家にお世話になることになったんです」

「……あのとき、ちゃんと話そうと思ったんだけどね」

　と、ニーナが躊躇ためらいがちに言葉を紡つむぐ。

「でも、カレンに口止めされたから、今まで黙だまってたのよ」

「だって、その方が面おも白しろいじゃないですか」

　お、面白い、かなあ。

　そりゃあまあ、びっくりはしたけどさ。

　どうやらカレンは、サプライズな演えん出しゆつが好きなようだ。

「ふむ。事じ情じようは分かったよ。二人とも合ごう格かく出来て良かったね」

「ありがとうございます」

「どちらか片かた方ほうが受験に失敗する可か能のう性せいは、考えていたのかい？」

「そんなことはあり得ませんよ」

　そう言ってカレンは、ニーナを抱だき寄よせる。

「だって、私たちは双ふた子ごの姉妹なんですから。離はなれ離ばなれになんて、なるわけがないじゃないですか」

　まるで根こん拠きよのない言い分だけど、でも、僕には分かるような気がした。

　僕だって双子の片かた割われで、これから先もずっと、詩乃と一緒に生きていくという確かく信しんがある。

　きっと、理り屈くつじゃないんだろう。

　彼かの女じよたちも、そして僕も。

「忍しのぶ」

　不意に、詩乃が肩かたを叩たたき、口元に笑みを浮うかべた。

「高校生活は、ずいぶんと楽しくなりそうだね」

「……そうだな」

　その言葉を、僕は否ひ定ていしない。

　経けい緯いがどうあれ、またこうして、沢渡さわたりさんたちと会えたのだから。

　この晴れた空と同じく、僕の心にも、鮮あざやかな色が広がっていた。

「そうだ、忍さん」

　そんな僕に、カレンが声をかけてくる。

「一つ、お願いがあるんです」

「お願い？」

　尋たずねると、彼女はニーナに視し線せんを送り、再ふたたび僕に目を向けた。

「あのとき、詩乃さんがしたのと同じ質しつ問もんを、忍さんにもさせてください」

「えっ？」

　キョトンとする僕を前にして、カレンは口を開いた。

「あなたは、どっち？」

　──なんのことを言ってるのか分からない。

　そう口にしかけて、ノドの奥おくに引っ込める。

　その問いの意味を、本当は分かっているからだ。

　カレンか、ニーナか。

　僕の心に残っているのは、どっちなのかと、彼女は問いかけているんだ。

　詩乃へと顔を向けると、あいつは大きくうなずき、

「グッドラック！」

　そう言って親指を突つき立てた。

　相変わらず他人ひと事ごとのように面おも白しろがる詩乃に呆あきれつつも、でも、ほんの少しだけ、勇気を分けてもらえたような気がする。

　改めて、僕は二人へと向き直った。

　カレンはまっすぐに僕を見つめたまま、柔やわらかい笑みを浮うかべている。

　おっとりとしていて、ちょっと変わったところのある、不思議な子だ。

　ニーナは顔を背そむけつつも、頰ほおを赤らめ、視線だけはこちらへ向けられている。

　僕と同じ趣しゆ味みを持つ、強気ながらも隙すきの多い、おせっかいな女の子。

　自分の胸むねに手を当て、深しん呼こ吸きゆうをする。

　心に浮かぶのは、彼女たちと共に過すごした、春休みの思い出だ。

　まっすぐに前を見つめ、口を開く。

「僕は──」

　桜さくら吹雪ふぶきが風に舞まい、辺り一面を覆おおい尽つくした。










　　　あとがき




　こんにちは、こんばんは、麻あさ宮みや楓かえでです。

　このたびは『シノシノ』をお買い上げいただき、ありがとうございます。

　前作からはもう一年以上も経たちましたけど、こうしてまた、新しい作品をお届とどけすることができました。

　全ては応おう援えんしてくださっている皆みな様さまのおかげです。ありがとうございます。

　今回は少し趣しゆ向こうを変えて、『読み解ときやすい物語』に仕上げてみました。

　拙つたない個か所しよも多々あるかと思いますが、どうかお気軽にお楽しみください。




　この一年の間、自分の身の回りでは色んなことが起きました。

　つらいことも楽しいこともいっぱいあって、人生って興きよう味み深ぶかいなあと感じる今日この頃ごろです。

　変わったこともたくさんあるんですけど、その中でもずっと変わらないのが、

『創そう作さくって面白い』

　ということ。

　何かを生み出すのには苦しさが伴ともなうものですが、だからこそ面白いんですよね。

　特に今回はなかなかの難なん産ざんだったので、それだけに達成感も大きかったりします。

　もちろん、まだまだこれから先も色んなものを書き続けていきたいなと思っていますので、どうか応援をよろしくお願いします。ぺっこりん。




　執しつ筆ぴつにあたり、多くの方のお世話になりました。

　担たん当とうの三み木き様、和わ田だ様。

　イラストの白しら森もりゆせ様。

　その他、この本の製作に携たずさわってくださった方々。

　そして、お買い上げいただいた読者の皆様方にも、改めて感かん謝しやを。

　本当に、本当にありがとうございました。




　それではまたいつか、どこかでお会いしましょう。

　ご縁えんがありますように。





麻宮　楓
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麻あさ宮みや 楓かえで

大阪在住の世捨て人。デビューから八冊目となる今作が双子の主人公を描いた物語になるというのも、何かの縁なのかもしれないなあ、なんてことをふと思ったり思わなかったり。この本を読んで、既刊にも興味を持った方は、是非とも買ってやってくださーい。
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イラスト／白しろ森もりゆせ

初めまして。寝ることとゲームをするのが大好きな白森ゆせです。初の小説のお仕事だったので緊張しながらも楽しく描くことができました！　楽しんで頂けたら幸いです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「麻宮 楓先生」係

「白森ゆせ先生」係











本書は書き下ろしです。
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